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　　[image: ]　　　　世界の中心に







　オバァちゃんがある日言いました。『人は世界の中心に居なくても生きて行ける……』と。

　それだけで、詳しい説明はありませんでした。

　彼女が何を言いたいのか、わたしにはその真意は分かりませんが、

　【世界】が自分以外の全すべての他人の事で、

　【中心】がその輪の真ん中で……

　たぶんそういう事なのだと、何となく考えています。




　……生きて行くのは何なに気げに難しいと思います。

　わたしは生来そういう事を熟じゆつ考こうして旨うまく処理する能力が乏しい人間です。

　だからいつでも独りでした。

　でもいったいどういう巡り合わせか、わたしは今、世界の中心に居ます。




　平日の正午近く、学校のとある教室。

　中庭に面した窓は開いていて、でもカーテンは閉まっていて、時々ゆらゆらと風に揺れていました……

　そしてわたしの周りには人だかり。

　でも皆一いち様ように脅おびえて震えながら、口々に何かを呟つぶやいたり叫んだりしながら、わたしと距離をとって遠巻きにしています。

　唯一わたしの傍そばに居るのは、足元で、上半身を炎に包まれて断だん末まつ魔まの叫び声を喉のどの奥から搾しぼり出だしながら激しく床をのたうち回っている彼女だけ……

　だけど彼女はわたしに関心が無ないようです。

　だから世界の中心に居ても尚なお、わたしは独りでした。

　そして彼女もまた、独りのようです……
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　わたしの名前は【エーコ】。学校ではそう呼ばれています。

　それに気付いたのは一ヶ月ほど前。昨年の二学期の終り頃ごろから数ヶ月の間ろくに登校していなくて、それでも無事進級出来た高校二年の一学期の始業式の日。冬の名残の肌を刺す冷たい風に乗って、その名前はわたしの元にやって来たのです。名前の由ゆ来らいはわたし自身が冬に起こした事件のテレビ報道で、ワイドショーがわたしに付けた仮名が【Ａ子さん】だったからだと簡単に推測出来ました。

　少し屈辱的な感じがしない事はないですが、でも、それもさほど悪いものではないと思っています。それは事件を起こして変わったのが周囲からの呼び名や視線だけではなく、わたし自身もだからです。

　それはとても大きな変化でした。以前のわたしが『感情的で泣き虫ホツト＆ウエツト』だとすると、以後のわたしは『冷静で合理的クール＆ドライ』というところでしょう。

　そうなると、以前の自分と今の自分は違う人物だと割り切れたほうが精神衛生上良いはずなので、そういう意味では追い風なのだと思います。肯定すべきなのでしょうね、たぶん。

　だからわたしは【エーコ】。それで生きて行こうと思っています……







「──化あだし野のさん」

　五月の初め。ゴールデンウィークが終わった翌日の、気だるい一日が終わろうとしている放課後の事でした。ＨＲ終了後、下校しようと荷物を纏まとめているわたしに声が掛けられました。

「………。」

　顔を上げるとそこには雪ゆき村むら先生の姿が。彼女はいつもと変わらず柔らかに微ほほ笑えんでいました。

　【雪ゆき村むら純白ましろ】。春休み中の交通事故で重傷を負い、退職した天あま本もと先生の代わりに急きゆう遽きよ補充された女性教師で専門は化学。年の頃ころは二〇代半ばの新人で、わたしのクラスの副担任をしています。すらりとした細長い手足に綺き麗れいな顔立ち、少しウェーブの掛かったロングの髪は背中の辺りまであります。ブラウス・カーディガン・ロングスカートなどのいつも肌をあまり露ろ出しゆつさせない落ち着いた服装を着ている事や、その柔和な性格も手伝ってか、まるで童話に出て来るお姫様のような印象です。実際に【白雪】や【姫】などの呼び名も流る布ふしているようです。

　始業式後の新クラス最初のＨＲで初めて皆に紹介された彼女ですが、そのＨＲ終了後には早くも周りに男女問わず人だかりが出来ていました。大した求心力です。でもわたしはその時、その輪の外からそれを眺めながら、何な故ぜだか漠然と自分とは全まつたく違う人種なのだと強く感じた記憶があります。そしてその印象は今でも変わらずそのままなのでした。

「今日から部活動始めるよね？　一緒に頑張ろうか、【化学部】……」

「───え？」

「あれ？　……聞いてないの？　予定では今日からだって………。わたしが顧問だって事は？」

「──いいえ」

　そういえば連絡受けていませんね。確かにゴールデンウィーク明けから一年生が正式入部してくるので部活動は本格始動のはずなのですが。わたしはてっきり、わたしの【化学部】への入部は隔かく離りが目的で、学校側が本気でわたしに部活動をさせるつもりなど無ないと思っていたもので、適当に考えていたのですが……。そうですか、彼女が顧問。確かに化学教師ではありますが、これは新人にとんだ貧乏クジを引かせてしまったものです。

「……そう。実は連休の少し前には決定してたんだけど。わたしが伝えるべきだったわ、ごめんなさいね」

　そう言って申し訳無さそうな彼女にわたしは「いえ、別に……」とだけ返しました。

「……えっと、それでね。昨日部室になる第二理科準備室を見て来たんだけど、使ってない備品なんかがごろごろしてて、埃ほこりも積もっているようだし……。だから今日は部室の大掃除をしようと思ってるの。わたしこれから職員室に荷物を置きに行くから、その後で一緒に行きましょうか」

　雪ゆき村むら先生は勝手に今日の活動内容を決めてしまうと、早速行動を開始しました。彼女はわたし相手に本気で部活動をやろうと思っているのでしょうか。事件を起こして以前の部活を追い出されたわたしと二人きりで……。この学校は生徒の部活動への参加を強制しているため、わたしとて例外には出来ず、そのため学校側は苦肉の策として部員数〇ゼロで廃部寸前だった【化学部】に入部させた──それが真相のはずです。彼女はその辺の事情を知らないのか……。学校側から何の説明も無なかったのだとしたら貧乏クジどころではなく、まるで悪質な苛いじめです。でもそこは普通気付きそうなものなので、つまりは彼女が頭の残念な人という事なのでしょうか……

　でもまぁそれも、わたしにとってはどうでも良い話ではあるのですが……




　第二理科準備室は長い間倉庫としてしか使われていないようでした。そのせいか『幽ゆう霊れいが出る』という噂うわさがありました。いわゆる『学校の七不思議』という怪談話の一つですが、わたしの知る限り、正体が具体的に語られている幽霊が出現するのは、この第二理科準備室と音楽室の二箇か所しよのみで、こっちは実験中の不慮の事故で亡なくなった化学教師の霊、音楽室のほうはそこで自殺した女子生徒の霊だという話です。

　──でも、わたしが幽霊ならこんな部屋に住みたくない。

　実際の第二理科準備室はそんな有あり様さまでした。酷ひどいものです。乱雑に置かれた備品なのか不要品なのか分からないような教材の数々、棚たなや机の上には埃ほこりが溜まり、暗幕と窓は常に閉められていたのか空気は黴かび臭くさく澱よどんでいました。とりあえず暗幕と窓を開けて空気を入れ替えて、必要な教材は第一理科準備室へ、不要な物はゴミ捨て場へと大まかに仕分けして運び出します。床や棚や机の上は雑ぞう巾きんで拭ふいて汚れや埃を取り除きました。そうすると少しマシな見た目になった気がします。ただわたしのほうは、衣替え前の五月現在着ている冬用制服の上着は濃い茶色系で、埃が付くと目立ってしまい、しかも払い落とし難がたく、学校のジャージに着替えるべきだったと少し後悔しました。

「──あっ」

　そんな作業中、雪村先生が何かを見付けて手を止めました。

「うわぁ、懐かしい……。これ、まだ残っていたんだぁ……」

　嬉うれしそうに硝子ガラス箱ケースに両の手で触れてまじまじと彼女が見詰めるその物体の中身は、小柄なわたしの身長くらいの大きさの人型。髪型は丸刈り、つぶらな瞳ひとみ、少し黄ばんではいるけど真っ白な肌を全身あらわに──というか素っ裸です。それどころか左半分は筋肉や血管や内臓や骨やらが剥むき出だしになっていて、正直とても愛らしいとは言えない代しろ物ものでした。

　まぁ一言に纏まとめると、つまりは【年季の入った人体模型】です。

「わたしね、この高校の卒業生なの。当時はまだこの準備室に先生が居て、この人体模型があって……。ねぇ知ってる？　今でも現げん役えきなのかな？　学校七不思議の一つの【理科準備室の喋しやべる人体模型】……」

　少し興奮気味に質問を重ねた彼女にわたしは「さぁ、どうだったでしょう」と適当な返事をしました。わたしの知っている怪談話との内容の違いをわざわざ口に出すような真似はしませんでした。別に面倒臭かったわけではありませんよ、半分くらいは。実のところわたしはそのテの話にあまり詳しくはないのです。この学校に入学して一年と一ヶ月ほど、学そ校んのな怪も談のに心惹ひかれている余裕など無なかったものですから。だから実際はわたしがその怪談話を知らないだけかもしれません。

「これはここに置いておきましょう」と雪ゆき村むら先生はそれを窓際へと移動させて、不気味なソイツに部屋の中が見渡せるよう向きを変えてやっていました。そして部屋の隅っこに在あった教室のより古いタイプの木製の机と椅い子すを一セット、その目の前に置きました。

「これは化あだし野のさんの席ね」

　何な故ぜそこに置いたのか、少々悪意を感じないわけでもないですが、まぁ良いでしょう、どうでも。

　その後しばらく作業は続き、そしてだいたいのキリが付く頃ころには窓の外はすっかり暗くなっていました。

「あっ、いけない。もうこんな時間っ──」

　雪村先生は窓の外を見て、次に自分の腕時計を見て、そして慌てて備品を幾いくつか手に持ちました。

「今日はこのくらいにしておきましょう。暗くなっちゃったから家まで車で送って行くわね。とりあえずこの荷物を職員室に──」

「いえ、大丈夫です。一人で帰れますから」

　学校から自宅までは電車で二駅の距離です。学校から最も寄より駅までは徒歩で、電車に乗って降りた駅からまた徒歩で移動します。どちらも一〇分も歩けば辿たどり着つくので、大して疲れるわけではないし、いくらここが田舎いなか町まちで電車の本数が少ないといってもまだ無くなってしまう時間では全然ありません。

「でも危ないわ、もう外は暗いから──」

「大丈夫ですよ。道には街灯が在りますし、人目だってあります」

「いいえ、駄目よ。送るわ。ちょっと待っててね」

　そう言い終えるか終えないかくらいで退室しようとする雪村先生の背中にわたしは声を掛けました。

「先生っ」

　立ち止まって振り向いた彼女に、わたしは告げます。

「わたしに構わないで貰もらえますか？」

「──ぇっ」と驚いて、戸惑いながらも彼女は恐る恐るといった様子で「どうしたの？」と尋たずねます。

「わたしの勘違いだったらすみません。たぶん凄すごく失礼な事を言っているのだという意識もあります。──でも言わせて下さい。先生は意識して、何かにつけてわたしに話し掛けて交流を深めようとしていませんか？　たぶん始業式から今日までずっと。副担任の責任とでも考えているのかもしれませんが、それを止やめて欲しいのです」

「どうして？」

　雪ゆき村むら先生は口元に少し無理がある微笑を浮かべました。

「何の得も無ないからですよ。むしろ損になると思います、先生の教師生活の中では汚点になるでしょう」

「どうしてそう……思うの？」

「わたしの事情は知っていますよね？　だからです、関わるべきではないのですよ、元々。学校側にどんなふうに旨うまく丸め込まれてわたしとこの【化学部】の顧問になったのか知りませんが、本気でやる必要はないのです。やっているフリで良いのです。お互いに傷が付かない範囲で適そこ当そこに、です。わたしに構う暇があるのならそれをその分クラスの皆のために使って下さい。そのほうが生産的ですよ」

「あなただって同じクラスの一員なのよ」

「いえ、違います」わたしはきっぱりと否定しました。

「わたしをそこに含めないで下さい。クラスの皆はわたしの事を仲間だと思っていないでしょうし、例え何かの間違いで仲間だと思われていても、わたしが皆を仲間だとは思えないのです。だから無理してわたしに関わる必要はありません、無視しておいて下さい」

　わたしの口からその言葉が告げられると、雪村先生はとてもうろたえているようでした。

「ね、ねぇ、化あだし野のさん。どうしてそんな事言うの？　そんな事言わないでよ……」

「………。」

「……ひょっとして、わたしに遠慮してくれているの？　迷惑掛けまいって──そう思ってくれてるの？　でもわたしはそんな……」

「違います」

　わたしは再びきっぱりと否定しました。

「──本当のところを話します。それがお互いのためのようですから。実はわたし、あなたが嫌いなようなのですよ。理由は分かりませんが、たぶん生理的に。あなたの顔を見ていると心がギザギザになるのです。正直あなたと仲良くするくらいならこの人体模型と友達になったほうが数倍マシです。得がありませんが損もありませんし、それに精神衛生上も良いはずですから」

　わたしは自分の思いを一方的に吐き捨てると、鞄かばんを掴つかんで、立ち尽くす雪ゆき村むら先生の傍そばをすり抜けて出入口の引戸を開け、廊下に出ます。そして昇降口に向かって歩き出しました。

　わたしらしくない言動だと思いますし、何な故ぜこういう結末になったのか、自分でも訳が分かりません。でも何故か我慢が出来ずにこうなってしまいました。







「──化あだし野のぉ」

　昇降口で、下駄箱の扉を開けて外靴を手に取ったところで背中に声が掛かりました。

「──さん」

　わたしが振り向き、見やると、声の主は何故だか一いつ瞬しゆん表情を固まらせて、その後で遠えん慮りよ気ぎ味みにそう付け加えました。三〇代くらいの男性で、その顔には見覚えがありました。確か今年の初めから美術教師をやっている人です。

「──帰るのか？」

「はい」

「そうか。実はな、美術室にオマエの荷物が残っているんだが……」

　少し言いい難にくい内容なのでしょうね。美術教師は肝心な部分を口に出しませんでした。

「すみません。今日は無理ですが近日中に取りに行きます」

「──そ、そうか、急せかしてすまないな。明日なら新入生歓迎写生大会を開く予定だから、放課後、誰だれも美術室に居ないぞ……」




　　………。




「ぁ…」と彼はそこで何かに気付いて小さく声を漏らしました。表情が少し強こわ張ばっています。わたしの顔から視線を外しません。

「お気遣いありがとうございます。では明日取りに行かせて貰もらいます」

　わたしが深々と頭を下げると彼は「ぉ、おぅ……」と応こたえて、その後で安あん堵どの表情を浮かべていました。

「それでは失礼します」

　わたしは再び軽く頭を下げると外靴を履はいて、そのまま振り返らずに学校を後にしました。





※






　翌日の放課後。部活の時間が始まってずいぶんと時間が経過しても、雪村先生は部室に姿を見せませんでした。

　正常な人間の感覚なら、昨日の今日で、揉もめた当人同士が密室で二人きりという状況はキツイのではないかと思います。──わたしは異常なので平気ですが。でもまぁ思い返してみると、確かに少々言い過ぎたと思う点もあります。でも最初にはっきりと断っておくのがお互いのためだと思いますので、特に罪悪感は無なく、反省もしていません。正常な人間ならここで悩んだり、後悔したり、苦しんだりするのでしょうけども。

「──静かです。そして暇です。素晴らしい」

　わたしはというと。この独りきりの時間を結構有あり難がたく感じていました。校内の全すべての人から四六時中常に生温かい視線を浴びせられているわたしが、まさか学校で、人目を気にせず無為な時を過ごせる場所を手に入れられるなんて考えてもみなかったものですから。

　素晴らしくやる事もないので室内をぐるりと見回します。よく観察してみると、この準備室の内装はずいぶん年季が入っている事に気が付きました。正直異様な感じです。校内でこの空間だけが時の流れに取り残されているような、そんな印象を受けなくもありません。

　床は板張りで歩く度たびにぎしぎし鳴きますし、壁一面に備え付けられた木製の棚たなの扉の硝子ガラスは薄く、勢いよく開閉すると割れそうで、中には埃ほこりを被かぶった得え体たいの知れない骨や化石や鉱物の塊かたまりや標本などが陳列してあり、天井の蛍光灯はちかちかと点ついたり消えたりを繰くり返かえしているのが二本ほどあって目が悪くなりそうです。

　そして極きわめつけはこの──わたしの目の前にある人体模型。これが在あるのと無いのとでは部屋の雰囲気はかなり違うと思います。

　先ほど──というか着席してからずっと瞬まばたき一つせずわたしを凝ぎよう視ししています。

　わたしは昨日雪ゆき村むら先生に吐き捨てた言葉を改めて思い出して、逆に人体模型を見詰め返しました。

「──まさか。いくら何でもこれとはお友達にはなれないですよね」

　呟つぶやいて、そして目を逸そらそうとしました……その時です。

『──何見てんだよ、おいっ』




　　──　？




　何ど処こからか声が聞こえた気がして、わたしは周囲を見回しました。でも当然の事ながら室内には誰だれも居ません。

　気のせいかと思って再び人体模型に視線を戻すと……

『おーい。俺おれだ、お前の目の前に居んだろうが』

　と、再び同じ声が聞こえました。マンホールの底から響ひびいて来るような独特の美声です。

　わたしの正面には人体模型しかありません。声は確かにそちらから聞こえたような気がしましたが──。とりあえず黙ってみると、すぐにまた声が聞こえました……

『おい、無視すんなっ。俺おれの目の前の席に退屈そうに座ってる、細身で、小学生みてぇな凄すげぇ小チ柄ビで短髪シヨートカツトで、大きな目をして、地味に整っちゃいるが人形みたいに青白い顔色の面つらで、何ど処こかのテロリストみたいな柄のマフラーを首に巻いてるお前だよ』

　──どうやらわたしのようですね、わたし以外にありません。にわかに信じがたいですが、わたしは今、人体模型に話し掛けられています。たぶん世界初のとてもシュールな情景だと思います。
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『お前、名前は？』

　男（？）はいきなり無ぶ遠えん慮りよに尋たずねて来ました。でも、わたしは得え体たいの知れない人物に素直に名前を名乗る気にはなれませんでした。

「他人に名前を尋ねる時は普通自分から名乗るものでしょう？」

『おっ！　言うじゃねぇか、小娘』

　わたしの反論に男（？）は嬉うれしそうに笑ってそして名乗りました。

『俺は【トオル】。よろしくな』

「どうも……」

　特に知りたかったわけでもないのですが、一応軽く会え釈しやくはしました。

『じゃぁ、次おまえな』

「【エーコ】です」

　わたしは即答でそれだけを返しました。

『名字は？』

「ありません」

『おまえ、それ本名か？』

「いいえ、違います」

『じゃぁ何で、そんなイタリア人の記号論哲学者みたいな名前を名乗ったんだ？』

　その理由をいちいち説明するのは何とはなしに面倒臭かったので「べつにいいじゃないですか」と返しました。

「あなただってそれ、本名じゃないでしょう？　あなたこそ何な故ぜ【トオル】なのです？」

『さ・ぁ・な。何故だと思う？　当ててみな』

　妙に勿もつ体たいぶった口調で【トオル】は下らない謎なぞ々なぞを出して来ました。

「さぁ、身体からだの左半分が透きトオっていルからですか？」

『………ぁ　　……そうそう、それ。正解。やるじゃねぇか』

　何か今一いつ瞬しゆん、妙な間がありましたけど……

『──んじゃまぁ、細かい事はどうでもいいや。ところで聞いたぜ。お前、俺おれと「友達」になりたいんだって？』

　間抜けにもその単語が出て来るまでわたしは彼の正体に気が付きませんでした。

「──あなた、雪ゆき村むら先生ですよね？」

　どうして閃ひらめかなかったのでしょうか。わたしが人体模型とその単語とを口に出したのは昨日。その場に居たのはわたしを除くと雪村先生ただ一人。そしてその時の会話の内容から推理すれば答えはたった一つだったはずなのです。

『はぁ？　いきなり何言ってんだ、お前。俺は俺、人体模型の【トオル】だぜ。それ以上でもそれ以下でもねぇよ』

　諦あきらめ悪く惚とぼける雪村先生にわたしは「見え透いた嘘うそを……」と呆あきれて、続けます。

「普通、人体模型が喋しやべれるわけないじゃないですか」

『二〇年以上生きた人体模型は尻しりが二つに割れて喋れるようになるんだよ』

「割れているのは誰だれだって同じですよ。あなたは自分が妖よう怪かいか付つく喪も神がみか何かとでも？　……ふざけないで下さい。正直どんなカラクリなのかは分かりませんが、そんなボイスチェンジャー丸出しの電子的な声の生物が存在するわけないじゃないですか、普通」

　明らかに季節毎ごとにやっているテレビの警察特番によく登場するあの声なのです。男性の声らしく聴こえますが、最近のボイスチェンジャーは高性能で性別をも変えられるそうですから可能なはずです。

　彼は『あぁん？』と不満そうな声を上げました。

『そう言うおまえだってカラオケでハッスルして徹夜した翌日みたいな変な声してんじゃねぇか』

「──ハッスル？　いいえ、これは地声です。それに今通っている病院の先生には『行きつけのスナックのママに似て色っぽい声だね』と評判なんです」

『何だよ、そりゃぁ酒焼けか？　そんな女子高生聞いた事ねぇよ、適当な事言ってんじゃねぇ』

「だったら、見ますか？　地声だという証拠………」

　口で言っても分からないようですから、わたしは首に巻いたマフラーに指を掛け、ぐっと引っ張り下ろしました。

『───ッ！』

　そこには大きな傷を縫ぬった跡が在あります。それが彼には見えているはずです。傷は数ヶ月前の事件の際のものですが、手術は数回しているので、まだ傷跡は生々しく残っています。

「声帯が傷付いています。だから一生このままなのです」

『………』

　【トオル】は少しの間言葉を失っていたようですが、すぐに口を開きました。

『いや、悪かったよ。からかったりして。でもお前、いったいどんなヤンチャやらかしたんだ？』

「人を殺しました」

『ぁあっ？』

「嘘うそです」

『──てめぇ！　びっくりさせんじゃねぇよ！』

「ところで雪ゆき村むら先生。もういい加減止やめにしませんか？　飽きて来ましたよ、この人形遊び」

『だから俺おれは雪村じゃねぇっつってんだろっ』

　動揺を誘おうと少し揺さぶりを掛けてみたのですが、なかなか彼女も頑固ですね。

「だったら誰だれなのですか、あなたは……」

『だから【トオル】だっつぅ…………………』

「……？」




　　　　がらがらがらっ──




　【トオル】の声が尻しりすぼみに小さくなったと思ったら、いきなり準備室出入口の引戸が開きました。少しだけびっくりしてそちらを振り向くとそこには見覚えのある顔が……

「遅れてごめんなさいね」

　少し気まずそうに微ほほ笑えんで、入口に立っているのは雪村先生でした。

　　……………………。

「待っててくれてたのかな？　……ぇえと、それでね。今日は部活を始める前に……　ぇ、ぁ……化あだし野の…さん？」

　ただ彼女をじっと凝ぎよう視しする事しか出来ていなかったと思います。そんなわたしの様子は変だったのでしょうか。雪ゆき村むら先生は「どうかしたの？」と遠えん慮りよ気ぎ味みに尋たずねて来ました。わたしは冷静を装よそおおうと努めます。

「いえ、べつに。何でもありませんよ。問題ありませ───」

『オッス、オラ【トオル】。ヨロシクナ！』

「───ッ！」

　その時、わたしの言葉を遮さえぎるように、隣となりで突然【トオル】が喋しやべりました。

「──ぇっ？」

　雪村先生は怪け訝げんな顔をしました。

「今の……何？」

「いえ、何でもありませんよ」

「いや……でも、何か変な声が聞こえたような──」

「何でもありません。それともあなたもわたしの声がカラオケでハッスルした後みたいだと言うのですか？」

「──え？　ハッスル？　えぇ？　わたし何もそんな事……」

「言い訳は聴きたくありません。とりあえず今日はお引取りを」

「いや、わたし……これから部活を──」

　困惑する雪村先生の背中に手を置き、わたしは彼女を引戸の向こう──廊下まで押し出しました。そしてぴしゃりと戸を閉め、「とにかく今日はこのまま帰って下さい」と言葉を投げ掛けます。彼女はわたしの名を呼んで扉を開けるように懇こん願がんしましたが、わたしは逆に鍵かぎを掛けて戸を開かなくしました。そして再び同じ台詞せりふを口にしました。彼女はそれでもしばらくの間頑張っていましたが、やがて諦あきらめたのか重たい足取りで立ち去って行ったようでした。

　──ふぅ……

『あはははははははははっ、だっせーっ！　ビビッてやんのぉっ』

　わたしが安あん堵どの溜ため息いきをつくと同時にその馬ば鹿か笑いは室内に木霊こだましました。

「どういうつもりなんです？」

『お前、さっき目茶苦茶焦ってたろ？　内心。さっきの仕返しだよ』

「何者なんですか。あなたは」

『だから人体模型だって。何回言わせんだよ』

「何の目的があって、わたしに話し掛けてくるのです？」

『だから、寂しいお前の「友達」になってやろうって言ってんだろ？』

　わたしは小さく溜息をつきました。話になりません、内容が堂々巡りです。

「学校七不思議ゴッコなら他よ所そでやって貰もらえませんか？　わたしではあなたが欲するところのとびきりの絶叫や転びながら逃げ惑うような明確なリアクションは望めませんよ？」

『オイオイ、何だよ冷めてやがんなぁ。最近のガキは皆こうなのか？』

「いえ、たぶんわたしだけですよ。他は皆こういうの好きだと思います。現にここ最近は音楽室のピアノがどうとかいう怪談が流は行やっているようですし」

　直接的にではありませんが、教室で時々誰だれかが話しているのを耳にします。

『あぁ、あれな。無人のはずの音楽室からピアノの演奏が聞こえて来るってやつな。音楽室で自殺した女子生徒の霊れいとかいう話だよな』

「ひょっとしてあれもあなたですか？」

『オイオイ一緒にすんな。あれはアイツだ、ベートーベンの仕し業わざだ』

　それは音楽室の壁に貼はられていて夜になると目が光るとかいう噂うわさの絶えない彼の事でしょうか。わたしがその疑問を口に出すと、彼は『あぁ、そうだぜぇ』と答えました。

『アイツももう歳としだな、耳が遠いんだ。上の美術室のブルータスがピアノの音が五う月る蝿さいって苦情を言って来てんのに聴こえてねぇんだよ、まったく……』

「──いえ。ベートーベンの耳が遠いのはたぶん別の理由だと思いますけど」

　何とはなしにすごく呆あきれてしまいました。正直どうでも良い情報ですね。

　わたしは鞄かばんを掴つかんで立ち上がりました。

　それに敏感に反応した彼は『おっ何だ。もう帰んのかよ。何か用事あんのか？』と不満そうに言いました。

「えぇ。その美術室に用があるのを思い出しました。立ち寄ってそのまま下校します」

『へぇ、残念。じゃぁブルータスによろしくなっ』

「えぇ。あなたと同じく話し掛けて来ようものなら『オマエもかーっ！』と叫んでおきます」

　わたしは鍵かぎを外して引戸を開けました。そしてそのまま部屋を出ようとすると彼が背中に声を掛けました。

『おぅっ、じゃぁ、またな！』

　わたしはそれに応こたえず、そのまま扉を閉めて、準備室を後にしました。





※






　美術室の扉を開けると、昨日美術教師が言ったとおりの無人でした。所々に鞄や荷物が置かれているので下校時間までには誰かが立ち寄るとは思いますが、今は全まつたく人の気配がありません。遠くグラウンドから運動部の掛け声が微かすかに届くだけで室内は静かなものでした。

　わたしは数ヶ月ぶりにこの教室に足を踏み入れました。本当に久しぶりなのですが特に感慨は湧わきません。今でこそチンピラみたいな人体模型に絡からまれたりしていますが、実は昨年の二学期の終わり頃ごろまで、わたしは美術部員でした。ここで絵を書いたり、彫刻をしたりの創作活動に情熱を注いでいたはずなのですが、今、何な故ぜか何も感じないのです。そんな自分をわたし自身、少し意外に感じています。

　周囲を見回したけれどわたしの荷物はありませんでした。わたしは教室を縦断して奥の準備室へと歩を進めます。

　ドアを開けると、途端に窮きゆう屈くつを感じるほどに準備室内は物で溢あふれかえっていました。過去の生徒のものや現在製作中の作品、画板や画台やバケツなどの画材、教材として使用する様々な題材モチーフ。その中にブルータスの胸像も在ありましたが、特に話し掛けて来るような事はなかったので、わたしも叫びはしませんでした。

　室内をぐるりと見回すと隅のほうにわたしの荷物が纏まとめて置かれていました。荷物といっても絵具セットや筆やバケツなどの通常の美術の授業でも使う画材がほとんどなので、わたしは教室に立ち寄ってそれらをロッカーに収めて帰る事に決めました。でも素そ描びよう用の鉛筆やそれを削るためのカッターナイフなどは使わないと思ったので、制服上着のポケットに突っ込みます。

　荷物を持って準備室を出ると、ちょうど西の空から低く陽が射さして来ていて、窓枠の影が少々幾き何か学がく模様柄のアクセントにはなっていますが、ほぼ床全体が燈だいだい色いろに染められていました。

　　…………。

　──よく、夕日で赤く染まるという表現を耳にしますが、あれは実のところ赤ではありません。

　わたしは本当に真っ赤に染まった床を見た事があります。

　あれはわたしがこの教室に足を踏み入れて、自みずからの足で退室しなかった──最後に訪れた日の出来事……




　──真っ赤に染まった床。真っ赤に染まった手。

　　　白く霞かすんでいく視界の中で真っ赤に染まった同級生の女子生徒の惚ほうけたような面つら……




　それがとても明確に、記録映像でも見ているかのようにわたしの頭の中に映し出されました。

　でも、それでも──やはりわたしにはそれを深く想おもう事は出来ませんでした。

　ただ、綺き麗れいになっている床を眺めて、どうでも良いような事なら少しだけ思い浮かんで来ました。

「今警察の鑑かん識しきの人に調べて貰もらったら、ルミノール反応とか出るのでしょうか」





※






　美術室を出てすぐ左手の階段を下りると、途中の踊り場で折り返すので、下の階には逆方向から着きます。そして今度は右手に音楽室が見えます。つまりちょうど美術室の真下の教室になるわけですが、ただ前を通り過ぎようとしていたわたしは、そこでふと足を止めました。

　──何か聴こえます。たぶんピアノの音……

　頭の中に浮かんで来たのはあの噂うわさ。先ほども部室で話題に上った怪奇現象……

　そっと扉に近付いて耳を澄ませると間違いなくピアノの音です。

　弾いているのは果たして誰だれなのか──ベートーベンか女子生徒の霊れいか……。興味をそそられたわたしは極力ゆっくりと音を立てないように扉を少し開けました。

　扉が開くと音が大きく外に流れ出て来ました。もうはっきりと聴こえるそれは、ただ適当に鍵けん盤ばんを叩たたいているのではなくきちんとした演奏でした。確かに誰かがピアノで曲を弾いているのです。

　扉の隙すき間まから室内を覗のぞくと、右手にグランドピアノが在あります。そこに人影が在りました。でもその椅い子すに座って調べを奏かなでているのはベートーベンでも女子生徒の霊でもありません。

　──男子です。この高校の制服──黒の詰つめ襟えりの一般的な学生服──を着た、ただの男子生徒のようでした。しかも演奏しているのはわたしも知っている結構メジャーな曲です。

　そのまま黙って見守り続けていると、やがて演奏が終わりました。すると途端にわたしが──どうやら自分でも気が付かないうちに大きく扉を開けてしまっていたようです──覗いているのに気付いた様子で、一いつ瞬しゆんギョッとした顔をしていましたが、すぐにその場で立ち上がり、左手を腰の後ろに、右手を胸の前に回し、わたしに向かって礼をしました。そして顔を上げてにこりと微ほほ笑えみました。

　訳が分からずぽかんとしていたわたしですが、彼が拍手をし出したので、わたしも何とはなしにそれに倣ならいました。すると彼は満足そうに再び微笑みました。

　そのまま立ち去っても良かったのですが、わたしはそこに荷物を置き、室内に足を踏み入れました。彼と彼の演奏に少し興味が湧わいたのです。

「さっきの曲、ゴンチチの【放課後の音楽室】ですよね？」

　緩やかで澄んだその調べには聴き覚えがありました。たぶん曲名は知らなくても誰もが一度は聴いた事があると思います。そんな曲です。

　彼は「そうだよ」と答えて、近寄って来たわたしの顔をそっと見詰めます。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、髪の毛はほどほど短く、顔立ちはそこそこ整っていますが、はっきり言って何ど処こにでもいるような普通の標準的な男子生徒でした。

「えぇと、君は確か有名人の……　二年のあだ──」

「【エーコ】です」

　彼の言葉を遮さえぎってわたしは答えました。特に問題ない限りこれで通す事に決めています。

　お返しとばかりにわたしは彼の胸の名札を読みました。元素の〈素〉に草木の〈草〉で……

「そ…そう？」

「いやいや、そんなだらしが無ないような名字じゃないよ。これはモトグサって読むんだよ。三年の【素もと草ぐさ有ゆう紀き】。よろしく！」

「はぁ」

「本日はご多忙の中、素草有紀ソロコンサートに足を運んで頂きまことに有難うございます！」

「吹奏楽部の人なのですか？」

　再び大おお仰ぎような仕草で礼をした素草先輩ですが、わたしはそれに構わず質問を浴びせました。

「いや、違うけど……」苦笑いを浮かべながら顔を上げて彼は答えます。

「吹奏楽部のコに用があったの？　彼女たちなら……」

「あぁ、いえ。そういうわけではありません……」

　うちの学校の吹奏楽部はここ数年優秀で、コンクールの全国大会に連続出場しています。そのために学校側からの待遇が良く、学校近所の市民ホールの広いスタジオを借りてよく練習をしています。だから放課後の音楽室に人が居ない事は珍しくありません。それでも放課後の音楽室に居て、演奏していたので関係者かと思ったのですが。でもそうなると……

「部外者がここで何しているのです？」

「本日は素草有紀のソ──」

「つまり無断でピアノを弾いていただけですか」

　先ほどと同じ事を言う気配がしましたが、二度も聴く気はありません。

「今回が初めてですか？」

「……あぁ、いや、これまでに何回か。小さい頃ころ習っててさ、気持ちも残ってて。でも今はピアノが手元に無ない環境に居るから。こうやって勘が鈍にぶらないように時々弾いてるんだよ、気持ち良くね」

「………。」

　まったく何が女子生徒の霊れいやベートーベンですか。怪奇現象の正体はただの自意識過剰な男子の自じ己こ陶とう酔すい行為ですよ、トドの詰まりは。正直少し白けてしまいました。でも自分がそう感じたのが少し意外で、その事実に少しだけ興味が湧わいたような気もして、まったくの無駄では無かったと思う事にしました。

「あのさ、校則違反とかそういう堅苦しいのは無しにしてよ……」

　わたしの沈黙を違う意味に解釈したのか、素草先輩は的外れな事を言って来ました。

「君が首に巻いてるそのマフラーだって結構似たようなもんだからね、この時期」

　指摘されたそのマフラーにわたしは指を掛けました。本日二回目です……

「わたしの巻こ物れは学校側の許可を貰もらっています。納得し易やすいように中を見ますか？　まだ結構グロいですよ。今日の晩御飯のオカズにお肉が出ないと良いですね……」

「ごめん、それは遠えん慮りよさせて」と苦笑いの素草先輩。「今夜はハンバーグなんだよ」

　その時合がつ掌しようされた両手を見てわたしは更に反撃のネタを見付けました。

「あなたのその数じゆ珠ずみたいな腕輪ブレスレツトだって、校則違反のはずですが？」

　彼の左手首には数珠のような形に珠たまが革かわ紐ひもで繋つなげられた腕輪が在あったのです。

「はは、これはヤブヘビだ……」素もと草ぐさ先輩の顔はより苦笑いの色を強めています。

「ほんとごめん、これは勘弁してよ。昔恋人から貰もらった大事なお守りなんだ」

「ほぉ、恋人ですか」

「──いや、御ご免めんなさい。嘘うそです。片かた想おもいの相手から偶然運良く頂いた苦い思い出の品です」

　……。どうしてそんな下らない嘘をつくのでしょうね。でもまぁそんな事はわたしにとってはどうでも良い事なのですけど。

「──それ。高価な物ですよね？」

　半透明で薄緑色の一センチ大の珠をよく見てみると質感がどうもプラスチックではないような気がします。おそらく硝子ガラス……、しかもくたびれ具合からそこそこ年古代い物ではないかという印象を受けました。骨董品アンテイークの硝子トンボ珠ダマは、良い品なら小さい物でも一個一万円以上の値が付くと何ど処こかで聞いた事があるのです。たぶん事件以前の記憶でしょう、今のわたしはそういうのに全まつたく興味がありませんから。

「えっ、そうなの？　これ。貰った物プレゼントだからよく知らないんだけど」

　彼は『初めて価値について考えた』といったふうな態度でした。何だかマイペースというか、いいかげんな人です。

「うわっ、これは良い事聞いたかも。テンション上がるね」

「あぁ、でも一つ忠告しておきます。その腕輪の芯しんの革紐ですが、見たところもう相当くたびれているようです。新しいのに取り替えておかないとある日突然千切れて泣く破目になりますよ」

「へぇ、そうなんだ。気をつけるよ。教えてくれてありがとう……」

　素草先輩は嬉うれしそうに笑って右手をすっと前方へ伸ばしました。そしてそれが真上からわたしの頭に触れようとします……

　　　バシッ！

　わたしはその手を払はらい除のけました。

「何を……しようとしました？」

　そして低く落とした声で尋たずねました。

「──いや、頭を撫なでようと……」

「わたしの髪に触れないで下さい」

　そんなわたしに只ただならぬ気配を感じたのか、素草先輩は「ぅん……」と小さく唸うなるように呟つぶやいて黙り込みました。

　わたしはべつに激怒したつもりはないのですが、彼はそう捉とらえたようでした。二人の間には重たい沈黙が伸のし掛かかります。




　　　…………………。




　　──バンッ！




　しかし突然開けられた──扉を壁にぶつけて破壊しようとするような勢いの──扉の音と、同時に室内へ入って来た人物のおかげ（？）で、それは長くは続きませんでした。

「やっぱり音楽室ここに居たのね、素もと草ぐさ君」

「──うッ」と素草先輩が顔をしかめて声を漏らしました。

　わたしたちの目の前に現れたのは一人の女子生徒でした。すらりとした長身に背中まで伸びた真まっ直すぐな長い髪、顔はとても綺き麗れいだけどキツイ雰囲気があります。制服の胸元に付けている学年章で三年生だと判わかりました。

「校内の消火器使用期限の点検はもう全すべて終わったの？」

「あぁごめん。今やってるとこ……」先輩はバツが悪そうに笑いました。

「はぁっ？　もう何日目ぇ？　ずいぶんノンビリしているのねぇ」

「だったら手伝ってくれても良いじゃないか……」

「嫌よ。そういう雑用は副会長の務めでしょう。あなたと辰たつ巳みさんの」

「………。」

　突然現れて一方的に素草先輩を叩たたきのめす彼女。わたしがいまいち状況を呑のみ込こめず傍そばでぽかんとしていると、彼女はそんなわたしに気が付いたようでした。

「あなた、誰だれ？」

　彼女はわたしの方に向き直りました。その際に名札の文字が読めます……

「──【水みず野の透とう子こ】……」

　何ど処こかで聞き覚えのある気がするその名を思わずぼそりと読み上げてしまい、「それはわたしの名前よ！」と彼女を怒らせてしまいました。

「彼女は二年の【エーコ】ちゃんだよ」とすかさず素草先輩がフォローを入れてくれました。

「あぁ、あの……」水野先輩は名が耳に届くのも心底嫌だとばかりに表情を歪ゆがめると、すぐに素草先輩に矛ほこ先さきを戻しました。

「点検を真ま面じ目めにやる気が無ないんだったら、生徒会室に戻って陸上競技大会の資料を纏まとめるのを手伝いなさい！　それから一ヶ月後に迫った熱気球搭乗会の最終のスケジュール表っ！　あなたが立案者なんだからさっさと作りなさいっ。もう役所に届けなくちゃならないのよっ！」

「分かった、すぐに戻るよ。──じゃぁね、【エーコ】ちゃん……」

　素草先輩は軽く手を上げると、一いち目もく散さんに退室して行きました。

　後、部屋に残されたのはわたしと水みず野の先輩の二人。わたしも特に用があって音楽室ここに居るわけではないので、さっさと退室しようとしました。

「待ちなさい」

　するとそれを水野先輩が呼び止めました。彼女はわたしを頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまで、じっくりと品定めをするような目で嘗なめ回まわしました。そしてとても汚いものでも見てしまったかのような表情で口を開きます。

「あなた、いったいどういうつもりなの？　ずいぶんと調子に乗っているみたいだけど」

「──は？」

「あんな事件を起こしたからって。自分がいつまでも特別扱いして貰もらえるって本気で思ってるの？」

　わたしは何も答えませんでした。……いえ。正直彼女が何を言いたいのか分からず、何も返せなかったのが本音です。

「わたしね。実はあなたみたいな人種、すごく嫌いなの……」

　確かにそう語る彼女の言葉や態度からはそれ以外の感情は伝わって来ませんね。

「学校に居場所が無なければいじけて何もしない。誰だれかが手を差し伸べてくれるまで自分では動かない。そしてすぐに勘違いして調子に乗る。まったく低てい脳のう下げ劣れつ極きわまりないわ、生きてる価値も無い、いっそ死ねば良いのよ。あなたたちみたいな人種は」

　何だかずいぶんな言われようですね、わたし。

「実はわたし、中学校までは別の地方に住んでいたの。だからこの学校の皆とは同級生も含め全員入学してから知り合いになったわけだけど、わたしは今、生徒会長よ？　──分かる？　分からないと思うから教えてあげる、有あり難がたく思いなさい。居場所はね、自分で作るものなの。誰かに恵んで貰うものじゃないの。それが出来なければ一生孤独で惨みじめな人生を送る事になるの。分かる？」

　『分かる？』と聞かれても困りますね。正直いきなり過ぎていろんな事に頭が追いついて来ません。分かったのはたった一つの事だけです……

「あなた生徒会長だったのですね。どおりで名前に聞き覚えがあるはずです」ゴールデンウィーク前の全校集会で全校生徒の前で挨あい拶さつとかしていましたから。

「な、ぁ──」

　水野会長は何かを吐き出そうとして、でもそれが喉のどから先に出て行かないような、そんな苦しそうで複雑な顔をしていました。そしてそれが原因なのか、顔の色がどんどん紅潮していきます。

「────ふっ……ざけんじゃないわよっ！」

　やがてやっとの思いで吐き出せた言葉がそれのようでした。もう顔は完全に真っ赤です。

「何よ、零こぼれた水のくせしてっ！」堰せきを切ったように言葉を続けて吐き出します。

「人の集団は水槽に溜ためられた【水】、わたしは【金きん塊かい】。あなたは【金塊】が入った事で水槽から溢あふれ出でて【零こぼれた水】なのよ。一いつ旦たん外に零れ出たその水は何があっても元通りには出来ない。放っておけばそのうち消きえ失うせてしまうわ。身の程を弁わきまえなさいっ！」

　いや、「身の程を……」と言われても正直困ります。何しろ彼女の言っている事は意味不明なのですから。

「わたしを馬ば鹿かにした事を後悔させてあげるわっ！　絶対このままじゃ済まさないからっ！」

　水みず野の会長は血走った目と真っ赤に染まった顔で一人一方的にヒステリックに言い放って、再び破壊せんばかりの勢いで扉を開けて、「覚悟しなさいっ！」と強烈な別れの挨あい拶さつを残して退室して行きました。

　一人取り残されたわたしはただ呆ぼう然ぜんとするのみ、それ以外何も出来ませんでした。

「いったいどうなっているのでしょうね、この学校は……」

　わたしは小さな溜ため息いきと共にそう吐き出しました。





※






　わたしが通うこの高校の校舎は、真上から見ると、南北に伸びる東と西の二つの校舎のそれぞれの端を渡り廊下で繋つないだ──つまり□型になっています。主に美術室・音楽室などの特別教室が西校舎、一般の教室が東校舎に集まっていました。

　西校舎二階の音楽室から、東校舎の同じ二階のわたしの教室に行こうとしたら当然渡り廊下を通ります。音楽室は西校舎最南端に在あるので、普通に考えたら最も寄よりの二階南側の渡り廊下が最短ルートでした。でも南側の渡り廊下は二階までしか無なく、おまけに二階部分には屋根が無く、空が見えていて、そのためか、今日は件くだんの写生大会参加中の美術部員が数名居座っているのを見掛けました。わたしは何とはなしにそこを通るのは止やめておこうと思いました。下がって上がって少し遠回りになりますが一階を通るルートを選択して、階段を下ります。

　北側の渡り廊下は三階建てで、一階は昇降口を兼ねているため明り取りもあってか、中庭に面した壁が隅以外、一面固定式の硝子ガラス張りになっていましたが、裏手で山の斜面に面している南側は壁すら無いただのコンクリートの道で、上うわ履ばきで歩けますがほぼ屋外でした。行く手右側に夏のプール授業専用更衣室であるコンクリート製の小屋が隣りん接せつして在りましたが、この時期当然使用されておらず、放課後の今の時間、普通なら人ひと気けはありません。美術部員も居ませんでした。

　しかしわたしがそこを通り過ぎようとしたところ、小屋の裏手から複数の人の声が聞こえて来たのです。

　声の主は二人から三、四人といったところですか。何か揉もめているようで、ドスのきいた低い声を出している人もいましたが、皆女子生徒のようでした。

　いつもなら、例えそこに不審者が裸で立っていようとも構わず通り過ぎるわたしですが、その中の一人の声に聞き覚えがあるような気がして、好奇心でも掻かき立たてられたのか、らしくもなく、遠目に覗のぞいて見る事にしたのです。

　荷物を置き、回り込んで小屋の陰から裏手にそっと顔を出します。

　そこに居たのは女子三人でした。状況としては二対一でしょう。一人が一人を小屋の壁際まで追い込んで至近距離から睨にらみ据すえていて、残り一人がその後ろで様子を眺めています。二人の方は制服胸の学年章から三年生だと分かりましたが見覚えのない顔でした。一人の方は学校のジャージを着ています。学年による色分けはされていませんが二年生だと分かりました。

　肩の辺りで切きり揃そろえられた髪に、可も不可も無ないような顔立ちをした、何ど処こにでもいるような雰囲気の女子生徒。今は脅おびえに表情を歪ゆがませていますが、見覚えのある顔でした。

　【松まつ本もと友とも美み】。一応わたしの同級生です。

「おい松本ぉ───、あたしさ、止やめろっつったよな？　色目使うの」

「…………」

　茶色気味のミディアムヘアにメイクされた派手な顔立ちが特徴で、荒っぽい言葉遣いの三年女子一号（仮名）。彼女の鋭い視線から、松本さんは目を逸そらして、細かく肩を震わせていました。

「あんたのそういうのって、見ててすごくイライラするの。分かるよね？」

　胸元まである黒髪を左右ヘアゴムで留めておさげにしている、一号より少し控えめな雰囲気の三年女子二号（仮名）。彼女も口を開きました。

「どうせ彼目当てでマネージャーになったんでしょう？　ろくに仕事も出来ないくせして彼に纏まとわり付ついて……迷惑なのよ、そういうの。止めてくれる？」

「つーかオマエ、あれだろ？　部活だけじゃなく、クラスでも皆に無視されてるって話じゃん。……終わってるよ。そんなのでよくあいつに話し掛けられるよな？　恥ずかしいって思わねぇの？　……あぁ、そうか。オマエあの【エーコ】に潰された【Ｂビー子コ】の友達だったんだよな？　目の前で友達があんなになったのに、自分一人だけ図ずう々ずうしく学校通ってるくらいだから、恥ずかしいなんて気持ち、あるわけないよな？」

「あぁ、そうだったわね。あははっ、あの【エーコ】……　の……」

　そこで二号の言葉は止まりました。顔が固まっています。口はそのまま半開きになっていて、目は大きく見開かれて………わたしとばっちり目が合ってしまっていました。

　…………。

　小屋陰からそんなに身を乗り出しているつもりは無かったのですが、間抜けにもあっさりと見付かってしまいました。様子がおかしい二号の視線を追って、一号もすぐにわたしの存在に気付きました。

「失礼しました。どうぞお構いなく。続けて下さい」

　言い残して立ち去ろうとすると、駆け寄って来た一号が素早くわたしの片腕を掴つかみました。そしてそのまま松まつ本もとさんの傍そばまで引ひき摺ずるようにして強引に連れて行かれました。

「──何か御用ですか？」仕方が無ないので用件を伺う事にします。

「オマエも最近調子に乗ってるよなぁ？　特別扱いだもんな」

「──意味が分かりません」松本さん同様に至近距離から睨にらみ据すえる一号を、わたしは真正面から見詰め返しました。「……それに、それがあなたと何の関係があるのです？」

「関係あるね、気にくわないんだよ。弱いくせに調子に乗っている奴やつはムカツク」

「やれやれ、あなたもですか……」溜ため息いき混じりに思わずそんな言葉が零こぼれました。

　先ほどの生徒会長といい、この三年女子一号といい。今いま迄までに言葉も交わした事も無い初対面の他人の事をよくもそこまで嫌いになれるものです。どうもわたしには共感出来そうにもありません。

　一号は突然片手でわたしの肩を掴むと、そのまま──背中から勢い良く壁に叩たたきつけました。それ自体は大して痛くはありませんでしたが、その後間髪入れず、空いているほうの手でわたしの前髪を鷲わし掴づかみにして顔を引き上げました。毛の根元が引っ張られて、それが地味に痛いのです。

「オマエ、ほんっと調子に乗ってるよなぁ。あの騒ぎで有名になって、何勘違いしてんのかなぁっ」

　前髪を掴む手に更に力を入れる一号。痛みは更に募りますが、でもわたしは悲鳴を上げませんでした。代わりに一つ言う事がありました。

「わたしの髪に触れないで頂けますか？」

　しかし一号はその手を放そうとしませんでした。……なら、仕方がありません……

「──後悔しますよ」

　わたしは片手を自分の制服上着の外ポケットに突っ込み、その中の物を掴みます。

　　　　チチチ……

　そして指先を動かして、わたしにしか聞こえない程度の微かすかな音と共にスライドさせたそれをポケットから引き抜くと、そのまま額ひたいの斜め上くらいの空間目掛けて閃ひらめかせました。

「──ぃっ！」

　小さく声を出して、一号は反射的にわたしの前髪から手を放しました。そして見開いた目でその手を凝ぎよう視ししました。親指の付け根あたりの白くきれいな肌にぽつぽつと針の先ほどの赤い斑はん点てんが次々と浮かび上がって来て、やがてそれは繋つながり、数センチ程の細長い線になりました。一号は呆ぼう然ぜんとした顔でそれを眺めていました……

「わたしの前髪が少し犠ぎ牲せいになったわりには浅かったようですね」

　しかしわたしが呟つぶやくとそこで我に返ったようで「オマエぇぇ」と唸うなります。

「よくもぉぉっ！　ぶっ殺してぇやぁっ──…」

　顔を上げて殺意の言葉を叫ぼうとしていましたが、途中からそれは飲み込んだようでした。

　わたしの手の中にはまだ、一号の手に赤い線を描いたカッターナイフが抜き身の刃のまま握られていました。そしてそれが今、彼女の目の前──本当に眼球まで数ミリという場所に差し出されています。

　目を見開いたまま、一号は固まっていました。それを確認したわたしは、あっさりと刃先を引くと、向きを反転させて、今度は握りの部分を彼女に向けて差し出しました。

「どうぞ」

「──？？？」

　訳が分からないのか、まだ固まっている彼女の手にわたしはカッターナイフを無理矢理握らせました。そして首のマフラーを少し下げて、例の傷をあらわにしました。

「さぁどうぞ。一思いにやって下さい」

　わたしは自分で自分の首を切るジェスチャーをしました。

「どうしたのですか？　正当防衛という事でも良いですよ？」

「……どういうつもりだよ、オマエぇ」

　それはやっとの事で搾しぼり出だしたといった声でした。まだ意図が読み取り切れていなくて説明が必要な様子でした。

「わたしを許せないのでしょう。でも、殺す事以外で今のわたしをどうにか出来るだなんて思わないで欲しいのです……」

「…………。」

「あなたさっき、わたしに『ぶっ殺す』みたいな事を言いましたよね？　その言葉の通り実行に移せば良いだけですよ。それともさっきのあれは口先だけですか？」

「──なっ……」

　一いつ瞬しゆん驚いたような顔を見せて、その後で頬ほおをひくつかせながら、一号は「馬鹿にしやがってぇ…」と吐き出しました。そして震える手で握ったカッターナイフを振り上げました。

　わたしはその様子をただ見詰めています。ただただ彼女の目を見詰めました。その双そう眸ぼうは両端が吊つり上あがり、白目は充血して──　でも何ど処こか不安定で落ち着きがありませんでした。

「───く……くそぉっ！」

　一号は振り上げたカッターナイフを足元の地面に叩たたきつけました。そしてわたしの顔を睨にらみ付つけます。

「オマエ、頭オカシイよっ！」

「知っていますよ。あなたに指摘されるまでもなく、ずっと以前から」

「──ちッ」と憎々しげに舌打ちすると一号は二号に「もういい、行こうぜっ」と苛いら立だち混じりの声を掛けました。

「クソがっ、覚えてろよ……」

「えぇ、努力しますよ。名前はえぇ……と、【金かな沢ざわ朱あけ実み】さんと【浮うき嶋しま棗なつめ】さんですね。クラスは後で調べておきますよ」

　わたしは目の前に並んだ二つの名札を順番に読み上げました。

「──て、てめぇ、ただで済むと思うなよ」

「えぇ。ここであった出来事、わたしがあなたにした事、先生にでも警察にでも話して下さって結構ですよ。わたしは一向に構いません、失うものなんて何も無ないですから。……でも、あなたたちはどうですか？　三年生は今年受験ですよね？」

　わたしの言葉を受けて一号──金沢先輩は顔を真っ赤にして、そして歪ゆがませていました。罵ば詈り雑ぞう言ごんを怒鳴り散らしそうな雰囲気でしたが、でもそうはせず、何も言わずに背中を向けると、後は一度も振り返る事無く早足で立ち去って行きました。その後に浮嶋二号も続きます。

　二人の姿が見えなくなると後にはわたしと松まつ本もとさんの二人が残されました。

　───ふぅ……

　わたしは短く溜ため息いきをつくと、足を東校舎の方へと向けました。

「──ま、待ちなさいよ」

　松本さんはわたしを呼び止めます。振り返ると、彼女はわたしを睨み付けていました。

「ど、どうしてあんたがわたしを助けるのよ！」

　叫ぶように尋たずねたその声は少し震えて裏返っていました。

「どうしてわたしがあなたを助けなければならないのです？」

　それはわたしの正直な気持ちでした。彼女が今どんな気持ちなのかは知りませんが、それはたぶん彼女の勘違いなのです。

「自分に振り掛かった火の粉を払っただけですよ。他には何の意図もありません」

　わたしが真っ向から松本さんの顔を見詰めると、彼女は目を逸そらして伏せました。

「わたしはあなたに何の感情も抱いていません。興味もありません。わたしとあなたは全まつたくの赤の他人です。それで不満ですか？」

「………。」

　松本さんは顔自体を伏せているため良くは見えませんでしたが、わたしには彼女の表情が大きく歪ゆがんだのが判わかりました。

「あんたもあの三年もっ！　皆死ねば良いわっ！」

　松本さんはそう吐き捨てると、わたしに背を向け駆け出し、校舎の中へと消えて行きました。

　わたしはその後ろ姿をただ黙って眺めていました。
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　音楽室や渡り廊下で一ひと悶もん着ちやくあった翌日。放課後部室に顔を出すと雪ゆき村むら先生はもう既すでに来ていて、窓の外、中庭で何かの器材のような物を組み立てていました。特別教室のほとんどは西校舎に在あるのですが、理科絡がらみの特別教室は何な故ぜか例外的に東校舎の一階に在って、部室である第二理科準備室からはドアを開けて直接中庭に出られるようになっていました。

　わたしが倣ならって中庭に足を踏み入れながら先生の背中に挨あい拶さつをすると、彼女は立ち上がってこちらを向き直り、そして真しん摯しな眼まな差ざしを持って言い放ちました。

「今日は【お茶会】を開催します！」

　　………。

「──そうですか」とだけわたしは応こたえました。というより他に何も言えませんでしたね。いきなり過ぎて状況が理解出来なかったので。

　雪村先生は腰を下ろして再び何かを組み立て始めました。様子を簡単に説明すると、台所のガスレンジ周りに防火のため使用するアルミシートみたいな板を一枚下敷きにして、そこに三〇センチ四方くらいの同じような板を数枚、真上から見てアーチ形になるよう並べて立てて行きます。そしてそのアーチの内側が太陽に対して正面になるように向きや角度を微調整していました。最後に中身の入ったアルミのヤカンをアーチの内側に置いて、どうやら終了のようでした。

「何ですか？　これ……」一応聞いておきます。だいたい想像はつきましたけど……

「これは【太陽熱調理器ソーラークツカー】なの。今日はこれでお湯を沸かしてお茶を飲みます」

　それは確か、赤道に近い地域で有効活用出来て、ガスも電気も薪まきも使用しない次世代のエコ調理法として注目を浴びている、そんな道具だったと思います。でも──

「べつにわざわざこの日本で、しかもこんな不確かな物でお湯を沸かさなくてもよいのでは？」

　というのがわたしの本音です。口には出しませんでしたが、それが雪ゆき村むら先生には伝わったのでしょうか……

「これは実験です。化学部の部活動の一環です！」力強く断言していました。

「でも、もう三時過ぎですよ。今から間に合います？」

「ぎりぎり大丈夫よ。今日の空には雲が無ないしね」
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　先生は傍そばに置いてあったブルーシートを広げると、紅茶用の茶器を置いて、わたしにそこに座るように言いました。そしてその隣となりに彼女も座りました。

　この高校の校舎は、真上から見ると□型になっている事は以前に話したと思いますが、当然その□の中心が中庭という事になります。そして校舎内の廊下は両方とも東側に南北に伸びています。つまり放課後この時間、中こ庭こでこうやって真っ青なシートの上で座っていたら大変目立つという事になります。西校舎や渡り廊下を歩く生徒は皆こちらを眺めていました。

　渡り廊下を歩いて来た生徒が雪村先生に話しかける事もありましたが、彼女がお茶会に誘うと、ちらりとわたしの顔を見て、そそくさと立ち去って行きました。

　これはひょっとして罰ばつゲームか何かなのでしょうか。それとも嫌がらせを受けていますか？　目立つ事が生来不ふ得え手てなわたしが皆の前に──しかもあまり身体からだが強いほうでもないのに直射日光の元で──晒さらされているこの状況は。

「雪村先生……」わたしはその疑問を彼女にぶつけてみる事にしました。

「……これは何ですか？　わたしは謝れば良いのですか？　昨日や一昨日おとといの事を」

　雪村先生はゆっくりと首を横に振りました。そして

「わたしは決めたの……」と呟つぶやくように口を開きました。

「人と人の繋つながりは単純に損だとか得だとか、それだけじゃないの。あなたにはそれを知って欲しいのよ。だからわたしは──」

「知っていますよ。自じ己こ顕けん示じ欲よく、嫉しつ妬と、憎悪や嫌悪なんかもあるのでしょう？」

「……それも、確かにあるけどそれだけじゃないわ。他に素晴らしいものもあるの。それは──」

　　　おーいっ！

　話の途中でしたが、ふと呼ばれたような気がしてわたしは周囲を見回しました。すると一階南渡り廊下からこちらに向かって手を振りながら歩いて来る男子生徒の姿が見えました。見覚えのある顔です。

「やぁ【エーコ】ちゃん。昨日は御ご免めんね、いろいろ」

　傍そばまで来て、彼は控えめに微ほほ笑えみました。

「あなたは確か───ものぐさ先輩？」

「違うっ、も・と・ぐ・さ、だよ。素もと草ぐさ有ゆう紀き、三年生」

「あぁすみません。確かだらしの無ないような名前だったような気がして」

「だらしが無いような名字じゃないって言ったはずなんだけど、昨日は。──それよりもこんなところで何してるの？」

　彼は周囲を──太陽熱調理器ソーラークツカーやブルーシートや茶器を──見回しながら、それでも理解出来ないようでした。当然ですけれど。

「【お茶会】らしいです、雪ゆき村むら先生曰いわく」

「へぇぇ」と驚いて彼は興きよう味み津しん々しんの様子でした。

「もし良かったらあなたもどうかしら、ご一緒しない？」

　雪ゆき村むら先生が尋たずねると「えぇ是非。喜んで」と素もと草ぐさ先輩は即答しました。たぶん今日もサボりたいのでしょうね。

「──あ、ちょうどお湯が沸いたようね」

　雪村先生が蓋ふたをカタカタと揺らすヤカンに気付いて慎重にそれを取り上げました。

「それじゃぁ始めましょうか、お茶か──」

　その時、開始の挨あい拶さつを途中から掻かき消けすように校内放送のチャイムが鳴りました。そして雪村先生を職員室に呼び出すアナウンスが流れました。

「───残念。」

　笑顔を崩くずさないままにそう呟つぶやいて、雪村先生はヤカンを素草先輩に手渡しました。

「後、よろしくね」

　そして急ぎ足で職員室に向かって歩き出します。

「──これ。どうしたら良いの？」

　先輩は振り向いて、自分の手にぶら下がっている熱々のヤカンをわたしに見せました。

「とりあえず、校舎内なかに入りませんか？」

　わたしは茶器を手に取って立ち上がりました。
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　中庭から準備室内に入ってすぐに素草先輩は【トオル】と目が合い、驚いていました。

「これ、何だか雰囲気あるね。今にも動き出しそうだ。怖くないの？」

　しげしげと眺めながら真ま面じ目めな顔して彼が尋ねるので

「怖いですよ。二人きりになると話し掛けて来ますから」と正直に答えました。

「へぇ、それは怖いな」と感心しつつ「それはどんな内容なの？」と、彼は興きよう味み津しん々しんといった様子でした。

「あぁ、世間話ですかね。それを一方的に。主にご近所トラブル……騒音問題です。音楽室でベートーベンの演奏するピアノの音が不快だと美術室のブルータスが苦情を言って来ているのに、ベートーベンはそれに耳を貸さないそうです──」

　──ぶっ！

　と、素草先輩は吹き出しました。そして「ははっ」と笑って「そうか、じゃぁ僕ぼくも気をつけなくちゃね。迷惑掛けちゃいけない」と一人で納得していました。

「【エーコ】ちゃんて面白いコだよ」

「……？　わたしはありのままを話しただけですが？」

「うん、そうだね。それが良い」

　再び彼は一人で納得して、頷うなずいていました。訳が分かりませんでしたが、せっかく沸いたお湯を冷ましてはいけないと思い、とりあえず疑問は横に置いて最優先で紅茶を二人分淹いれる事にしました。




「──あぁ、そういえば。『ご近所』ってさっき聞いて思い出したんだけど……」

　お茶を飲み終えて一息ついた素もと草ぐさ先輩がふと、切り出しました。

「【エーコ】ちゃん。最近この近所で放火が多発してるの知ってる？」

「えぇ、まぁ」

　そう言えば何ど処こかで小耳に挟んだような気はしますが、わたしには関係ないと思っていたので内容はあまり覚えていません。

「それがね、どうやら学校や公園や市立の体育館や図書館とか。どうも公共の──それも教育関係の施設が主に狙ねらわれているみたいでさ。まぁ被害はどれも小ぼ火や程度のものらしいんだけど。おかげでこちらは大変だよ。放火に備えて消火器の扱い方の練習や点検に駆り出されて………ってそういえば、昨日僕ぼくが帰ってから、水みず野の会長と何かあった？」

「いえ、特には何も。彼女がどうかしましたか？」

「──いや、会長さ。真っ赤な顔して生徒会室に帰って来たと思ったら、その後ずっとすごい機き嫌げん悪くてさ、大変だったんだよ」

「年とし頃ごろの女子の心は消火器なんかより扱いが難しいものですよ？」

「ははっ、旨うまい事言うね。でもどちらかというと彼女の心は消火器というより炎そのものかな？　強い感情は時々炎に例えられるから」

　破は顔がん一いつ笑しようして、「それで話を戻すんだけど……」と素草先輩は続けました。

「その放火の現場には【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】と落書きが在あるっていうんだ」

「犯人が残したという事ですか？　ずいぶんと低俗な奴やつですね。それにどうして教育施設そんなところに火をつけるのでしょうか、何が面白いのでしょうか……」

「まぁ単純に考えたら【学校】に怨うらみのある奴による犯行だろうね。炎って浄化の作用があるとか言わない？　仏教なんかの【護ご摩ま】とか【火か葬そう】とかもそういう事らしいし。犯人は過去に何かがあって、心の中に滅したい──消したいものがあるのかもね」

「宗教やオカルトの事はよく分かりませんが、そんな事をしても何もならないと思います。場所を消して人を消して自分を消して……。それでも起きた事実は消し去れません。だからたぶん心の中も」

「う～ん。じゃぁ、その犯人はいったいどうしたら良いんだろうね」

「自首したら良いと思います。とりあえず考える時間と場所は与えて貰もらえそうですから」

「ははっ、なるほど」先輩は笑って……、でもそこで顔が固まりました。「うわぁっ」と声が漏れます。彼の視線の先には古い壁掛け時計……

「やばいっ、もうこんな時間だ。明日の委員集会と熱気球搭乗会の件の資料を纏まとめなくちゃいけないんだった。悪いけどもうおいとまするね、【エーコ】ちゃん」

　先輩は立ち上がって、廊下へと繋つながる出入口の方に向かおうとして、しかし途中で立ち止まり、何な故ぜか再びこちらを振り返りました。

「そういえば、熱気球搭乗会の件は知ってる？」

「いいえ」とわたしは首を横に振ります。

「市の花である花はな菖蒲しようぶの開花時期に合わせて、毎年六月に【緋ひ守かみいきいきフェスタ】というイベントが開催されるのは知っているよね？　この学校から歩いて五分ほどの距離にある市民公園を会場にして、主に市の特産物や観光地をＰＲする産業祭だよ。毎年我が校はグラウンドを駐車場として貸し出すとかの協力をして来たんだけど、今年はそのグラウンドで熱気球の体験搭乗会を行う事にしているんだ。その企画の立案者が僕ぼく。【エーコ】ちゃんも化学部としてはそういうのに興味があるんじゃない？　是非参加してよ。開催は来月の最初の日曜日だけど詳しくはチラシを見てね。町中に貼はってあるからすぐ見付けられるよ」

　最終的にアバウトな告知をして、先輩は再び出入口へと向かいました。でもその引戸を開けたところでまたしても立ち止まり、振り返りました。

「またここに寄っても良いかな？」

　そして彼ははっきりとした澱よどみの無ない口調でそう尋たずねました。

「……どうしてです？」思わずわたしは尋ね返しました。

「楽しかったから。【エーコ】ちゃんと話しているのが」思わぬ返事が返って来ました。

「正気の沙さ汰たではありませんね……」わたしは零こぼしました。

「関わるとろくな事がありませんよ。まともな人間じゃないですから、わたしは」

「えぇ？　そうかな。僕は【エーコ】ちゃんのような友達がいたら楽しいけど。そういう事よく言われない？　友達から」

「言われませんね。それにわたしに友達はいません」

「じゃぁ僕と友達になろう」

　明あけ透すけに彼は言い放ちました。

「……友達？　性別も学年も違うあなたとわたしが、ですか？」

「あぁそうだよ」素もと草ぐさ先輩は頷うなずきました。

「駄目かな？」

　あまりに堂々とした態度と物言いに、わたしは反論の意欲を無くしてしまいました。

「……あなたがそう思いたいのなら、べつにそれで構いません。けれど後で必ず後悔しますよ？」

「ありがとう。じゃぁまた会いに寄るよ」

　素もと草ぐさ先輩は手を振ると廊下へ出て、そのまま何ど処こかへと消えて行きました……




『ヒューヒューっ、熱いネ、お二人さんっ！』

　素草先輩が居なくなるとすぐにその声がしました。例のマンホールの底から聞こえて来るような……彼の美も声のです。

「また出ましたね、【トオル】……」どうやら一発だけのキャラではないようです。

「昭和のヤンキーですか、その冷やかしかた」

『いやぁ、あれだろ？　本当は友達以上になりたいと願っているけど、そう言えなくて友そ達の関係に甘んじようとする晩熟シヤイな男子ボーイと、それが分かっていて好意も抱いていながら素直になれない女子ガールとの甘酸っぱい青春の一ワン場面シーンだな。いやぁ、間違いないぜ』

「何を言っているのですか、あなたは。意味が分かりません」

『おや、素直じゃねぇなぁ。【エーコ】ちゃんはあれか？　今流行のツンデレってやつか。可愛いねぇ』

「わたしが可愛いのは認めますが、べつにデレてはいません」

『そこは認めるのかよ』

「えぇ、以前に祖母が言っていましたから。『自分は可愛い美しい。そう思っていたほうが女の人生は幸せだ』と」

『マジでか……』

「──良く分かりませんが一応断っておきます。あなたがわたしと素草先輩の仲をどう想おもっているのかは知りませんが、たぶんあなたが想っているような関係ではありませんよ。彼とは昨日の放課後、音楽室で偶然出会っただけの顔見知りです。彼がピアノを弾いていて、わたしがその現場を目撃して、それで少し話をしただけです」

『放課後の音楽室でピアノを弾いていたぁ？　よく【宮みや里さとのババァ】に見つからなかったな。見つかってたら酷ひでぇぞ。アイツが金切り声をあげると近所の犬が脅おびえて一斉に吠ほえ出だすんだ……』

　【宮里のババァ】というのはこの学校で音楽の授業と吹奏楽部の顧問を担当している女性教師の事です。そう呼ぶ生徒もいます、主に男子が。でも女性の立場から言わせて貰もらえば、実際にはババァと呼ばれるにはまだ少し早い年齢だとは思います。

『しかし【宮里のババァ】といやぁ、確か、【レッド・ブルマー】の……ぅ、ブフぅっ……』

「──？　どうしたのです……」

　【トオル】が突然苦しそうに息を詰めたのでわたしは思わず声を掛けました。でもそれは杞き憂ゆうでした。次の瞬しゆん間かん『だ、駄目だ……思い出したら、ツボっちまった……くくく』と震える声を出したのです。つまりは全力で思い出し笑いをしているだけですね。

「何なのです？　その【レッド・ブルマー】というのは……」

　しばらくして。未いまだ笑いを引ひき摺ずり少し荒い息を零こぼしてはいますが、ある程度落ち着いて来た【トオル】にわたしは尋たずねます。耳にした事の無ない単語でしたので。

『何だ、知りてぇのか？【レッド・ブルマー】の真実を。興きよう味み津しん々しんなのか？』

「えぇ、まぁ……」

『だが止やめておけ。七年前のあの凄せい惨さんな出来事を知るには、お前はまだ幼過ぎる。真実の重さに心がついていけねぇよ……』

「だったら結構です、べつに」何となく凄すごく下らない事を喋しやべりそうな予感がしますから。

『あー、じゃぁー、教えねぇ。でもいいのか？　後で教えて下さいっつっても教えてやんねぇからな』

　何な故ぜだか微妙にムキになったような口調の彼でしたが、「はいはい……」と、わたしはそれを軽く受け流しました。

「──で。今日はいったい何なのです？　何か用があるからわたしに話し掛けているのではないのですか？」

　面倒臭くなって来たのでさっさと用件を聴いてお引取り願いましょう。

『べつに用は無ねぇよ。何だよ、用事が無ければ俺おれはお前に話しかけちゃいけねぇのかよ。友達だろ、俺たち───　って、何だよお前、その顔はっ！』

　わたしがどんな顔をしているのか自分では見れません。でもだいたいの予想はつきます。

「信じられないほどの図ずう々ずうしさですね」

『ぁあ？』

「わたしはこれからの人生、独りで生きて行く覚悟をもうだいたい決めています。申し訳ありませんが、だからあなたと──いえ、誰だれとも友達とかそういうのになるつもりは無いのです」

『ぁ？　何だそりゃ。じゃぁ今さっきの、素もと草ぐさとのあれは何だよ！』

「あれは彼が勝手に言っているだけです。わたしは『あなたがそう思いたいなら……』と、そう応こたえたはずですよ？　それにだいたいその友達というのはいったいどういう関係なのか。わたしにはその定義が分からないのですが」

　反論の意思はありそうなのですが、『ぐぅっ』と【トオル】は言葉を詰まらせました。

『──確かにそれはそうだけどな。そういうのを考えた事のある奴やつなんているのか？』

　不幸にもそれを考えざるをえない状況に追い込まれた奴がいました。それが以前のわたしです……

「『生きとし生けるもの皆友達』みたいな詞の歌を幼い頃ころ歌った覚えがあるのですが、あれって一方的な思い込みですよね？　思い込みだけで友達ならわたしにだって以前は程々に居ましたよ。でもそれで悲しい思いをした覚えがあります……」

　冬の事件以前の数ヶ月ほど。わたしは独りで何もかも背負い込んでいました。友達だと思っていた人たちは、それを見ていても知っていても相談しても誰も何もしてくれず、ただただわたしは周囲との溝を深めるばかりでした。

「間抜けです、あまりにも」

　気付いていないだけでした。ずっと前からわたしは【独り】だったという事を。でも、だったらこれからもずっと【独り】でも何の問題も無ないはずです……

　わたしは黙りこくって考え込んでいる様子の【トオル】に「もう良いですよ、考えなくても」と声を掛けました。

「どうせ考えても答えは出ませんよ」

『いや、待て。答えは在ある。でも言葉にすんのが難しいだけなんだ……』

「口先だけなら何とでも言えます」

『──ぁあっ？』

　【トオル】のそれは低く唸うなるような声でした。

『てめぇ……何だよ、それ。俺おれはなぁ、お前のために必死に答えを探そうとしてんだよっ！』

「それがわたしのためになると何な故ぜ分かります？　その行為自体が思い込みなのですよ」

『オイ、何が気に入らねぇんだ？　さっきから……』

「あなたこそ何が気に入らなくてそんなにイライラしているのです。それにだいたい押し付けがましいのですよ、あなたは。正直鬱うつ陶とうしいです」

『ぁあっ？　何だとぉ…。もう一遍言ってみろっ！』

「えぇ、何度でも言いますよ。鬱陶しいです。そしてあえて言います。これに説教臭さが加わったら最悪です。【トオル】は確かもういい年ト齢シなのですよね？　気をつけて下さい。説教臭い年寄りは嫌われますから」

『おい、誰だれが年寄りだ。俺はまだ二〇代だっ！　でもお前より年上なんだから俺の名前を呼ぶ時は【君】か【さん】を付けろよな』

「あぁすみません、わたしが間違っていました。そういうのに拘こだわるのって子供だって聞きますものね」

『てめぇぇぇっ……。さっきから言わせておけばぁ……、もう我慢ならねぇぇ』

　彼は獰どう猛もうな野生の獣の唸うなり声ごえにも似た声を出していました。

「我慢ならなければどうだって言うのです。その硝子ガラス箱ケースをぶち破ってわたしを殴りに来ますか？」

『…………。』

　その沈黙が怒気を孕はらんでいる事くらいはわたしでも分かりました。

「勝手にして下さい……」

　わたしは鞄かばんを持って立ち上がりました。

『オイっ、何ど処こ行くんだよ！　まだ部活時間中だろうがっ』

「体調不良で早退します」

『嘘うそつけっ！　逃げんのか？　それにまだ雪ゆき村むらが職員室から帰って来てねぇだろうが。顧問に黙って帰んのか！』

「じゃぁ、あなたからよろしく言っておいて下さいよ」

『何で俺おれが言わなきゃいけねぇんだっ』

「じゃぁ、よろしく。【トオル】君……」

　わたしは手を振って出入口へと向かいます。その背中に彼が目いっぱいの怒声を浴びせました。

『ふざけんなぁぁぁぁぁぁぁっ！　お前の身体からだ、何ど処こも悪くねぇだろうがぁぁぁぁぁぁぁっ！』

　しかしそれを無視して廊下へ出ると、ぴしゃりと戸を閉めました。

　そして早足で昇降口へ向かいました。

　断っておきますが、わたしは決して部活をただサボったわけではありません。【トオル】君は全まつたく信じていませんでしたが本当に体調が悪かったのです。少し……




　最近のわたしにしては珍しく胸がムカついていたのです……












　　[image: ]　　　　誰、オマエ







　中途半端に終わったお茶会の翌日、四時限目は委員集会がありました。

　新学期早々にクラス内で図書委員やら保険委員やらの各委員が決まりました。その委員毎ごとに集まって今年度の活動を話し合う集まりが委員集会です。今年は何かの諸事情で四月中に出来なかったらしく、今いま頃ごろの開催です。

　わたしは美化委員になったので美化委員の集会に参加しました。まず最初に三年生の中から代表者──委員長が選ばれて、その委員長が司会をして一年の活動内容を決めるというのが例年の大まかな進行でした。

　しかしこの日、まだ五月だというのに校舎内はうだるような暑さでした。しかも今回顧問の先生が欠席している事と、無理矢理押し付けで委員長に決まった三年男子のカリスマ性の無なさも相あい俟まって、集会の秩序は完全に崩ほう壊かいしていました。大半の人は掌てのひらやノートを団扇うちわ代わりに扇あおぎながらただぼぉ～としているか、もしくは机に身を投げ出して寝ていました。それ以外も、お手洗いに行く、仲良しの友達と駄だ弁べっている、携帯電話を持っている人はメールやゲームをして遊んでいます。皆当然のように委員長の話を聞いていないし、活動内容を真ま面じ目めに考えて意見を述べようとする人物など一人たりともいませんでした。

　わたしもほぼ例に漏れず、ただぼぉ～とそんな様子を眺めているだけでした。

　ここは委員会顧問の先生が担任を受け持つクラスの教室で東校舎二階に在あり、わたしが座る西側の窓際の席は本来ならこの時間、上空から燦さん々さんと輝く太陽の光が容赦なく降り注ぎます。でも昨年、日射病だか熱中症だかで教室で倒れた生徒がいて、それからは一年を通して陽ひ射ざしのキツイ日は窓を開けていてもカーテンを閉める事が推奨されていました。当然今日も窓は全開ですがカーテンは全すべて閉められています。しかしそれでも陽射しはひしひしと感じられるし、元々暑さに弱いわたしにはもう充分過ぎるほど不快でした。

　そんな時です。突然わたしのすぐ斜め前の席で誰だれかの携帯電話が呼び出しのメロディーを大声で歌い出しました。少々びっくりしたわたしは思わずそちらに目をやります。するとそこには見覚えのある顔が……

　──三年生、金かな沢ざわ朱あけ実み。思いのほか早い、二日ぶりの再会でした。

　彼女は制服の上着を脱いでいて、上半身は白のブラウスと黒っぽい薄手のセーター姿で、腕うで捲まくりをしていました。

　少々面倒臭く思えたので、目を逸そらして気付かなかったふりを決め込もうかとも思いましたが、その気配を感じたのかどうなのか、そこで彼女が後ろを振り向き、その際にばっちりと目があってしまいました。

　何か言って来るかと少し身構えもしましたが、彼女はわたしの顔を睨にらんで舌打ちをすると、携帯電話の通話ボタンを押して、電話に出ました。

「もしもし──　ぇ、あぁ？　誰、オマエ」

　そして呼出音にも負けないくらいの大声で喋しやべり出しました。

「──ぇ、あぁ。窓際？　窓の外？　あぁ……」

　そして通話したまま立ち上がり、わたしの前を横切って窓際にやって来て、カーテンの切れ目に指を掛けて、横に引きました。

　しゃっ…　と取付金具がレールを滑る音がして、カーテンが彼女の正面で三〇センチほど開きました。すると……




　────カッ！




　刹せつ那な。その隙すき間まから真っ白い光が教室内に噴ふき込こみました。あまりの強烈さにわたしは思わず目を瞑つむります…




　───ボォッ！




　そして白く閉じた視界の中、目の前で吹き込んだ風にも似たその音がしたかと思うと……

「ギャァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　次の瞬しゆん間かん、腹の底の最も深い部分から世にも残酷な手段で強引に搾しぼり出だされたかのような絶叫が、突き破るくらいの勢いで鼓こ膜まくを震わせました。

　目を開けると、眩くらんだ目でもはっきりと分かるくらい目の前の現実は凄すさまじいものでした。




　──彼女が燃えていました




　腰から上を真っ赤な炎に包まれて、悲鳴を上げつつ、周囲の机や椅い子すや人を薙なぎ倒たおしながら、激しくのたうち回っているのです。
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　酷ひどく異様な光景でした。誰だれもがこの状況を理解出来ず、手を出さず、でも泣き叫んだり、隣となりの人と身を寄せ合って顔を伏せたり、教室の端に避難したり、外へ逃げ出したりしています。




　そんな中わたしだけが、その場で突っ立って、目の前でもがく彼女をただ見下ろしていました……
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『よぉ、お疲れさん───って。本当に、ずいぶんとやつれてるんじゃねぇか？』

　部室の自分の席に突っ伏しているわたしの後頭部に【トオル】君が労ねぎらい（？）の言葉を掛けました。わたしはそのやつれた顔だけを上げて言葉を返しました。

「やつれていないわけがないでしょう。昨日のあれから深夜まで警察の事情聴取、今日は臨時休校になっているにも拘かかわらず呼び出され、早朝からついさっきまで事情聴取を受けて、この二日で同じ内容をいったい何回話した事でしょうか。余裕で二ふた桁けたですよ」

　今はもう夕方です。ですがあの時あの教室に居た生徒は皆、招集されて今も学校に軟なん禁きん状態です。あの教室は現在立入禁止にされています。わたしたちはそれとは別の教室を待合室に、一箇所に集められ、順番に、名前を呼ばれたら、そこから先生方と警察官が居る校長室へ一人ずつ向かうというルールに一日中エンドレスで服従させられていました。現在わたしはそこから抜け出して部こ室こで一息ついているというわけです。

『ところでお前、大丈夫なのか？　皆と同じところに居なくても。……ていうか、あんな喧けん嘩かしたのによく顔出せたよな、ここに』

「……？　しかたないじゃないですか。待合室での皆の視線がわたしに集中しているし、遠巻きにして近寄りたがらないのですから。わたしにだって皆に迷惑がられている事くらいは分かりますよ。気を利かせて消えようにも何ど処こにも行き場所が無なくて結局部こ室こに来てしまいました。ここなら誰だれの迷惑にもなりませんしね」

『……いや、俺おれが居るし。俺が迷惑してるし』

「わたしもそれなりに迷惑していますけどね、あなたの存在には」

『──おまっ……ぇ　何て事を。元々お前が友達になりたいって言うから俺は話し掛けてやってんだろうが』

「相変わらず押し付けがましいですね」

『てめぇっ──　って、まぁいい。一昨日おとといの事はお互い水に流そうや。今はいがみ合ってても何にもならねぇ。そんな事よりどうなんだ？　事情聴取の方は……』

「漠然とした印象ではありますが、わたしが疑われているようです」

『へぇ～、それは災難だなぁ──　って、オイオイっ！　何だとぉっ！』

「金かな沢ざわ先輩が発火炎上する瞬しゆん間かん、一番近くに居たのはわたしですし、事情聴取でわたしが彼女の事を睨にらんでいたと証言した人がいるらしいし、わたしが彼女と顔見知りだと話したものですから」

『……被害者と知り合いなのか？』

「はい。ですが一度顔を突き合わせて言葉を交わした程度のものです。大した仲ではありません」

『………。しかしずいぶんと呑のん気きに構えてるよな、お前』

　そうですね。わたしより【トオル】君のほうが動揺しているようにも感じます、どうしてか。

「大丈夫ですよ。だってわたしは近くで彼女を睨んでいただけなのですよ？　どうしたら彼女をあんなふうに出来ますか。火の気も無く、道具も無く、相手に触れもしないで、人を燃やす方法なんて知りませんよ、わたしは」

『つまりは【人体自然発火現象】か……』

　何処かで聞いたようなその単語を、わたしはオウム返しで彼に問いました。

『似たような不可思議な現象がこれまで幾いく度どか世界中で報告されてんだ。そのほとんどが火の気の無い密室で、一人で、被害者だけが燃えてたのを後で発見したって話だから、今回のように皆が見ている前で炎上ってケースはかなり珍しいんじゃねぇかな。主に原因として考えられてんのは、大気中のリン・プラズマ・静電気や火花なんかの僅わずかな火種が、化か繊せんや起毛素材の衣服の毛け羽ば立だった表面に一いつ瞬しゆんで燃え広がる【表面フラッシュ現象】、衣服に残った漂白剤に含まれる物質の化学反応と摩ま擦さつ熱ねつで起こる発火……とか、どれも仮説の域を出ない内容だけどな───　って、どうした？　そんなマヌケ面づらして』

　わたしがいったいどんな顔をしていたのか自分では分かりませんが、少々驚いたのは事実です。

「──意外でした。【トオル】君からわりと真っ当な科学的考察が聞けるなんて。呪のろいだとか幽ゆう霊れいだとか超能力だとか、もっと非科学的な仮も説のを語るものとばかり……」

『はっ！　現リ実ア主リ義ス者トなんだよ、俺おれは』

「何だか微妙ですね、その台詞せりふ。あなたが言うと説得力が有あるのか無ないのか。でも……」

　残念ながら彼が口にした幾いくつかの仮説は、今回の一件とは少し趣おもむきが違うように思えるのです。

「確かあの瞬しゆん間かん、窓の外が真っ白に光って──。それから彼女は燃えました」

『つまり原因は密室の外に在あるってわけか？』

「恐らくそうでしょうね」

『うぅ～ん』と【トオル】君は小さく唸うなり声ごえを上げました。どうやら思考を巡らせているようですが、しかし結論が出ないのか一向に次の一言を口にしません。

「【トオル】君もやっぱりどうやって燃えたのか興味がありますか？」

『あぁ、そりゃぁ気になるさ』彼は考えるのを一時中断してそう返して来ました。

『知的好奇心ってやつな。誰だれでも持ってる感情だろ？』

「なるほど……」確かにわたしも知りたいと思います。

「──聴いてみますか」

『誰にだよ』

「もちろん警察の人に。何か判わかっているかもしれません」

『聴いたくらいで教えてくれんのか？　ましてやお前疑われてんだろ？　無理だろ、普通』

「いえ、手はありますよ。ただそれを行うには協力者が必要です」

『…………。俺でも手伝えんのか？』

「無理ですね、その状態のあなたでは」

『………………………………。』

「出来れば───　？　どうしました？【トオル】く……」

　　　がらがらがら……

　【トオル】君が急に黙り込んだので妙に思ったその瞬間、部室の出入口引戸が開きました。

「ぁ、やっぱり部こ室こに居た……」

　──雪ゆき村むら先生でした。今日も出勤していたのですね、気が付きませんでした。彼女が近付いて来たのが分かったから【トオル】君は黙ったのでしょう。いったいどうやって察知しているのか知りませんが、犬の嗅きゆう覚かく並みの能力です。

「先生方も警察の人も皆が探してるよ。事情聴取は終わってもう下校出来るけど、どうする？　家まで送って行こうか？」

　優しい微笑を浮かべながら性しよう懲こりもなくそんな発言をする彼女に少々呆あきれてしまいましたが、その瞬しゆん間かんわたしは閃ひらめいてしまったのです。

「それとも部室に何か用があるの？　まだ終わらない？　手伝おうか」

「いえ、結構。もう済みました。それで……夜道は危ないので、その……お願いしても良いですか？」

「──え、えぇっ、もちろん！　それじゃぁ先に駐車場のわたしの車まで行っててくれる？　わたしも職員室に寄って鞄かばんを持ってすぐに行くから」

　何な故ぜか嬉うれしそうな彼女に「はい」と頷うなずきながら、わたしはちらりと後ろを振り返りました。

「──【トオル】君。期待していて下さいね」





※






「ねぇ、化あだし野のさん……」

「何ですか、雪ゆき村むら先生」

　逢おう魔まが時とき、もう程よく暗くなった青黒い空の下、呟つぶやくようにそう言って雪村先生が見上げたのは、三階建て、薄汚れた灰色の鉄筋コンクリート製の壁、全体的に四角い雰囲気の無機質な大きな建物……

「──ここに何の用があるの？」

　そして彼女の視線の先に在あるのは『緋ひ守かみ警察署』の文字。

「人に会います」

　一言で答えるとわたしは玄関に向かって歩き出しました。戸惑いながらも仕方が無なくといった感じで、その後に先生も続きました。

　学校の駐車場で、彼女の車の助手席に座ったその後で、わたしは雪村先生に「寄り道して欲しい場所があります」とお願いしました。彼女はそれを笑顔で快かい諾だくして……今に至ります。

　玄関から建物内に入ると、すぐ目の前にまるで銀行の受付のような横一直線に長いカウンターが設けられていました。天井から『○○課』の看板がぶら下がっていて、その下に一人ずつ程度に受付の人が座っていました。わたしはその中で適当に目に留まった制服姿の男性に声を掛けました。

「すみません。軽かる部べ刑事に会いたいのですが」

「軽部？　──あぁ、君か。奴やつなら確か今そこに……」

　男性警察官はわたしに見覚えがあったようで、要望をすんなりと受け入れてくれました。そして振り返って示そうとしたその先には──

「誰だれなのっ！　あの電話の女は！」

「──泥棒さ」

　激げつ昂こうする女性と涼しい顔の男性。共にそこそこ若く──年齢は二〇代中盤から終盤くらいでしょうか。女性のほうは制服を着た標準的な女性警察官に見えましたが鬼のような形ぎよう相そうで、男性のほうは長身に黒っぽい色のスーツ姿でしたが着き崩くずして、少し長めに感じられる茶色の髪、甘いマスクには軽薄そうな笑顔を浮かべていました。

「俺おれの心を奪った。だから現行犯逮捕して、朝まで事情聴取をし──」

　　──パァンッ！

　男性の言葉が終わらないうちに女性は腰の入った強烈な平手打ちを彼の頬ほおに食らわしました。

「最っっ低ぇっ！」

　女性は真っ赤な顔をしてそう吐き捨てると、大おお股またで奥へと姿を消してしまいました。




　　　……………………。




　後に残されたのは男性と、誰だれもに言葉を発するのを躊躇ためらわすような、しぃんと静まり返った何となく重苦しい沈黙……

「軽かる部べ刑事！」

　だけど空気が動き出すのをただじっと待っていられないせっかちなわたしは、その男性に声を掛けました。

「───あぁ、【エーコ】ちゃん」

　振り向いてわたしの姿を確認すると、男性──軽部刑事は口元を緩め、こちらに近付いて来ました。

「大丈夫ですか？　署内で傷害事件発生ですか？」

「大丈夫、問題ないさ。ヒステリーは彼女の挨あい拶さつみたいなものだから。それよりどうしたんだい？　今日は。俺に会いに来てくれたのかな？」

「えぇ、そうです。実は軽部刑事にお話があります」

「分かった、じゃぁ話を聞こう」

　快かい諾だく。踵きびすを返して彼は署内の奥の方へ向かって歩き出そうとしましたが、すぐに立ち止まり、再びこちらに向き直りました。

「──おっと悪い。今、取調室は使用中だった。外でもいいかな？」

　悪びれる事もなく謝る彼にわたしは「構いませんよ」と答えました。







　警察署を出て、目の前の幹線道路を右手に少し歩くと喫茶店があります。わたしたち三人はそこに入りました。

　そして一番奥のボックス席に陣取りました。わたしの横に雪ゆき村むら先生、テーブルを挟んで向かい側正面に軽部刑事という構図です。店員がやって来たのでまず飲物の注文を済ませます。わたしと軽かる部べ刑事が珈コー琲ヒー、雪ゆき村むら先生が紅茶を頼みました。

「ところで【エーコ】ちゃん……」一息ついたところで軽部刑事が切り出しました。

「こちらの──隣となりに座っているお姉さんはいったいどなた？」

「──えっ、ぁ……　申し遅れました。わたし、化あだし野のさんの通う高校で化学教師をしている雪村と言います」

　慌てて頭を下げる雪村先生。

「わたしが所属する【化学部】の顧問でもあります」とわたしが補足しました。

「俺おれは緋ひ守かみ警察署刑事課巡査部長の【軽かる部べ重しげ法のり】です。よろしく、雪村先生」

　軽い笑顔の浮かぶ顔で差し出された手。求められた握手に恐る恐る応じる雪村先生。その手が離れると、彼女は遠慮がちに口を開きました。

「あの、失礼ですが。軽部刑事は化野さんとはいったいどういう……」

「わたしが半年ほど前に起こした事件は知っていますよね？　その事件の担当が軽部刑事だったのです」

「それ以来仲良くさせて貰もらっています。まぁ年齢の離れた友人か兄妹みたいな感覚ですね」

「はぁ」と雪村先生は生返事を零こぼしましたが、そんな彼女に構う事なくわたしは話を進めます。

「ところで軽部刑事」

「何だい？　【エーコ】ちゃん」

「実は、昨日わたしたちの高校で起きた人体発火について詳しい情報が欲しいのです。こういう事件は軽部刑事の担当ですよね？」

「あぁ、そうだよ。管かん轄かつ内で起きた面倒臭いのや厄やつ介かいな事件は大抵俺のところに回って来るんだ。ここ最近物騒で他の事件と掛け持ちしているから、今日の事情聴取には顔を出せなかったが……」

　そこでしばらく目を瞑つむって押し黙った軽部刑事でしたが、やがて目を開くと……

「───良いだろう。特別に教えてあげよう」

　わりと軽い口調でそう言いました。でも……

「でも、ただでは教えられないな……」含みのある笑みと口調で、取引を持ち掛けて来ました。

　でもそんな事はわたしには予測の範はん疇ちゆうでした。

　顔を彼に向けたまま、無言で、右手の親指一本でクイッと隣となりの雪村先生を指します。
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　軽部刑事もわたしの指サ差イしンに気が付いたようで、ぐっと親指を立て、控えめながらも満足気な笑顔を返して来ました。

「──商談成立。よろしく、雪村先生」

「えっ……ぇえっ？」

　雪村先生は自分の隣と前に座る生徒と刑事がどんな意思疎通を行ったか分からないまま、戸惑いながらわたしと軽部刑事の顔を交互に見ながら、それでも再び伸ばされた軽部刑事の手を握っていました。

「それで情報はなしを……」

「分かっているよ。でも正直今のところ、大した事は判わかっていないんだ──」

　軽かる部べ刑事はスーツの内ポケットから小さな手帳を取り出して開きました。

「被害者は金かな沢ざわ朱あけ実み、私立文あや目め沢ざわ高等学校三年一組、一七歳の女子生徒。現在、主に上半身に受けた重度の火傷やけどで市内の病院の集中治療室に入っている、未いまだ意識不明の重体。だから本人から事情を聴けてはいない。当時教室内に居た生徒のほとんどが『彼女が発火する寸前に窓の外が白く光った』と証言しているが、窓の外──教室のベランダや中庭や向かいの西校舎を隅から隅まで探しても強い光を発するような物は見当たらなかった。病院で処置のため剥はがされた衣服を調べた結果、燃もえ易やすい化か繊せん素材のセーターを着ていたようだが、発火性のある物は所持していなかった──」

　本来なら極秘だろう捜査情報ですが、『さすがは軽部刑事』というところでしょうか。すらすらと澱よどみ無なく喋しやべってくれます、有あり難がたい事に。

「──後、事件当時被害者の一番近くに居た女子生徒が、『金沢が本人も知らない誰だれかと携帯電話で話していたようだった』と証言している。だがその女子生徒が発火の寸前、金沢の事を睨にらんでたという証言もあり──」

「あぁ、それ、わたしです。わたしが一番彼女の近くに居ました」と、わたしは話に口を挟みました。

「不愉快な顔だったので睨にらみはしたかもしれませんが、睨む事しかしていません」

「ほぉぅ」軽かる部べ刑事は驚いたのかオドけているのか分からない調子の声を出しました。

「一番近くに居たのなら何か見ていないかな？　その電話の内容とか何か、思い出せない？」

「見たもの聴いたものは全すべてこの二日の事情聴取で話しました。そのうえで分からないからここに来たのですよ。……それより、その電話の相手とかは判わからないのですか？　警察なら履歴を調べるとか可能なのでしょう？」

「──公衆電話だったよ」わたしの期待はあっさりと絶たれました。

「国道沿いにスーパーマーケットがあるだろ？　あそこのボックスからだった」

「文目沢高校アヤコウからそんなに離れていない場所ですね。監視カメラか何かは？」

「店内にしか無ないよ。だから今、目撃者を募っている最中さ」

「……結局大して何も判っていない状態ですか？」

「そうだよ、最初に話したとおりに」涼しい顔で事も無く、軽部刑事は答えました。

「とりあえず現在、事故と事件の両方の線で捜査を進めている状態だ。具体的にはどうやって火が点ついたかの調査、それから金かな沢ざわさんの交友関係──妙な連中と付き合いは無かったかとか」

「妙な連中……複数なのですか？」と、わたしが尋たずねると、彼は「なかなか耳ざとい」と笑いました。

「最近この辺で放火事件が多発しているのは知っているかな？　現場に【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】という文字を残しているやつだ。今年の三月末から頻ひん繁ぱんに公共施設──主に教育関連施設のゴミ捨て場なんかが被害に遭あっている。犯行は深夜に行われていて目撃証言が非常に少ない。毎回その文字の筆跡が違う事から最低三人以上の集団という事だけは判っているんだが……」

「その人たちの仕し業わざだと？」

「さぁ。そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。こちらも現在捜査継続中……で、これも俺おれの担当なんだ。ほんと忙しい事この上ないね」

「…………。」

「他に、聴きたい事は？　俺の答えられる範囲でなら話してあげられるけど」

「──ありません、今のところ。でも何か判ったら教えて欲しいです」

「分かった、教えるよ」

　軽部刑事は優しく微ほほ笑えんで、次に視線をわたしの隣となりの雪ゆき村むら先生に移すと、今度は真しん摯しな眼まな差ざしで彼女を見詰めました。

「雪村先生、下の名前は何て仰おつしやいます？」

「──え、ぁ……ま、純白ましろ……ですけど？」と、少々脅おびえながらも素直に答える雪村先生。聴き出した軽部刑事は目を細めて「素晴らしい！」と呟つぶやきました。

「文目沢高校アヤコウの【白雪姫】ですね、あなたは」

「は、はぁ……」

「いかがでしょう、【白雪姫】。明日の土曜日の晩から日曜日の朝にかけて、この私と二人で、貴女あなたの美しさの弊へい害がいと、私たちのこれからについてじっくり語り合いませんか？」

「ぇ、あの……すみません。わたしそういうの、ちょっと、苦手で……」

　引ひき攣つった笑みを浮かべながら、たどたどしい口調ながらもやんわりと断ろうとしている雪ゆき村むら先生。でも軽かる部べ刑事は続けます。

「大丈夫です。この私の【愛あいの毒どく林りん檎ご】で、必ずやあなたを堕おとしてみせますから……」

　そう言って、さりげなく雪村先生の手を握ろうとする軽部刑事の手を、わたしは席から腰を上げて、ぴしゃっとはたき落としました。

「何ですか、その【愛の毒林檎】って……」

「毒は薬にもなるんだ。食わず嫌いが治るかもしれないだろ？」

　悪びれる様子も無なくそう言って、でもあっさりと手を引っ込める軽部刑事。わたしは再び席に腰を下ろし、彼に向き直りました。

「正直あなたが誰だれに毒を盛ろうとわたしにはどうでも良いです、関係ありません。でも、まだわたしからの依頼を完かん遂すい出来ていないはずです。そういうのは仕事を終わらせてからやって下さい」

　差し出した報ほう酬しゆうに見合うだけの情も報のをわたしはまだ受け取っていません。だから彼にはまだ働いて貰もらわなければいけないのです……
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　週が明けて月曜日。放課後。例の教室を覗のぞきに寄ってみました。そこは見張りの人こそ居ませんが、出入口に立入禁止のテープが張られていたり、窓は全すべてブルーシートで塞ふさがれていたりで、完全にわたしのような野次馬を歓迎していない──むしろ拒絶一色な雰囲気でした。だけど構わず、出入口の引戸を開けて覗いてみました。中庭側の窓もシートで塞がれているようで薄暗く、中の様子はよく判わかりませんでしたが、机や椅い子すが散らかったままだったので、金かな沢ざわ先輩がのたうち回った後からの現場維持は保たれているようでした。そういえばこのクラスの生徒は現在、空き教室を仮クラスとして授業を受けているらしいです。

　中まで入ってみようかとも思いましたが、さすがに警察の鑑かん識しきが調べた後でわたしが見ても何も目新しい発見はないだろうと思い直して、止やめました。

　わたしは現場を後にして、部室に向かう事にします。その道すがら、すれ違う生徒の多くがやたらチラチラと横目でわたしの姿を追っていました。

　我ならずいぶん人気者になったものですね……などと考えながら廊下を歩いていると、進行方向の先──廊下の行き止まり辺りの階段の踊り場付近──で見覚えのある顔を見付けました。

　男子と女子の一組。わたしが構わず通り過ぎようと考えていたところ、その男子のほうがわたしに気付き「おーいっ」と声を上げました。

　そして女子に「じゃぁね」と別れの挨あい拶さつをして、こちらに向かって走って来ました。

「元気にしてた？　三年の素もと草ぐさ有ゆう紀きです」

「──どうも。知っています」

　目の前まで来ていきなり自分の名前を口にした素草先輩。相変わらず訳が分かりません。

「あぁ良かった。やっと覚えてくれたんだね。それとももうネタ切れ？」

「………？？　何のネタです？」

「あはは、相変わらずだね、何よりだ」と一人で楽しそうな素草先輩。本当はその台詞せりふ、そのままそっくり返してやりたいのですが。

「それより……」

　彼の肩越しに廊下の行き止まりを見ると、そこにはまだ女子生徒が一人立っていて、こちらを──というよりわたしを──眉まゆ根ねを寄せて睨にらんでいました。しかしわたしと目が合うと舌打ちして階段の方へ姿を消してしまいました。

「良いのですか？　何かの話の途中だったのでは」

「えっ、何が？」と間の抜けた声を出す素草先輩。何だか残念な人のように見えます。

「……彼女、松本友美さんとは親しいのですか？」

「あぁ、松まつ本もとさん？　うん、まぁね。僕ぼくが生徒会と兼属してるサッカー部のマネージャーなんだよ、今年の四月からだけど……って、君こそ彼女と親しいの？」

「いいえ、全まつたく。」ときっぱり否定して、それから少し気になったので尋たずねました。「先輩は噂うわさには疎うといほうですか？　それとも気にしないタイプですか。どちらにしても他人の話をあまり聴きそうには見えませんが」

「ははっ、よく言われるよ、それ。あぁ、それよりも噂といえば……大変だったらしいね？」

　真ま面じ目めに尋ねたつもりですが笑って返され、しかも話題まで変えられてしまいました。でも反抗しても仕方がないので従いました。

「えぇ大変です。また余計な注目を集めてしまいました」

「君が燃やしたって妙な噂を流してる奴やつ等らもいるみたいだよ。まったく何て奴等だ。そんな残酷な事、【エーコ】ちゃんに出来るわけがないのにね」

「いえ、それは……」

　「分かりませんよ」と言い掛けて、それを飲み込みました。言う必要が無ない事に気付いたので。

「大丈夫？　僕に何か手助け出来る事はない？」

　わたしが陰いん鬱うつな顔でもしていたのか、それとも彼の何かの勘違いか。顔を覗のぞき込こんで優しい声を出した素草先輩に、わたしはもちろん「いいえ、ありません。」ときっぱり答えました。

「それでは。わたしは部活に行きますので、失礼します……」

　軽く一礼すると、彼の横をすり抜けて階段の方へ向かいます。その階段を下りると部室はすぐそこでした。

「【エーコ】ちゃんっ！」

　素もと草ぐさ先輩が突然大きな声でわたしの名を呼びました。思わず立ち止まり、後ろを振り返りました。

　彼は廊下の真ん中で、屈くつ託たく無ない笑顔でこちらに向かって手を振っていました。

　わたしは再び頭を下げると、足早にその場を去りました。

　やはり訳が分かりません。彼は本気でわたしの友達のつもりなのでしょうか？　わたしと友達になって、それで彼にいったいどんな得があるというのでしょうか……





※






　二日後。以前から予定されていた【陸上競技大会】が、人体発火あんなことが起きた後だというのに予定通りに開催されました。【陸上競技大会】と大層な名前ですが、実際のところは規模を縮小した体育祭のようなもので、応援合戦や騎馬戦などのお祭り要素が無く、代わりにハードル走や走り幅跳び・高飛びなどが加わる陸上競技オンリーの大会です。

　天気予報に拠よれば最近異常気象らしく、六月にかけてゲリラ的に真夏日以上の陽ひ射ざしが襲おそって来る日があるそうで、本日はそのゲリラ襲しゆう来らい日びのようでした。

　朝から晴天に恵まれ、ギラギラとした太陽の下で、風も無く、日陰となるテントも用意されていない自クラスの陣地スペース。陽射しに弱いわたしは、自分が出場する競技の順番をただじっと待っているだけでも参ってしまいそうで、それなのに更に競技に出場して、ろくに活躍も出来ずに無駄に体力を消耗していきました。

　食欲が湧わかず、昼食もほとんど残して迎えた午後の部。灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのような陽射しの下、時間は二時過ぎ。わたしはいよいよ本格的にしんどくなって来ました。立ち上がると少し眩暈めまいはするし、胃の辺りに違和感のような重い感覚もありました。

　わたしはふと、今大会から生徒会の立案により、大会本部テントや教員テントと同じ並びで出張保健室が設けられた事を思い出し、そこに行って少し休ませて貰もらおうと考えました。わたしが次に出場する競技まではまだだいぶ時間があるので問題ありません。




　出張保健室は並んだテントの中で一番校舎に近い位置に在ありました。全校生徒がクラス毎ごとに分かれて座っている場所からはトラックを挟んでちょうど対岸のような位置になります。わたしはグラウンドをぐるっと回りこんで、テントの合間を抜けて、そこへ辿たどり着つきました。

　テント正面から養護教諭に声を掛けようとしましたが、不在のようで姿が見えませんでした。目の前に長机とパイプ椅い子すが設けてありましたが、座って待機しているはずの保険委員の姿はありません。視線を奥の方へ向けると、そこにも在あるパイプ椅子に二人の女子生徒が並んで座ってお喋しやべりをしているのが見えました。

　わたしが「すみません」と声を掛けると、二人はそれに気付いて、その片方が少々面倒臭そうに立ち上がりました。しかもその女子生徒はわたしだと判わかると顔をしかめたのです。正直わたしだってあまり良い気はしないのですよ。

　──三年生・浮嶋棗、だったのですから、なにしろ彼女は。

　競技大会仕様なのでしょうか。今日は以前のおさげ髪ではなく、後頭部の上のほうでフリル付の黒っぽいシュシュで一つに束ねたポニーテールのような髪型をしていました。そのため、ほんの一いつ瞬しゆん彼女とは気が付きませんでした。

　不快さが顔に滲にじみ出でている彼女ですが、それでも一応淑しゆく女じよな態度で「どうしたの？」と尋たずねました。わたしが体調の説明をすると、今保健室に養護教諭が居るはずだからそこで休んで来なさいみたいなマニュアル対応が返って来ました。

　一応礼を言ってわたしはテントから出ると、校舎の方へ向かって歩き出しました。

　ちょうどその時、テントの柱に取り付けられているスピーカーから、競技に出場する人に集合を呼び掛けるアナウンスが流れましたが、わたしの出場する競技はまだ先なので特には気にしませんでした。

　集合はグラウンドの隅の一番校舎に近い辺りです。そこに整列して点呼を取った後で、皆で行進してグラウンド内へと入ります。

　わたしが歩く少し前方に、一〇名ほどの女子の集団がある程度固まってのんびりと歩いていました。競技に出場する人たちのようです。

　この学校の体操服のジャージは男子が青で女子が赤、学年によって色分けはされておらず、男女とも同じデザインです。競技に出場する時は白の半はん袖そでシャツと、ジャージと同色の短パン姿になります。そういえばそれが今の格好になったのは数年前で、それまではずっと古典スタイルを貫いていたそうです。どうでも良い話ですが。

　その集団を眺めていると、その中心辺りにいる一人だけが、ジャージのズボンを穿はいたままな事に気が付きました。周りを人が囲っているような状態で良く見えず、おまけに俯うつむいているため顔は分かりません。べつにどうでも良い事なのですが何とはなしにそのまま眺めていると、そのジャージの女子の身体からだからぽとりと何かが地面に落ちました。

　わたしの進行方向左斜め前約三メートルの位置です。それは見たところ手帳か財布のようでした。彼女の周囲の人はそれに気が付かなかったようでそのまま通り過ぎてしまい、わたしの周りには他に誰だれも歩いていませんでした。ですがわたしにそれを拾う気は無なく、無視して前に進む事にしました。

　すると背後から駆け足で近づいて来た女子がわたしを追い抜き、そこで立ち止まってそれを拾っていました。よく見ると浮うき嶋しま先輩でした。彼女は今から競技に出場するのか、白の半はん袖そでシャツと赤の短パン姿でした。

　先輩は顔を上げて、目の前の遠ざかって行く集団に向かって声を掛けようとします。しかしその瞬しゆん間かんっ───




　　────　カッ！




　──と、わたしの目の前がいきなり真っ白になりました。不意の出来事に驚いたわたしは足が縺もつれて、無ぶ様ざまにも地面に顔から倒れてしまいました。




　　　ボォッ！




　──　ャァァァァァァァァッ！




　その背中に以前にも聞いた事のある音と悲鳴が降り掛かりました。

　確信めいた悪いものを感じたわたしは転がって仰あお向むけになると、もがくようにして必死に立ち上がりました。そして急いで顔に付いた砂を払い落として、その悲鳴の主を探します。

　──先週の金かな沢ざわ先輩と同じでした。わたしのすぐ目の前で上半身に炎を纏まとった浮うき嶋しま先輩が燃え盛っていたのです。

　周りから人が集まって来ました。悲鳴を上げる者や卒倒する者や呆ぼう然ぜんとする者や──そのほとんどが前回と同じく遠巻きにして、わたしと浮嶋先輩を取り囲んでいました。そのうち教師が数人校舎にすっ飛んで行くのが見えました。

　思わずわたしがその人たちの姿を目で追うと、その際に視界の隅に西校舎が映り込みました。その上のほう──屋上で何かがギラッと白く光ったような気がして、凝ぎよう視しすると、微かすかに人影のようなものが動くのが見えました。

　───ッ！

　わたしは取り囲んでいる黒山の人だかりを掻かき分わけると、全速力で校舎に向かって走り出しました。全力で前後に動かしているはずの両脚が何だか少しフワフワしているような妙な感じでしたが、構ってはいられません。

　同世代の男子ならおそらく一〇秒ほどで駆け抜けるだろう道程を、わたしはその倍近い時間を掛けて校舎まで辿たどり着つきました。昇降口から校舎内に駆け込み、運動靴そのままで廊下を走って西校舎に向かい、そこで手前の階段に跳び込みます。その階段は三階の……その上、屋上に出られる踊り場と、更にその上の時計塔まで続いていました。

　わたしはそれを屋上の踊り場まで一気に駆け上がりました。踊り場で脚を止めた途端、激しい脱力感と重さを増した手足、胸のバクバクと激しい鼓こ動どうが間髪入れずにわたしに襲おそい掛かかって来ましたが、それもまた構ってはいられませんでした。

　すぐさま屋上に出られるドアのノブを掴つかんで回して押します。

　　──　ガチッ！

「──ッ？」

　しかしドアは開きませんでした。鍵かぎが掛かっているようです……

　わたしはそれでもどうにかならないかと必死にドアノブを押したり引いたり激しく前後させました。それからドアの硝子ガラス窓まどから屋上の様子が覗のぞけないかと目を凝こらしました。でも曇り硝子だったため、ドア向こうの様子はさっぱり判わかりませんでした。

　──そうだ、この硝子を割れば良い。

　すぐにその考えに至ったわたしは、何か割るのに使える道具は無ないかと、後ろを振り向こうとしました…




　　　ゴンッ……




　その瞬しゆん間かん、突然頭部に鈍にぶい衝しよう撃げきが走りました。

　その波は後頭部から一瞬で顔に目に伝わって、視界を歪ゆがめます。波打って白く霞かすんでいくのが何な故ぜかひどくゆっくりに感じられる、そのふざけたスローモーションの視界の中でわたしは更にふざけたものを目にしました。

　──こんな場所には到底似付かない真っ赤なフード付外套コートを纏まとった人物……

　そいつがフードを目ま深ぶかに被かぶり、何か棒状の得え物ものを手に持って突っ立っていたのです。

　徐々に真っ白くなる視界の中、執念めいたものを発揮したわたしはその赤を頼りに、それでも何とかそいつの腕を掴みました。そんなに太い腕ではありませんでした。でもそいつは次の瞬間、思い切りその腕を引き上げました。掴んでいる外套の袖そで口ぐちがずれて腕があらわになり、その際にそこに何か火傷やけどの痕あとのような──痣あざのようなものが見えた気がしましたが、そこでわたしの意識は完全に真っ白になってしまいました……





※






　ふと、自分は天井を眺めているのだと気が付きました。

　白くて無機質で大して綺き麗れいでもない細長い蛍光灯が並んでいる──ただの天井。わたしは仰あお向むけで、身体からだの下には硬いマット、上には毛布のような感触がありました。どうやらわたしはベッドに寝かされているようなのですが……

　現在自分の置かれている状況が分からず、目だけをきょろきょろと動かして様子を窺うかがっていると、やがて寝ているわたしの顔を真上から覗のぞき込こむ人物が現れました。

「元気ですかーっ！」

「……なわけ、ないでしょう」

　某元有名プロレスラーの真似でもしているのでしょうか。その中途半端に場違いな雰囲気に、わたしの方は力が抜けて、消え入りそうな声になってしまいました。

「元気があるから何でも出来る、素もと草ぐさ有ゆう紀きです」

「……知っています」

　そんなふうに話していると白衣を着た女性がこちらにやって来ました。養護教諭でした。それでようやくここが保健室なのだと判わかりました。

　養護教諭が「気が付いた？　具合はどう？」と尋たずねたので「大丈夫です」と答えて身体からだを起こそうとすると、頭部に鈍にぶくて重い痛みが走りました。わたしは思わず顔をしかめてしまいます。

「まだ寝てなきゃ駄目よ」と養護教諭はわたしの身体を再びベッドに押し戻しました。「頭を打ってるのかしら……」と呟つぶやいて「一度病院で診みてもらったほうが良いわ」と机に向かい、そこの電話の受話器を手に取って何ど処こかに連絡をしていました。

「わたし、いったい……」

「屋上の踊り場で倒れていたんだよ。僕ぼくがここに運んだんだ」

「先輩はどうして……」

「君が校舎に飛び込んで行くのが見えたから後を追い掛けたんだけど見失って……。しばらく探してたら屋上の踊り場で発見して、それでここまでおぶって来たんだ」

「すみません……」

「いいよ、べつに大して重くもなかったし。それよりいったい何があったの？」

　わたしは言葉を交わしたばかりの女子生徒が目の前で燃えて、屋上に光と人影が見えて、それで屋上まで確認しに行ったのだけどドアが閉まっていて、硝子ガラスを破ろうとしたら赤外套コートに頭を殴られて意識を失った──その一部始終を簡単に話しました。

「先輩は屋上で誰だれか怪しい人物を見ませんでしたか？」

「あぁ、いや。踊り場に着いた時は君一人が倒れているだけだったよ。僕はしばらく校内をうろついてたからね。君が殴られてから僕が発見するまでの間、結構時間が経ってるんじゃないかと思うよ」

「そうですか……」残念です。

「ところで、今、屋上はどうなっています？」

「屋上は警察の人が調べているよ。君と同じで屋上に何かの光が見えたって奴やつが何人かいたからね。グラウンドのほうも──」

　話の途中でしたが『コンコンッ』と入口扉が外からノックされたので、先輩はわたしから視線を外し、そちらに向かって「はいっ」と応こたえました。

　そして扉が開くと「あっ、刑事さん」と養護教諭が妙に色めきたった声で言ったので、わたしはその人物が気になって無理矢理身体からだを起こしました。例の痛みはありましたが問題になるほどではありませんでした。

「お仕事中すみません、失礼します」

　挨あい拶さつと共に養護教諭に軽薄な笑顔を見せたその顔に、わたしはやはり見覚えがありました。

「軽かる部べ刑事……」

「大丈夫？【エーコ】ちゃん」微ほほ笑えみながら軽部刑事はこちらに向かって歩いて来ます。

「悪いけど、少しだけ話を聴かせてくれるかな？」

「ぁ、じゃぁ僕ぼくはこれで……」と立ち上がって退室しようとする素もと草ぐさ先輩を、軽部刑事は「あぁ君も、後で話を聴かせて欲しい」と呼び止めました。

「俺おれの大事な子猫ちゃんといったいどういう関係なのかを」

「えっ？」と驚いていましたが、先輩はすぐに「はは、面白い人ですね、刑事さん……」と笑って、わたしに手を振り、扉を開けました。

　その時隙すき間まから、廊下に立っている女子生徒が見えました。彼女はわたしと目が合うとふいっと目を逸そらして、そして素草先輩に話し掛けていました。そこで扉が閉まります……

「──気になるかい？」

　軽部刑事がわたしに尋たずねました。わたしは「いいえ」と答えましたが、彼は続けます。

「今の娘、あの松まつ本もと友とも美みさんじゃないか……」

「えぇ」

「……悪いが俺の勘だと、あれはたぶんデキてるぜ、既すでに彼と」

「はぁ、そうですか」

　興味深げに真ま面じ目めな顔で呟つぶやくように言った軽部刑事に、わたしは気の無ない声を返しました。

「嫉しつ妬としないのかい？」

「どうしてわたしが彼らの関係に嫉妬しなければいけないのです？」

「何だ、つまらない。俺の恋の好敵手ライバル出現じゃないのか。三角な関係の」

「へぇ……。わたしたちの関係って兄妹のようなものじゃなかったのですか？」

「そうさ、禁断の恋だ」

　そんな言葉が世界で最も似合わない軽薄な笑みを浮かべて、軽部刑事はベッドの傍そばの椅い子すに腰を下ろしました。





※






　わたしがテントを出てから屋上で気を失うまでの間に見たものや聞いたものを事細かく軽部刑事に話しました。でも、ありのままとは言えませんね。最後に見た赤外套コートの腕の火傷やけどの痣あざのようなものについては話しませんでしたから。確かピンポン玉程度の大きさだったとは思うのですが、掴つかんだのが左右の腕のどちらかさえ判わかっていないし、わたしの見間違いの可能性もあるので、捜査の混乱を避けるため話さないほうが良いと考えたのです。

「──その赤外套コートの顔は見たのかい？」

　わたしの話を一通り聴き終えて、軽かる部べ刑事は手帳にメモを取りつつそう尋たずねました。わたしは首を横に振ります。

「男か女かさえ？」

　わたしは再び首を横に振りました。「外套が真っ赤だったので何とか見えたような程度ですから、そこまでは無理です」

「あぁ……」軽部刑事は小さく唸うなりました。

「──じゃぁ。【浮うき嶋しま棗なつめ】の名前に聞き覚えは？」

「あります。金かな沢ざわ先輩と同じで一度言葉を交わした程度の顔見知りです」

「本当かい？　彼女の友人の話だと、浮嶋さんは金沢さんと二人で君の事、すいぶんと悪く言っていたらしいが……」

「確かに怨うらまれる程度の事はしたかもしれませんね───　　　……って、軽部刑事。まさかわたしを疑っています？」

「あぁ、疑っている、残念ながら。浮嶋さんたちは他に、さっき見かけた松まつ本もとさんの事も良く言ってなかったみたいだが、やっぱり目が行くのはどうしても【エーコ】ちゃんのほうだ。何な故ぜなら前回と今回、両方とも被害者の一番近くに居たのは君なんだから」

「確かに……」自分でも思わず納得してしまいました。

「……でもわたしはどうやって彼女たちを燃やしたのでしょうか？」

「さぁ？」軽部刑事は笑って肩を竦すくめました。

「それが分からないから容疑者どころか重要参考人にも出来ないんだ、困った話さ」

　何ど処こまで本気なのか冗談なのか……。わたしには軽部刑事の言葉の真意がよく分かりませんが、そんなわたしの想おもいに関係なく、彼は「ところで……」と話を続けました。

「最近身の回りに変わった事は起きていないかな？　怪しい人を見かけたり、妙な出来事があったり。【エーコ】ちゃんが犯人じゃなくても、何処かで何かに繋つながっていたり、巻き込まれている可能性はあるからさ」

　『変わった事』と聞いてすぐに口の悪い人体模型の顔が頭に浮かびましたが、それは口に出さず、思い当たるふしがないと答えました。

「一見、事件と関係無なさそうな事でも構わない。何か無いかな？　変化みたいなものが」

　事件性の無さそうなのならありますね、新しい部活を始めた事とか。それを軽部刑事に話すと、彼は「あぁ、そうだった！」と嬉うれしそうな声をあげました。

「雪お村姫先さ生まは元気にしているかな？　実はあれから全然出逢えていないんだ。あの日電話番号が聴けたから、後日一度電話してみたんだけど繋つながらなくてね」

「知りませんよ、嫌われているのでは？　『気持ち悪い』って」

「あぁ、会いたいなぁ。彼女が天本先生の代わりにこの学校にやって来たのはきっと運命に違いない、俺おれと出会うための」

　人の意見も聞かず、何だか自分に都合よく考えているようですが……

「そんな幻想的ロマンテイツクなものですかね？　雪ゆき村むら先生はこの学校の卒業生で、それに教師生活一年目の新米ですよ。大学卒業後、都会での就職口が無なかったか、もしくは就職したものの旨うまく行かず、すぐに辞めて帰って来て、地元で何かのコネを使って旨く教職に就ついたってところじゃないですか、実際は」

「──生臭い。しかも辛口だ」軽かる部べ刑事は少し顔をしかめました。

「人をイカの塩辛みたいに言わないで下さいよ、現実はそんなものでしょう。……それよりさっき天あま本もと先生の名前が出ませんでしたか？　軽部刑事は天本先生と知り合いなのですか？」

「──いや、違う。俺は彼の交通事故の捜査担当なんだ」

「──？　軽部刑事って交通課じゃないですよね？」

「そう、刑事課。彼のは少し妙な事故なんで俺の担当になっているのさ。有能な俺には課の垣根を越えて幾いくらでも仕事が回って来るんだ、凄すごいだろ」

　そう言って軽部刑事は自じ嘲ちよう的てきな笑みを零こぼしました。

「天本先生の事故って、確か、運転していた車が交差点で電柱に衝しよう突とつして炎上したとか……」

　しかも信号無視でノーブレーキだったとかいう噂うわさもありましたね。まぁ噂ですが。

「いや、それは正確には少し違うかな。走行中に炎上して電柱に衝突したんだ。わりとすぐに救出されたから本人の命に別状は無いが、意識はあっても未いまだ記憶が混乱しているようで、供述が曖あい昧まいだから厄やつ介かいでね。しかも焼け残った車を調べたら少し妙な事が分かったんだ……」

「妙な事？」とわたしがオウム返しに問うと、彼は続きを──捜査の極秘情報と思われる内容をごく普通な感じで口にしました。

「あぁ。ガソリンタンクの損傷が発火の原因と考えられているんだが、その損傷が上面なんだ」

「──へ？」

「通常ガソリンタンクの損傷と言ったら、走行中に偶然何かを踏んだりぶつけたり、段差に落ちたり乗り上げたりしてのはずだから、【傷】は下面側からが当然。でも今回のは上面側──つまり室内なんだ。あの型だとちょうど後部座席がある辺りかな。しかも【傷】じゃない。溶けているんだ、タンクとその上のボディーの鉄が」

「………。誰だれかが走行中に後部座席で溶接用かなんかのバーナーを使ったと？　自分のお尻しりの下目掛けて」

「──ありえないだろう、そんな事。しかも事故時乗車していたのは運転手の天本先生ただ一人だと言う話だ。一応事故と事件の両方で捜査を進めているんだが。まぁ、ウチの鑑かん識しきだけでは荷が重いから本部の科か捜そう研けんに協力を依頼しているところだ。あぁ全まつたく勘かん弁べんして貰もらいたいね、最近いろいろ物騒で厄やつ介かいで……」

　眉み間けんに指を当てて押さえながら、軽かる部べ刑事は疲労の色が窺うかがえる様子で沈黙しました。でもすぐに顔を上げて、わたしに向き直りました。

「雪ゆき村むら先生って、天あま本もと先生の事知っていると思うかい？」

「え……どうしてですか？　天本先生の後あと釜がまが雪村先生ですよ。普通に考えたら引継ぎも無なかっただろうし、知らないのでは？」

「雪村先生はこの学校の卒業生だろ。たぶん卒業して六年か七年ってところだ。天本先生は確かこの学校に一〇年以上勤めていたという話だった……」

「じゃぁ可能性はあるでしょうね。先生と生徒として」

「よし、話を聴きに行こう」

　軽部刑事は驚くほど軽やかな動きで椅い子すから腰を上げました。

「……それ、実はただ顔を見たいだけですよね？」

　わたしの問いに彼は「ふっ」と笑って答えます。

「無ぶ粋すいだな、【エーコ】ちゃん。互いに恋する男女が会うのにそれ以上の理由なんて必要ないさ」

「べつに非難しているわけではありませんよ。でも、その前に一つお願いがあります……」

　わたしは毛布を除のけ、座ったままで身体からだを九〇度横に向けると、両の脚を床に付けました。

「わたしを屋上へ連れて行ってくれませんか？　現場を見てみたいのです──」
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「通常立入禁止の場所で、当然のように鍵かぎは掛かっていた……」

　軽部刑事は踊り場で、屋上へ出るドアの鍵を開けながら、まだ上へと続く階段の方へ顔を向けました。

「ここを上ると大時計の後ろに行ける。さっき覗のぞいてみたが、粗大ゴミの不法投棄現場みたいに物が溢あふれていた。【エーコ】ちゃんを襲おそった奴やつはそこに潜ひそんでいたのかな？　それとも後ろを尾つ行けて来ていたのか……」

　独り言のように呟つぶやいて軽部刑事はドアを押して開けました。

　わたしは屋上へと足を踏み入れます。外の世界はもう薄暗くなっていました。わたしは結構な時間気を失っていたようです。

　太陽は遠く山の向こうに沈んでいて、その辺りの空が名残惜しそうに少し茜あかね色いろなだけで、後はもう青黒く夜の闇やみに染まりかけていました。そして目の前に広がる念願の屋上の景色は、わたしの想像とは少し趣おもむきが違っていました。

　わたしの身長の二倍以上の大きさの薄黄色い給水塔が真ん中に幾いくつか並んで建っていましたし、床は空調か何かの通気口なのか凸が所々に在あって、配管も剥むき出だしで走っていました。正直もっと何も無ないだだっ広い場所かと想おもっていたのです。

　西側まで歩いて行って見下ろすとグラウンドが見えました。幾つか建てられていたテントは今や全すべて脚を畳まれて鎮ちん座ざしていました。その代わりに浮うき嶋しま先輩が燃えた辺りに新しいテントが建てられ、周囲をブルーシートでぐるりと囲まれて、そのすぐ近くにはパトカーが停とめられています。そしてブルーシートの隙すき間まからは明かりが漏れていました……

「──そういえば。あの場所で財布か手帳かを落とした女子生徒が居たはずです。それって誰だれだか判わかっているのですか？」

　浮嶋先輩が燃えた時の光景を思い出していると、ふと思い付きました。

「あぁ財布だったようだよ。でも浮嶋さんと一緒に結構燃えてしまっているから、そこから特定は出来ず、聴き込みに頼るしかない。現在まだ調査中の段階ではっきりしていない……」

「現場からは何か出ました？」

「いや、これも現在まだ鑑かん識しきが調べている最中さ。でも今のところ何の収穫も無しかな」

　わたしの質問に軽かる部べ刑事は溜ため息いきをつくような口調で答えてくれました。

「屋こ上こは？」と、わたしが尋たずねると彼は小さく肩を竦すくめました。

「何も出ていない。だからもう撤収したよ。ここは金かな沢ざわさんの時にも調べたんだが」

「そうですか───ん？」

　わたしはしゃがみ込みました。薄暗いためよく見えなくて見落としそうになりましたが、足元のコンクリートの床に、妙な線が数本引かれているのに気が付いたのです。一つ一つは一メートル程の真まっ直すぐな線で、缶スプレーか何かで塗料を吹き付けた感じのものでした。それが繋つなげたら微かすかに湾曲してアーチ型になるような形に、間を開けつつ続けて六本引かれているのです。

「──あぁ、それかい？　そこら中にいっぱい在るよ」

　軽部刑事は「そこも、そこも」と指差して行きます。彼の話によるとその奇妙な線の集合体は、この西校舎屋上の東の端と西の端に幾つか点在しているようで、その位置や枚数や湾曲の角度に共通点は特に見られないという事でした。

「これはいったい何なのですか？」

「さぁ、何なんだろうね」軽部刑事は呑のん気きな口調でした。

「誰かの──ただの悪戯いたずらじゃないかって話だ。一応警察のほうでも調べはしたが判らない。だが線それで何かが出来るわけでもないだろ？　ましてや人なんて燃やせるはずがない」

「それはそうですけど……」何となく気になるじゃないですか。

　軽部刑事は腕時計を見て時間を確認して「他に何か気になるところは？」と尋ねました。早く雪ゆき村むら先生に会いたいのか、それともそろそろ署に引き上げる時間なのでしょうか。

　わたしは周囲を見回しました。すると南の端の方──入口から一番遠い場所にドアの付いたコンクリートの小屋のようなものを見付けました。屋上に出られる階段はわたしたちが上がって来た時計塔へと続くあの一つだけのはずです。なので中に階段が在あるという事はありません。

「あれは何です？」

　わたしがその小屋を指差して尋たずねると、軽かる部べ刑事は「あぁ、物置らしいよ。入ってみるかい？」と答えました。わたしは首を縦に振りました。

　二人で並んで歩いて行って、軽部刑事が鍵かぎを開けました。中は真っ暗でしたがドア近くにスイッチがあったのでそれを入れると、古い蛍光灯がしばたきながら明かりを点ともしました。

　天井・壁・床──内装はコンクリートそのままで窓一つ無ない、六畳ほどの広さの密室でした。そこに室内用の間仕切り板パーテイシヨンや大きな布やロープや紐ひもや垂れ幕やら鉄パイプやらが雑多に置かれていて、そこに積もった埃ほこりがドアを開けた際の風で舞まい上あがり、視界を白く霞かすませて、酷ひどく古臭くて汚れた雰囲気を漂わせていました。

　わたしはハンカチを口元に当てながら中を見て回りました。どれもこれも相当年季が入っているように見えます。ロープや紐など耐久性が不安で使用出来そうにありませんし、垂れ幕などは何かの全国大会出場を祝って男子生徒個人の名前が書かれていますが、当人は現在もう所帯を持っている年齢なのではと思われます。

　そんな中、少し妙な事に気が付きました。それは手前の壁に寄せて、板の面同士を合わせるようにして重ねて、立てて置いてある六枚の間仕切り板でした。わたしの身長と同じくらいの背の高さの板の底面に転倒防止の【足】が付いた代しろ物ものです。それ自体は学校やオフィスで空間を分けるために使用される一般的な物のようでしたが、それだけがいやに新しく感じられたのです。原因として考えられるのは塗装の淡い黄色がまだ新しい事と、埃をあまり被かぶっていないように見える事でしょうか……

「ねぇ、軽部刑事」わたしは振り返って彼に声を掛けました。

「──ここの道具はいつ頃ごろからここに置かれているのか、知りません？」

　埃を吸い込みたくないのかドアから離れて外で待機している軽部刑事は「さぁ。教頭先生に聴いてみたところ『知らない』と言っていたよ」と答えました。

「最近物の出し入れはあったのでしょうか？」

「それも『知らない』らしい。だが教頭先生自身は使用許可の申請を誰だれからも受けていないみたいだ」

「へぇ……」と応こたえながら、わたしは間仕切り板を一枚一枚捲めくってその間を見て行きました。すると妙な特徴が在る事に気が付きます。板の面部分が片面、まるで月面クレーターのように半球形に広く浅く凹くぼんでいるのです。しかもそれは重ねられている六枚全すべてで同じような状態になっていました。

　さらに観察を続けると、その内の何枚かに、銀色の何か薄いものが貼はり付ついているのを発見しました。

　剥はがして明かりの下で確認してみると、それはミラーシールか何かの切きれ端はしのようでした。

「これ、何でしょうか」

「鏡面シールみたいに見えるね。だが携帯電話なんかに貼るような物とは違うかな？」

　外の軽かる部べ刑事のほうにそれを向けて尋たずねると、彼は少しだけ室内に顔を入れて答えました。

「これがどうかしたのかい？」

「分かりません」

「──そう。あぁそれで──悪いが、もうそろそろ署に戻らなくてはいけないんだ……」

　彼にしては珍しく少々申し訳なさそうに笑いながら「もう、いいかな？」と尋ねて来ました。あまり我わが儘ままを言っても悪いので「はい、ありがとうございました」と礼を言って、すぐに外に出ました。

　軽部刑事がドアに鍵かぎを掛けている間にわたしはもう一度辺りを見回してみました。すると小屋の傍そばの校舎の外壁に非ひ常じよう梯はし子ごが在あるのを発見しました。それは壁を伝って一階──地面へと繋つながっています。

「逃走経路？　そこも調べたよ」

　覗のぞき込こむようにそれを眺めていると、やがて鍵を掛け終えた軽部刑事が傍までやって来て、わたしの考えを代弁しました。

「砂とか土とか、付着物から有力な手掛かりが出ないかを今鑑かん識しきが署に戻って調べているところさ。だから安心してくれて良い……」

　優しく微ほほ笑えんで、彼はわたしの頭に手を置こうと手を上げましたが、途中で思い直して肩に下ろしました。

「もう暗くなって来たし、冷えて来た。とりあえず今日は帰ろうか。送って行くよ、病院」





※






　翌日は全校朝礼があり、昨日の出来事の説明があって、何も判わかっていない事が伝えられ、漠然と「皆さんも気をつけて下さい」と注意を促され、そして生徒は下校させられました。

　だけどわたしには事情聴取があって下校が許されず、例によって例のごとく同じ事を何回も聴かれたうえ、懲こりもせずわたしを自宅まで送ると言う雪ゆき村むら先生の用事が済むのを待っているため、現在わたしは部室に居ます。時間はもう昼過ぎになっていました。

　わたしは窓際の自分の席に座って、虫ル眼ー鏡ペで鉱物の標本をのんびりと観察していました。本日は強い陽ひ射ざしを防ぐために暗幕を閉めたままにしているので、窓際だからといって決して明るいわけではありませんが、べつに鉱物に強い関心があるわけでもないので構いません。観察はただの単なる暇ひま潰つぶしです。

「わたし、疑われているようです」

『誰だれに？　どんなふうに？』

　虫ル眼ー鏡ペから目を外してわたしが呟つぶやくと、すぐに返事がありました。【トオル】君です……

「たぶん皆に。今回の二件の人体発火の容疑者として」

『まぁ、そりゃぁ誰でもそう思うだろ、普通。二件とも一番近くにいたのはお前なんだからよ』

「軽かる部べ刑事と同じような事を言うのですね」

『オイオイ、あんな奴やつと一緒にするんじゃねぇよ』

　気分を害したふうな【トオル】君に「軽部刑事を知っているのですか」と尋たずねると、『昨日校内で見掛けた。視界に入る女子に片っ端から声を掛けていやがった……』と嫌悪感をあらわにしていました。

「それ、【聴き込み】じゃないですか。普通に」

『女子にだけか？　おかしいだろ』

「まぁ、あの人ならありえますよね。以前に『男には完全に興味が無ない』と断言していました。休日プライベートで車を運転していて男性を撥はねそうになった時も、『見えなかったよ、悪いね』とだけ言い残して、走り去ったとも」

『オイオイっ、それヤベェだろっ！　アイツ刑事だろ！　いや、それ以前に人間としてどうなんだってレベルの話だぞ！』

「刑事としては結構優秀らしいですよ、実は。人間としてはかなりアレですけど」

『……マジでか。ぁあ、そう言やな。何か面白い噂うわさ話ばなしを聴き出してたぜ、アイツ』

「──噂話、ですか？」

　原因不明の人体発火という奇怪な現象が立て続けにあったわけですから、この二件に関して妙な噂が広まるのは当然の事です。【ＵＦＯの仕し業わざ】、町を騒がせている放火魔【炎ほのおの魔ま術じゆつ師しの火炎魔術】などや、漠然とわたしが怪しいとする一般的なものまで……。まぁどれも誰でも簡単に思い付くような内容の話でした。

『──あぁ、【リングの呪のろい】ってやつだ』

　───え？

「……リング？　……貞さだ子こですか？　今更【呪いのビデオ】ですか？」

　観た人が燃えたとでも言うのでしょうか。いくら何でもそれは無いでしょう。

『それで次は【ダッコちゃん】が殺されるって話になってるようだぜ』

「……。それは面白いを通り過ぎて意味不明じゃないですか。空気人形をどうしたら殺せるのです。穴を開けたら良いのですか？　いったい何ど処この誰が流しているのですかね、その噂……」

『主に三年生の間で広まっているらしいから、その辺だろ。まぁ口から口へと伝わるのが噂だからな。流れる過程で多少面白いように内容は変えられて行くもんだ。また暇な時にでも調べといてやるよ』

「【トオル】君て、ヒキコモリのくせに意外と行動的なのですね。というかニートなのだから年中暇なのでは？」

『誰だれがヒッキー＆ニートだっ！　俺おれだってそれなりに忙しいんだよ』

　憤ふん慨がいする【トオル】君を尻しり目めに、わたしは椅い子すの背せ凭もたれに体重を預けて腕を組んで溜ため息いきをつきました。

「──だけど、いったいどうやって燃やしたのでしょうか。昨日屋上を見て来ましたけど、火を出しそうな物なんて在ありませんでしたよ」

『確かに警察の調べでも、めぼしいものは何も見付かってないって話だよな。……もし仮に、お前が犯人なら、どんな道具を使ってどうやれば、遠く離れた場所から人を燃やせると思う？』

「普通に考えたら火薬や化学燃料などを、発射装置を使って遠くに飛ばさなくては不可能ですよね。どんなに頑張っても生身の人間では掌てのひらから火を出せませんし、睨にらんだだけで燃えるなんて映画なんかの創作の世界の話ですから。……というか【トオル】君。ひょっとしてあなたもわたしが犯人じゃないかと疑っています？　『仮に』とか言って……」

『あぁ？　馬鹿言ってんじゃねぇよ！　お前はそんな事出来る人間じゃねぇだろ』

「………。そうでしょうか」

　軽い気持ちで皮肉を言ったつもりだったのですが、返って来た否定の言葉は少し意外で、何な故ぜだか逆に傷付けられた気分でした。そしてあの美術室での光景が頭の中にフラッシュバックしていました……

「わたしは……」

『悪かったって。まぁ機き嫌げん直せよ。雪そ村この机にお湯と茶器があるから、それで茶でも飲んで気分を落ち着けろ』

　意外な言葉だったので、わたしは思わず素直に雪ゆき村むら先生の机の上を見ました。すると確かにこの前のお茶会の際に見掛けたのと同じ茶器とポットが置いてありました。傍そばまで行ってポットの蓋ふたを開けてみると、もぁっと白い湯気が立ち上ります。

「これ、どうしたのです？　まさか【トオル】君が？」

『おうよ。今日のお前は絶対疲れてると思って準備しておいてやったんだぜ』

「すごく意外です。【トオル】君がそんな気遣いの出来る人だなんて、驚きました……」

　わたしは【トオル】君に向き直り、頭を下げました。

「ありがとうございます」

『ばかっ、止よせよ、……何か、照れるじゃねぇか』

　【トオル】君は言葉の通り照れ臭いのか、もごもごと口くち籠ごもっていました。わたしは彼の厚意を素直に頂ちよう戴だいしてお茶を淹いれ始めました。そしてふと思います……

「もしわたしが犯人だったのなら、今のこの時間、ここでこうやってのんびりとお茶を飲むなんて出来るような気分ではないのでしょうね……」

　わたしが呟つぶやくと【トオル】君は『なぁ』と話し掛けて来て──

『人気アニメに登場するガールズバンドの名前と掛けて、【エーコ】容疑者の現状……ととく、その心は？』

　と、いきなりお題を出しました。答えはすぐに思い付いたのですが……

「まさか【放火後ティー●イム】とか言うのではないでしょうね」

『あははははははっ！　寒ぅぅぅぅ寒ぅぅぅぅぅ！　超ぉ寒いぃぃぃぃぃぃっ！』

　【トオル】君は馬ば鹿かみたいな笑い声を上げました。まさか正解なのでしょうか。不ふ謹きん慎しん且かつ特に面白いわけでもない最低のセンスなのでまさかと思っていたのですが。

『エーコ、寒いぃ、お前、それ、最高にサ・ム・イィィィィィィィッ！』

「なっ、それはこっちの台詞せりふです」

『おいおい、今はもう五月だっていっても俺おれは薄着なんだぜ？　凍死させるつもりなのかよ？　ゲラゲラゲラ……』

　どうしてなのか分かりませんが彼の笑いのツボを刺激してしまったようです。そして何な故ぜかわたしの発言であるかのような扱いです……

　想像力の乏しいわたしでも、マイクの向こう側で【中の人】がお腹を押さえて苦しそうにのた打ち回って笑っている事くらい容易に想像出来ました。

「…………。」

　わたしは立ち上がると虫ル眼ー鏡ペを手に取って、そして窓際に行き、暗幕を勢いよく引き開けました。今のこの時間はたぶん一日のうちで一番太陽が高い時間帯のはずです。案の定、強烈な光が室内に差し込みました。

　【トオル】君は窓際に立っています。わたしは太陽と【トオル】君との間に虫眼鏡を差し込みました。そして角度や距離を調節してやると──

　　　ぶすぶすぶす…

『ァアあッつぅウゥゥゥっ！』

　【トオル】君が悲鳴を上げました。それもそのはず、収束した太陽光が彼の後頭部に突き刺さり、そこから白い煙が噴ふき出だしているのですから。

『ちょっ……待て、【エーコ】。お前何やってんだっ！　止やめろっ！』彼は酷ひどく必死に焦った声を搾しぼり出だすようにして叫んでいます。

「あなたがあまりに『寒い寒い』と言っているので暖めてあげているのではないですか」

『おまっ……ふざけんなぁっ……。止めろっ今すぐ止めろぉぉぉっ！』

「いえ、礼には及びません。ほんの気持ちです」

『ちょっいや……マジで。マジで止やめろぉっ！　……悪かったから、俺おれが悪かったから、今すぐ止めてくれぇぇぇぇぇっ！』

　あまりに五う月る蝿さく絶叫するもので、仕方なくわたしは虫ル眼ー鏡ペを引っ込めました。

『──お前、マジでか？　俺は喋しやべる人体模型であると同時にこの学校の備品でもあるんだぞ。もっと丁重に扱えよ！』

　硝子ガラス箱ケースの中で白い霞もやに包まれて顔も姿もよく見えませんが、どうやら彼は怒っているようでした。

『お前が今したその凶行な、小さい子供に映像として見せる場合は「良い子は絶対に真似しないでネ」って画面下にテロップが出るレベルのとんでもねぇ残ざん虐ぎやく非ひ道どうな行為なんだよっ！』

「大丈夫ですよ。こんな事、良い子は真似しませんよ。真似するのは頭の悪い子です」

『やった本人がそれを言うのかよ！』

「あぁまったく、こんな事をしていたらお茶が冷めてしまうじゃないですか……」

『いや、待てお前。俺を焼き殺そうとしておいてその直後にお茶の心配か？　お前出来るよ、人を燃やした後でものんびりお茶飲める天てん稟ぴん持ってやがるよ、チクショォォっ！』

　絶叫する彼を尻しり目めにわたしは暗幕を閉め、自分の席に座って、紅茶の入ったカップを手にしました。その時です……

「──あっ！」

　わたしは閃ひらめいてしまったのです。

「……【トオル】君。わたし、人体発火の秘密、解わかったかもしれません」





※






　次の土曜日の昼下がり。わたしは呼び出した軽かる部べ刑事と、『立ち会う』と聞かない雪ゆき村むら先生と、西校舎の屋上に立っていました。

　快晴で、見上げると青空が広がっており、太陽は必要以上にぎらぎらと輝いていました。天気予報に拠よれば、本日は例のゲリラ陽ひ射ざしの襲しゆう来らい日びのようで、実はそれに合わせてのセッティングとなっています。

　待合わせ時間前にわたしが早めに来て、準備を済ませて、二人を出迎えました。腕時計で時間を確認して、三人揃そろったところで話を始めます。

「これから人体発火の瞬しゆん間かんを再現する実験を行いたいと思います」

　西側の端に立って「まずはあちらを御ご覧らん下さい」とわたしが指差したのはグラウンドの浮うき嶋しま先輩が燃えた場所。テントはもう片付けられています。ほとんど消えかけていましたが、土の上にはまだ人が倒れていた事を示す白線が残っていました。その白線を踏みつけるような形で一つの人影があります。それは細身の身体からだに黒いタイトなドレスを纏まとい、頭には鍔つばの広い黒くろ帽ぼう子し、顔には黒ベールを被かぶった黒ずくめの貴き婦ふ人じんの姿……

「今回実験に協力して頂く、第一理科準備室在住の【貴婦人レディー・スカルノ】さんです」

「……ぁ、あれ？　ひょっとして人体の全身骨格模型じゃないの」
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　目を凝こらして人影を見詰めていた雪ゆき村むら先生は彼女の正体に気が付いたようでした。えぇ、そのとおりです。【トオル】君の知人という事で今回協力して頂きます。ちなみに衣装は家から持って来ました。

「そしてこれを御ご覧らん下さい」

　わたしは事前に西校舎西端の一角に設置して、大きな薄黄色の布を被かぶせておいた全長六～七メートル、幅〇・五メートル、高さ一・五メートルほどのその物体に近寄りました。

「これは？」と、軽かる部べ刑事が興味深そうに近寄って布を捲めくってみようとしましたが、わたしはそれを止めました。

「まだ捲らないで下さいね。この布とその下は、そこの物置に置かれていた大きな布と六枚の間仕切り板パーテイシヨンです。その間仕切り板の凹くぼんだ片面に大型のフィルムミラーを綺き麗れいに貼はったものを、あの奇妙な線の上に合わせて並べて置きました──」

『あの奇妙な線』というのは上から見て微かすかに湾曲していた、この西校舎屋上に複数点在するあの妙な線の集合体の事です。その内の一つを今回使用する事にしました。

「───さて。そろそろ良いと思います」

　本日は軽かる部べ刑事を通じて警察から学校側に正式に依頼して貰もらい、人払いがされているのでグラウンドにはスカルノ婦ふ人じん以外に人影はありませんが、それでも一応目視で再確認しました。その上で、わたしは腕時計を一いち瞥べつし、物体に掛けられていた布を一気に剥はぎ取とります。途端に──




　───カッ！




　と、眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしり、グラウンドのスカルノ婦人の黒いドレスの胸元に、橙だいだい色いろの横に伸びた楕だ円えん形けい──円盤型が、化学薬品で大胆に色落ちしたかのような感じに浮かび上がりました。

「ここで少し微調整を入れてやると……」

　わたしは間仕切り板パーテイシヨンの数枚を軽く動かして角度を変えて焦点をより小さくしました。するとほんの数秒で……

　　ぶすぶす……

　　　ボォッ！

　スカルノ婦人の黒いドレスは火を噴ふき、彼女は炎上しました。そして見る見るうちにその勢いは増していきます。

「もう、充分ですね」

　わたしは再び間仕切り板を動かして、焦点を今度は大きくしました。そして次にその間仕切り板を一枚持ち上げると、給水塔と給水塔の間に立て掛けて置きました。

　そうして二人に向き直りました。

「たぶんこれが真実です。金かな沢ざわ先輩が燃えたのとだいたい同じ時間に、東側の向こうの端から二番目の線の集合体に同じ事をしてやれば、たぶんだいたいあの光景を再現出来るはずです」

「これは、いったい……」驚く二人のうち、軽部刑事が搾しぼり出だすような声で呟つぶやきました。

「犯人は太陽光の反射と収束により発生した熱を利用して二人を焼いたのだと思います」

「…………こんな事が、可能なのか？」

　実際に目まの当あたりにしてもまだ信じられない様子の軽部刑事に、わたしは「見て貰もらったとおりですよ」と応こたえます。

「【アルキメデスの熱光線】というのがあります。古代ギリシャの有名な物理学者【シラクサのアルキメデス】がこれと同じ原理の兵器を戦争で使用して、敵てき艦かんを炎上させたという伝説があります。一九七〇年代にギリシャの科学者が、今世紀に入ってからはアメリカの工科大学の学生グループが実際に実験を試みて、どちらも対象物の発火を確認しています……」

　これは【トオル】君から教えて貰った知識です。彼は何な故ぜか科学に明るいようで、今回の実験に際していろいろと助言や協力をしてくれました。

「おそらく犯人は事前に、相当入念に緻ち密みつなシミュレーションを行っていたのだと思います。この西校舎の緯度経度による正確な位置や日付による太陽高度の割り出し、それに光の入射角と反射角の計算と測定。それらの結けつ晶しようがこの間仕切り板パーテイシヨンを改造した道具なわけです──」

　正直【道具】と言うよりはもう【兵器】と言った方が適切なのかもしれませんが。

「光の入射角と反射角は等しい値になる法則があります。例えば垂直に立てられた鏡板の斜め上から面に対し六〇度の角度で光を当てた場合、そのまま斜め下六〇度の位置に光は反射する事になります。この間仕切り板の半球形の凹くぼみは、光の収束率を最大限にまで高めると同時に反射角を補正する役割も備えているものと思われます。それに加え間仕切り板の【足】部分の底に金属の板を貼はり付つけて微調整もしてあります。それから三日前には気が付きませんでしたが、板にはそれぞれに『北１』～『北６』の小さな記号シールが貼られています。これはそのまま板を並べる順番です。パッと見では判わかりませんが、たぶん凹み具合が板によって微妙に変えられていて、場所を間違えないように記してあると思われます。たぶん金かな沢ざわ先輩の時からは貼り代えられています。それから──」

　わたしは再び間仕切り板を手に取りました。そして給水塔のタンク下の骨組みに目をやります。骨組みもタンクと同じ色に塗装がされています。

「それだけでありません。見て下さい、この色。同じ薄い黄色ですよね？　こうやって給水塔の傍そばに置くと目立ちません。線に合わせて置いてもグラウンドからだと骨組みに重なって見えます。おそらく犯人はこれを事前に給水塔の間に置いておくか、もしくは並べてセットしたものに布を被かぶせて隠しておくかして、犯行に使用した後すぐにフィルムミラーを剥はがして物置に戻したのでしょう。金沢先輩の時は、東校舎のカーテンが熱中症対策のためほとんど閉められていたので目撃者が出なかったけれど、浮うき嶋しま先輩の時はさすがにそう旨うまくは行かなかったのではないでしょうか」

「──なるほど。だけどよく思い付いたものだ。太陽光の反射だなんて」

「数日前そこの物置を見せて貰もらった際に、間仕切り板の塗装がまだ新しかったので何となく引っ掛かっていたのです。それに、先週雪ゆき村むら先生に太陽熱調理器ソーラークツカーを見せて貰っていたのもヒントになりました。上から見た反射板の並べ方が何となくですが似ているのです」

「なるほど、さすが」と軽かる部べ刑事は雪村先生に微ほほ笑えみ掛けます。

　雪村先生は俯うつむきかげんに「まさかの、偶然です……」と呟つぶやきました。

「太陽熱調理器の中には、八〇センチ四方の一枚の反射板の物もあって、それなら一〇センチくらいの焦点であれば二〇〇度くらいまで熱を出せます。二枚で焦点を合わせれば単純計算で四〇〇度。サイズは大きいけれど簡単な作りの今回の反射板で、仮にそれと同じくらいの威力が出せたとするなら、六枚同時使用した場合一二〇〇度の熱を……彼女たちは浴びた事になります……」

　彼女の説明にわたしは言葉を繋つなぎました。

「スカルノ婦ふ人じんの着ていたドレスは黒で熱を吸収し易やすい特性を持っています。だから燃え易く、実験に適しているため今回採用しました。似たような理由で、金かな沢ざわ・浮うき嶋しま両先輩の燃焼部分が主に上半身なのは、燃もえ易やすい箇か所しよを狙ねらわれたからだと思います。事件当日金沢先輩の着ていたセーターは化か繊せんで、おまけに編物系ですので、起毛素材の衣服と同じく【表面フラッシュ現象】が起こり易いはずです。浮嶋先輩の場合は髪の毛を狙ねらわれたのかもしれませんね。黒髪のうえ、可燃性の成分が含まれた整髪料が塗布されていたりすると───」

「あぁ、その点については新たに判わかった事がある……」

　今度はわたしの説明に軽かる部べ刑事が口を挟みました。

「浮嶋さんが髪を束ねていたシュシュから可燃性薬品の成分が大量に検出された。しかも無色無臭のやつだ。意図的に狙われたとしたら、たぶんそこじゃないかな？」

　浮嶋先輩は確かに事件当時、黒っぽいフリルの付いたデザインのシュシュを着けていました。渡り廊下の一件の時はヘアゴムだったはずが……

「怪しいですね、そのシュシュ」

「今、入手経路の特定を急いでいるところだ……よ？　ん、どうしました？　雪ゆき村むら先生……」

　そこで軽部刑事は雪村先生の異変に気が付きました。彼女は気分が優すぐれないように見えます。血の気の引いた青白い顔をしていました。こういう話は想像力豊かな人には少し酷な内容かもしれません。

　軽部刑事が「大丈夫ですか？」と雪村先生に寄り添います。普段の彼女なら「大丈夫です」と遠えん慮りよがちに答えて避けそうなものですが、そんな余裕も無ないようでした。でもわたしは構わず話を進めます。

「──でもまぁ、とりあえずこれで一安心です。ようやく呪のろいや怪奇現象ではなくただの殺人事件だと証明されたわけですし。そして被害者の一番近くに居たわたしは逆に容疑者から外されるわけです」

「いや、殺人じゃなくて未遂事件だ。二人とも死んでいない。浮嶋さんは金沢さんより少しだけ軽症らしい、意識は無いが」

　軽部刑事が雪村先生の傍そばから訂正の声を上げました。雪村先生は口にハンカチを当てていて、少し辛つらそうです。

「二人とも誰だれかから恨うらみを買っていたという事は？　人から焼き殺されそうになるなんて相当な理由があるはずですよ、普通」

「──それが無いとは言えないみたいでね。二年前二人は同じクラスだったんだが、その時一ひと悶もん着ちやくあったみたいだ」

「その一悶着とは？」

「──それは言えない。まだ捜査中なんだ、悪いね」

「……。」

　『言えない』のですか……。何か引っ掛かるような気がしましたが、拘こだわらず別の質問をする事にしました。

「じゃぁ、浮うき嶋しま先輩が焼かれた場所で財布を落とした女子生徒。それが誰だれかは特定出来たのですか？」

「──いや、まだだよ。事件当時その辺を歩いていたっていう女子生徒何人かに話を聴いてみたんだが、どうもはっきりしない。見てないとか、見掛けない顔だったとか。一応個人の名前を出してくれる娘も一人二人いたんだが、その名前の娘に話を聴くと、別の場所に居たって言う。それを証言する娘もいてね。厄やつ介かいな話になっているよ」

「その女子生徒の名前を教えて下さい。名前のあがったほう」

「それを聴いてどうするんだい？」

「その名前の名札を見掛けたら、危険なので走って逃げます」

「……。悪いけど、それも言えないな」

　一いつ瞬しゆん考えたふうな顔をしましたけど、軽かる部べ刑事はそう返しました。彼はここに来て急に口が重くなったように思います。

「どうしてですか！　何だかさっきからいつもの軽部刑事らしくないですよ。あなたから口の軽さを取ったら何が残るっていうのですか！」

　捲まくし立たてるわたしに彼はさらりと言い返しました。

「顔の美しさ、背の高さ、手足の長さ、優しい心──。いろいろあると思うが？」

「そんなもの。あなたが自分で思っているほど大したものではないですよ、実際のところは」

「酷ひどい事を言うもんだ」と笑いつつ、軽部刑事は雪ゆき村むら先生に肩を貸していました。

「悪いけど雪村先生を保健室まで連れて行く。だから……悪いね」

　少しだけ申し訳なさそうに微ほほ笑えんで、軽部刑事はわたしに背中を向けました。何だというのでしょうか、本当に歯切れの悪い、彼らしくもない行動です。

「ひょっとして、何か話せないような理由が……」

「……あるよ。君たちの年齢ではあまり意識しないかもしれないが、大人になったら気にするべき事も沢山ある」

　振り返らず、彼はそう答えました。

「……じゃぁ。他に後二つだけ聴かせて下さい。答えられる範囲で結構なので」

　ハードルを下げると、今度はちゃんと足を止めて振り返ってくれました。

「まず、一つ。軽部刑事はこの犯行、一人でも可能だと思いますか？」

「あぁ、可能だろうね。さっきの君の説明を聞いた限りでは。でも数が居たほうがスムーズに短時間で出来るとも思う。金かな沢ざわさんに掛かった電話の件や財布の娘の件もあるし、複数犯の可能性もあるんじゃないかな」

「そうですか。では二つ目。あの非ひ常じよう梯はし子ごからは何か手掛かりが出ましたか？」

　わたしは南側の物置小屋傍そばの例の非常梯子を指差しました。

　軽かる部べ刑事は首を横に振ります。

「残念ながら何も見つかっていない。足跡ばかりか砂や土まで。犯人はおそらく犯行前後、梯はし子ごを使用していない。どうやってか入手した鍵かぎで屋上へ入り、時計塔の階段を使って校内から逃走したと考えられそうだ」

「どうしてわざわざ物置から遠い階段を使ったのでしょうか」

「それはたぶん、校舎の外から姿を目撃される危険を避けたんだろう」

「校舎内だって目撃される危険はあると思いますが？　いやむしろ、そっちのほうが危なくないですか？」

「そうかな？　だけど犯人はそうは思わなかった。どうしてだと思う？」

「それは…………、あぁ、そうか！」

　どうしてそれに気付かなかったのでしょう。いえ、頭の隅にはあったはずなのですが、それを意識していなかったというか……。これまでのいろんな事を踏まえて考えてみれば至し極ごく当然の推理なのです。

「──そう、つまり。犯人は校内を堂々と闊かつ歩ぽしていても誰だれからも不審がられない人物という事になる。それはすなわち……」

　あまり気分の良い話ではありませんね。でも目を逸そらすわけにもいきません、つまりは……

「犯人はこの学校の中に居る」

　という事になります。

　もしかしたらそいつは私の顔見知りで、もしかしたら話をした事があるかもしれないという事です。あくまでもしかしたらの話ですが。





※






　後片付けを終えたわたしは荷物を取りに部室に戻って来ました。

　疲れたので少し休息を取ろうと、とりあえず自分の席に座ります。そうしたらすぐに目の前に立っている例の彼が話し掛けて来ました。

『よぉ、お疲れさん。実験はどうだった？』

「ありがとうございます。おかげさまで大成功でしたよ」わたしは素直に礼を述べます。

『スカルノの奴やつはどうだった？　役に立ったのか？　アイツ一見強こわ面もてなんだけど、実は意外と世間知らずなお嬢じよう様さまなんだぜ？　だから途中で仕事を投げ出すんじゃねぇかって心配してたんだが……』

「いえ、とんでもない、大活躍でした。凄すごく前向きで、とても燃えておられましたよ。ついさっき第一理科準備室までお送りしたばかりです。少し疲れたと仰おつしやっていました……」

『──ん？　どうした、おまえ。少し妙だな、変な顔して……大丈夫か？』

　【トオル】君は何を思ったのか、いきなりそんな事を言い出しました。

「──妙？　変な顔？　このわたしが？　ごく一部の男子の間では面白くて可愛いともっぱらの評判のはずですが」

『そんだけ言えれば心配はいらねぇようだな……』と呆あきれたように呟つぶやいた彼ですが、『──で、何かあったのか？　そんな顔して』と更に踏み込んで来ました。

　そんな顔がどんな顔なのかはわたしには分かりません。でも【トオル】君に『何かがあった』と想おもわせてしまうような顔をしていたようです。

「べつに何もありませんよ、ただ少し胸の辺りがすっきりしないというか、もやもやしているだけです。心配して貰もらうほどの事でもありません」

『何だそりゃ。拾ったもんでも食ったのか？　それとも何か悩み事でもあんのかよ？』

「いえ、どちらも無ないつもりですが」

『いつからだ？』

「さっき──実験が終わって軽かる部べ刑事に事件の事を聴いたあたりからですね」

『何だよ、軽部かよ。セクハラ発言か何かにムカついてんのか？』

「いえ。でも珍しく彼の口が重かったのです。それが少し妙な気がして、それで……」

　べつに隠す理由も無いので、わたしは実験後の軽部刑事との大まかなやり取りを【トオル】君に話しました。

「金かな沢ざわ先輩と浮うき嶋しま先輩の身に二年前何があったのか、もしくは何をやらかしたのか……とか、財布を落とした疑いのある女子が誰だれだとか。犯人が校内の人間の可能性が高いのであれば、この学校の生徒であるわたしにとっても凄すごく重要な事のはずです。捜査中だとしても、どうして話してくれないのでしょうか……」

『…………。』

　少しだけ考えて『デリケートな問題だからじゃねぇの？』と、【トオル】君は答えました。

『金沢たちの事は置いといて、その【財布の女子】の件な。本当に関係がねぇのなら騒ぎ立てて噂うわさになっちまったら無用な混乱を招いちまう。その女子も無実なのに誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの的まとにされる事になるしな。軽部が喋しやべらなかった理由ってのはたぶんそんなところじゃねぇかな？』

「なるほど……」

　その【無用な混乱】などが学校生活にどういう影響をもたらすのか、わたしには少しだけですが分かります。しかしそれでも、そんなものなど軽部刑事あの人には関係ないように思えるのですが……。わたし個人と一般の感覚では大きく違いがあるようですね……

「──そういえば【トオル】君の方はどうです？　その【財布の女子】が誰かとかの噂が耳に入って来ませんか？　わたしは噂に疎うとい人間ですから聞いていませんが、軽部刑事が心配しているように、実際生徒間はそういう【プライバシーの保護】や【名めい誉よ毀き損そん】的な事に無む頓とん着ちやくで、誰からとなくすぐに噂が流れてしまうはずですから」

『いやそれが、入って来てねぇんだなぁ』

　【トオル】君は『妙なんだよなぁ……』と唸うなるように呟つぶやきました。

『ちょっと妙なんだよ、その件もそうだけど、全体的な雰囲気が。この前お前に調べといてやるといった【ダッコちゃん】と【リングの呪のろい】の件もな。数人の三年生に当たってみたんだよ。そしたら皆一いち様ように口が重てぇんだ、渋りやがるんだよ、どいつもこいつも。【ダッコちゃん】【リングの呪い】の単語自体は口に出してんのにな。妙な話だぜ』

「はっきりと口に出せない理由があるのでしょうか」

『まさか緘かん口こう令れいでも出てやがんのか？　でもそんな話聞いてねぇぞ？』

　ぶつぶつと呟くように言った彼の言葉にわたしは「緘口令？」とオウム返しに尋たずねました。

『──あぁ。何かあるとすぐに生徒の口を塞ふさいじまう、そういう気質ところは昔からあんまり変わってねぇ。この学校って親が権力ちから持ちの生徒がちょくちょく居るだろ？　その関係かもしれねぇけどな。……まぁそういうわけで、前からの二件についてはもうちょっと時間をくれ。はっきりした事が判わかってから教えてやるよ。ついでに【財布の女子】の事も調べを入れといてやるよ。他に何か調べといて欲しいもんはねぇか？』

「いえ、他には特に……」

『あぁ断っとくけど、【レッド・ブルマー】の件は話せねぇぜ？　あんな事公表されたら俺おれだったら生きていけねぇからな。あれこそデリケートな問題だ、慎重に触れねぇとな』

「はいはい……」ここに来てまたそれ……、冗談のつもりなのでしょうか。

「……心配しなくても『教えて欲しい』などとは口が裂けても言いませんよ。そのまま誰だれの目にも触れさせず、後ご生しよう大だい事じに墓穴まで持って入って下さい」

　何だか余計にもやもやして来ましたよ……












　　[image: ]　　　　どんな手順で







　週が明けて月曜日。朝、わたしが登校すると昇降口が何だか騒がしい様子でした。

　そして妙な臭いがしていました。石油ストーブを緊急消火した時みたいなのと、それに混じってナイロン的な何かが燃えたかのような鼻につく臭い……

　わたしがそれの出所を追うと黒山の人だかりに辿たどり着つきました。そこは二年のわたしのクラスの下駄箱でしたが、集まって来ている人たちは他よ所そのクラスの人もいれば、学年の違う人もいました。妙に思って更に近付いてみると、その中の一人がわたしに気付きました。

　顔を見た瞬しゆん間かん「あっ！」とその人が声を上げます。酷ひどく驚いた顔でした。

　するとその声につられて他の人たちもわたしに気付いて、まるでオセロで一列表裏が反転するのを見ているように、皆が次々に同じ顔付になっていきます。

　そしてその皆が誰だれからともなく左右に移動を開始して、まるでモーゼの十じつ戒かいで海が割れたかのように、わたしの前に道が出来ました。

　どうやらその道はわたしの下駄箱へと真まっ直すぐに伸びているようでしたので、怪け訝げんに思いつつも足を踏み入れました。

　そしてそのまま歩を進めると、その先に在あるわたしの下駄箱が───




　　───　焦こげていました……




　にわかに信じられないような光景ですが本当に焦げていたのです。この学校の下駄箱は一つ一つに扉の付いた木製の代しろ物ものなのですが、扉の閉まった状態の、わたしの下駄箱内の空間スペースと扉との隙すき間まから、例の鼻につくあの臭いを伴った黒い煙が漏れ出ていたのです。

　　　…………。

　このまま見ていても仕方ないので、とりあえずわたしは扉を開けてみる事にします。

　皆が見守る中、わたしがゆっくりとその扉を引くと、中からぼあぁっと黒い煙の塊かたまりが出て来て、わたしは思わず顔をしかめました。

　その煙の塊が出て行った後には、煤すすこけた下駄箱の内面と、焼け焦げて元の色合いと原型の怪しくなったわたしの上うわ履ばきが……

　　　　ぱたんっ……

　と、そこでわたしは無言で扉を閉めました。

　周りでわたしの一挙手一投足を見守る野次馬たちも同じように無言で、辺りはしぃんとした重い静寂に包まれました。

　わたしの下駄箱の上の列に目をやると、そこには『炎ほのおの魔ま術じゆつ師し参上！』の文字が大きく、閉められた扉の上から缶スプレーで殴り書かれていました。

「…………。」

　わたしはその場で外靴を脱ぎ、靴下のまま校舎に上がりました。そしてそのまま廊下を教室とは逆方向目指してゆっくりと歩き始めました。廊下の端まで行ったところで後ろの昇降口が急にざわつき始めたのですが構わず、わたしは正面玄関へと向かいました。




　しばらくして来客用の下駄箱からスリッパを調達して昇降口まで戻って来ると、そこには数人の先生が居て、教室に向かうよう怒鳴りながら人払いをしているところでした。

　その中の生活指導の男性教諭がわたしに気付いて、傍そばに寄って来ました。

「化あだし野の、ちょっと来てくれ……」

　そしてわたしの手を掴つかんで半ば無理矢理引っ張って行きました。





※






　連れて行かれたのは校長室でした。二週間ほど前にも来ましたが、その時から今も特に変化は無なく、相変わらず妙な場所だと思いました。あまり広くない室内に無理矢理立派な校長席と黒革張りの応接セットを押し込み、壁には歴代校長の顔写真が掛けられ、隅の方に何の大会の物かよく分からない優勝旗やらトロフィーやらが飾られた、校舎内で最も学校らしくない、とても安っぽい豪ごう華かさを感じさせる異空間です。

　わたしは部屋の真ん中──応接セットの黒革張りソファーに座らされ、隣となりには担任教師、テーブルを挟んで向かい側には教頭先生が座りました。校長先生は自分の席に深く腰を下ろしていて、その他は先ほどの生活指導担当や各学年の学年主任など、わりと権力持ちの先生方が応接セットを取り囲むように難しい顔をして立っていました。その中に何な故ぜか雪ゆき村むら先生が混じっていて、彼女は担任教師のちょうど後ろ辺りに居ました。

「さっそくだが、化あだし野のさん。何故あぁなったのか、教えてくれないか？」

　わたしがソファーに腰を下ろしてすぐに教頭先生がそう尋たずねました。わたしは「分かりません」と正直に答えます。

「登校して来たらわたしの下駄箱が燃えていたのです、何故か。中に勝手に燃え出すような物を入れた覚えはありません」

「……それはつまり、誰かがやったという事なのかな？」

「──はい。そうなると思います」

　……当然でしょう。いくらわたしでも、自分で私物に火を点つけて、その付近に落書きして喜ぶような奇き天て烈れつな性癖など持ち合わせていないはずなのですから。

　しかしわたしがきっぱりとモノを言うと、周囲の先生方の纏まとう空気がざわっと揺れました。

「心当たりは……、あるのかな？」

　教頭先生はゆっくりと慎重に言葉を選んだ様子でした。でもわたしは即答でした。

「ありますよ」

　空気はどよめきに変わります。

「でも、あり過ぎて特定は出来ません。わたしの事は全校生徒の大半が心良く思っていないはずですので」

「化野さん……」呟つぶやいて、教頭先生は俯うつむいて辛つらそうな様子で眉み間けんに指を当てました。

「君がこれをどんなふうに捉とらえているのか、私には今一つ分からないのだが、ね。おそらく君が考えている以上に重大な問題なんだよ……」

「そうですか、大変ですね」

「あぁぁぁっ！　どうしてこんな問こ題とが起きるんだ！　最近ようやく落ち着いて来たと思っていたのにぃぃ……」教頭先生は頭を抱えて嘆きました。

「──君、本当に犯人に心当たりが無ないのか？　普通に学校生活を送っていて下駄箱を放火された生徒など、私は今日まで見た事がないぞっ！　もう一度よく考えてみてくれ、絶対に君は何ど処こかで誰だれかに何かをしているはずだっ──」

「ちょっと待って下さいっ！」

　と、そこで話に割り込んで来たのは雪ゆき村むら先生でした。

「その言い方はあんまりじゃないですか？　今回彼女はあくまで被害者であって加害者じゃありません。それを教頭先生は……」

「分かっている、そんな事は！」

「いえ、分かってないですよ。さっきから聴いていたら──」

「雪村先生はあの事件を知らんからそんな事が言えるんだ！　事件後私たちが皆、どんなに苦しんだ事か！　何も事情を分かっていない新しん参ざん者ものが知った顔で口を挟むんじゃないっ！」

　彼女の性格からは意外に思えるほど、それでも食って掛かろうとする雪村先生を今度は担任教師が制せいし窘たしなめました。そして──

「──それで。これからどうされるおつもりですか？」

　担任教師はまず教頭先生を見て、それから奥の席の校長先生に視線を移しました。

　今まで傍観するように黙って話の流れを見守って来た校長先生は、そこでわたしに向き直り、ゆっくりと口を開きます。

「……化あだし野のさん。あの下駄箱の事、そして今のここでの事を誰だれにも話さないでいてくれますか？　学校側わたしたちとしては事を大おお袈げ裟さに、荒立てたくはないのでね」

「しかし、目撃者が多数いますよ……」と担任教師が言いました。校長先生は担任教師を見て、そして周りの先生方を見回しました。

「学年主任の先生方は各クラス担任に、緘かん口こう令れいを敷くよう伝えて下さい。それでもし外部に漏れて何か尋たずねられても『一応警察に調べて貰もらった』『ただの悪戯いたずらだった』と答えるようお願いします」

「実際警察には？」

「私のほうから伝えておきますよ」

　わたしの目の前でわたしの都合に関係なくどんどんと話が決まっていきます。そんな中、水を差すように「すみません、質問があります」とわたしは口を挟みました。

「誰にも話してはいけないというのは、両親にもですか？」

「……そう。出来ればそうして貰いたいね」

　校長先生は小学生に言い聞かせるような、ゆっくりはっきりと穏やかな口調でそう答えました。

「──いえ、それはさすがに困ります。上うわ履ばきを買い換えなくてはいけませんから」

「じゃぁ、それは学校側わたしたちで手配して今日中に君に届けさせよう。代金も学校持ちわたしたちだ。それで良いかな？」

「はい。」とわたしは答えました。断る理由はありません。校長先生は頷うなずいて、そして先生方を見回しました。

「ではそういう事で、皆さんもよろしいですか？　他に質問のある方は……」

「校長先生っ！」

　雪ゆき村むら先生は険しい顔で校長先生を睨にらんでいました。

「事件の詳しい内容も、その後の苦労も何も分かっていない新しん参ざん者ものですが質問させて下さい。あなたはこんな揉もみ消けし以外の何ものでもない手こ段とが最良の解決策だとお考えなんですか？　生徒を守るため──正しい方向へ導くために教師わたしたちは学こ校こに居るのではないのですか？　こんな事であなたは──皆さんも、『わたしは教師だ』と胸を張って言えるんですか？」

　先生方の空気が再びどよめき始めました。しかし校長先生だけは落ち着いたもので、「ふぅ……」と小さく息を吐くと、「雪村先生……」と彼女に向き直りました。

「──私もね、この四月からの新参者なんですよ。当時の詳しい事情も苦労も分かりません。それでもこれが最良策だと考えていますよ。まぁ、確かに胸を張れない部分もあるでしょうが、そこは堪こらえて下さい。生徒だけでなく、学校を守る事だって教師の立派な務めのうちですから」

　それでも更に校長先生に食って掛かろうとしている雪村先生でしたが、校長先生はそれに構わず、『ミーティングは終わったので仕事に戻るように』という内容の事を喋しやべって、皆に退室を促していました。先生方は皆退室して行きます……

「あの、わたしは……」

「化あだし野のさんもご苦労様。教室に戻って良いよ」

「……はい。では失礼します」

　軽く礼をしてわたしは校長室を後にしました。

　立ち去り際、ただ一人室内に残る雪村先生をちらりと見ました。彼女は顔を伏せていましたが、覗のぞき見みられたその表情はとても複雑難解なものでした。
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　放課後、わたしは生徒会室の前に立っていました。ノックをすると中から「どうぞ」と返事が聞こえたので、扉を開け、中へと入ります。

　この部屋に入るのは初めてのわたしは、入室するなりぐるりと室内を見回しました。個人の机や壁のロッカーや棚たななどが無なく、代わりに真ん中に幾いくつかの長机が口の字型に並べられていて、隅の方に移動式のホワイトボードが置いてあります。それ以外は普通の教室と同じ大きさの同じ作りになっているようでした。

　長机には幾つものパイプ椅い子すが並べられていましたが、今現在そこに座っているのは女子生徒ただ一人でした。

　大人びた雰囲気の、目立たないけどそこそこ整った顔に半はん縁ぶち眼鏡めがねを掛けた、ショートカットの髪の清潔感ある女子。座っていても分かる長身のせいで、何だか縦に細長い印象を受けました。

「素もと草ぐさ先輩は今何ど処こかに出られているのですか？」

　わたしは彼に用があったのですが、姿が見当たりません。

「素草君なら今日は来ないわよ。来週末の熱気球搭乗会の件で、会長と一緒に打ち合わせに行ってるの」

　あぁ、そういえばそんな話がありましたね、確か。

「失礼しました……」

「だったら用は無ない」とばかりにわたしは背を向けて退室しようとしました。でも彼女はそれを呼び止めました。

「素草君に何か用だったの？　明日でも良ければ伝言しておこうか？　わたし同じクラスだから」

「あぁ、いえ。少し聴きたい事があったので……、また来ます」

　そう言って退室しようとしましたが、彼女は再びそれを呼び止めました。

「それは個人的な内こ容となの？」

「──いえ。違います。どちらかと言うと学校に関する事ですね。出来たら三年生に尋たずねたかったので」

　わたしには彼以外に相談事の出来る（？）三年生の知人はいませんから、選択肢は他に無いわけです。

「──そう。もし、わたしでも良ければ聴くけど？　わたしも三年生だし生徒会役員だから、学校の事なら他の人より少しは詳しい自信があるの」

　そう言って軽く微ほほ笑えむ彼女。その真意は親切心なのか責任感なのかは分かりませんが、わたしにしてみれば願ったり叶かなったりです。断る理由はありませんでした。

「わたしは生徒会副会長の【辰たつ巳み鈴りん花か】、よろしくね。あなたは確か二年の、あ──」

「【エーコ】で結構です。辰巳先輩」

「ぇっ、でも……」と躊ちゆう躇ちよする彼女にわたしは「構いません」とねじ伏せるように言いました。

「……じゃぁ、【エーコ】さん。それで聴きたい事というのは？」

　彼女は椅い子すを差し出して着席を勧めてくれました。有あり難がたく厚意を頂ちよう戴だいしつつ、わたしは素草先輩に尋ねるはずだった内容を口に出しました。

「わたしが聴きたいのは【リングの呪のろい】と【ダッコちゃん】に関する事です。この噂うわさは三年生を中心にして広まっていると聞きました。人体発火事件の金かな沢ざわ先輩と浮うき嶋しま先輩がそれに関わりがあるのかどうか……、その辺も教えて欲しいのです」

　わたしは今日、本気で二件の人体発火事件の背景について調査を始める事を決めました。何な故ぜかと問われれば、それはこのタイミングでわたしの下駄箱が放火されたからです。これは二日前の屋上での実験の成功が関係しているかもしれません。

　人体発火と【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】との関連は、軽かる部べ刑事が『調べている』と以前話していましたし、それに二日前には犯人は校内に潜ひそんでいる可能性が高いとも言っていました。つまりもし下駄箱放火が、学校側の言い分の『【炎の魔術師】の名前を借りた只ただの悪戯いたずら』などではないとしたら、手口を暴いたわたしへの「これ以上首を突っ込むな」という犯人からの警告とも取れるのではないかと思うのです。でももしそうだとしたら、犯人が何ど処こで一部の学校関係者と警察関係者しか知り得ていない実験の事を知ったのか……、謎なぞは更に増える事になりますが。

　人体発火や下駄箱放火の犯人の事を調査すると意気込んでみても、素人しろうとのわたしには具体的にいったい何をどうやって、どんな順番でどんなふうに探っていけば良いかなんて分かりません。だからとにかく関連ありそうな事柄を片っ端から潰つぶして行くより他ないと思い、それでまず最初に思い付いたのがこの噂うわさだったわけです。……【トオル】君から情報がもたらされるのをただ座って待ってはいられませんでした。わたしはわりと気が短いもので。

　辰たつ巳み先輩は難しい顔をして思案していました。でもすぐに「これは話していても聴いていてもあまり気分の良い話じゃないわ。だからわたしから聴いたという事は黙っていて欲しいの」と前置きして話してくれました。

「あなたは運が良いのかもしれないわね、素もと草ぐさ君じゃなくてわたしに聴いた事。これは二年前──わたしたちが一年生の時に起こった事件が発端になっているの。素草君は去年の四月に他よ所そから来た編入生だから、事情には詳しくないわ」

　辰巳先輩は沈んだ声でしたが、でも正面からわたしの顔をじっと見詰めていました。

「……【リング】も【ダッコちゃん】もね、人に付けられた渾あだ名ななの。【リング】の本名は【公きみ塚づか円まどか】、【ダッコちゃん】の方は【水みず野の透とう子こ】よ……」

　後者の名前に聞き覚えがあって誰だれだったかと考えていたら、辰巳先輩が「現生徒会長よ」と教えてくれました。

「透明の【透】という字が名前に使われているのに、お腹の中が真っ黒に濁にごっているから【濁だく子こさん】……、それが訛なまって【ダッコちゃん】となったのよ。面白いでしょう？」

　……確かに面白いです。彼女にぴったりの渾名と言えますね。しかし、わたしも人の事は言えませんが同級生にそこまで言わせるとなると……

「彼女は何をやらかしたのです？　二年前にいったい何があったのですか？」

　その質問をすると辰巳先輩から「エーコさんは水野会長と面識は？」と尋たずねられたので「一度だけあります」と答えました。更に「何か話をした？」と尋ねられたので正直に話しました。

「何でもわたしみたいな人間が嫌いだとか。自分の居場所がどうとか。それに金とか水とか訳の分からない事を一方的に言われましたね」

「なるほど、だったら話は早いわね……」辰巳先輩はそこで一度小さく息を吐き出しました。

「……彼女──水みず野の透とう子こもね、素もと草ぐさ君と同じで他よ所そから来た人間なの。二年前の入学時──四月からだけど。中学までは他所の地方で過ごしていたわけだから、当然最初、彼女には友達がいなかった。でも彼女は親切に声を掛けて来た一人の女子生徒を利用して、陥おとしいれて、クラスの輪から弾はじき出だして、そこに居場所を得たの。彼女がそれを【アルキメデスの原理】に準なぞらえて自慢げに話しているのを聞いた事があるわ。【アルキメデスの原理】は知っているかな？」

「確か、『流体中の物体は、物体が押おし除のけた体積分の流体が受ける重力に等しい浮力を得る』……とか。例えば水をギリギリまで溜めた水槽に鉄てつ塊かいを入れた場合、鉄塊が押し出して零こぼれた水の体積は鉄塊の体積と等しくて、その零れた水の体積に掛かる重力分だけ鉄塊は水槽の中で浮き上がる力を得るという事ですよね」

「概おおむねそういう感じよ。彼女はそういう原理や定理に詳しくて、それが世の中や人間関係の理のように考えているところがあるわ。水を溜めた水槽が人の集団、自分が金塊で、自分が入って押し出された人の大きさや重さ──つまり価値のようなものね──その分、集団の中で自分の地位が向上する……と、そういう事らしいの」

　正直何だかずいぶん斜め上からの物の見方で無理矢理っぽいようにも思えますが。でもその考えで行くとするなら……

「でもそうなると、その生いけ贄にえになった親切な女子生徒はずいぶんと価値のある人だったのでしょうね。水野先輩はこの学校という集団の中で生徒会長にまで昇り詰めているわけですから」

「………そういう事になるかもね。あの娘なら生徒会長くらいわけなかったかもしれないわ」

　辰たつ巳み先輩の表情に今まで以上に暗い陰が落ちます。そして「でもあんなのはインチキだわ……」と呟つぶやきました。

「……水野透子はね。その女子生徒を輪から弾き出した後でも叩たたき続つづけたの、クラスの皆を巻き込んで徹底的にね。結果、その年の冬のある日、その女子生徒は自みずから首を吊つって死んだわ。そして皆の間には後悔と罪悪感と、水野透子に対する恐怖が残った───つまりね、零れた水に体積と重力を増すようインチキしたのよ、あの女は……」

　確かにあの水野先輩ならやり兼ねないかもと思えます。でも話を聴いていて少し納得いかない部分もありました。

「もう言わなくても分かると思うけど、自殺したその女子生徒が公きみ塚づか円まどか──マドカという字は【円】と書くから、【リング】と皆の間で隠語のようにして使われているわ。そして彼女を叩いていた中心人物が【水野透子】【浮うき嶋しま棗なつめ】【金かな沢ざわ朱あけ実み】の三人よ。これが『【リングの呪のろい】で次に死ぬのは【ダッコちゃん】』という噂うわさの真相……だと思うの」

　……なるほど。概おおむね理解出来ました。つまりあの人体発火は、恨うらみを残して死んだ公塚先輩が、自分を自殺に追い込んだ人物を、その【呪い】でもって次々報復して行っている──と三年生の先輩方は思っているわけですね。……でも。わたしは人体発火の真相を知っているせいなのか、疑問……というか納得出来ない事が二つあります。それを辰巳先輩に尋たずねてみる事にしました。わたしが伺いを立てると、彼女は「えぇ、わたしに分かる範囲の事なら」と頷うなずいてくれました。

「──まず一つ。【炎】や【赤い外套コート】という単語は公きみ塚づか先輩の自殺と何か関連がありますか？」

　辰たつ巳み先輩たちには【呪のろい】でも、わたしにとってこの件は【犯人が実在する殺人未遂事件】です。その犯人が何な故ぜあんな回りくどい方法で犯行に及び、おまけにあんな目立つ赤外套の格好をしていたのか。ただ殺したいだけなら他にもっと効率良くて目立たない方法や格好があるというのに。まだ何か知り得ていない情報があると考えたわけです。

「……関連あるわよ。彼女たちが公塚さんにした一番酷ひどいと思われる行為が、頭から可燃性の赤ペンキを一缶丸々振り掛けて火を点つけた……というものだったわ。その数日後公塚さんは自殺しているの。皆が【呪い】だって騒いだのにはそういう理由もあったと思う……」

　なるほど、犯人はそこら辺の事情に詳しい人物ですか……と言っても、辰巳先輩の口調からだと結構有名な話のような印象ですが。

「二つ目です……」これがさっき話を聴いていて少し納得いかないと感じていた部分です。

「さっき辰巳先輩は公塚先輩の事を大変高く評価しているような印象を受けました。『あの娘なら生徒会長なんてわけない……』とか、何とか。それはつまり高い能力と皆からの厚い信頼を併せ持った人物だったわけですよね？　それなのに何故、皆は彼女を助けなかったのですか？　何故水みず野の先輩の言いなりになったのですか？　いくら水野先輩が狡こう猾かつだったとしても、この高校に公塚先輩の味方がいなかったとは思えないのですが。この学校には寮が無ないので、通っている生徒のほとんどが地元民のはずです。彼女にとってここは中学校時代これまでに信用を積み重ねて来た自地ホームで、水野先輩は他よ所そから来たわけだから敵地アウエーとなるはずです。たとえクラスで孤立しようと中学校時代の知り合いが他クラスには居るでしょう。その友人の誰だれかが手を差し伸べはしなかったのですか？」

　それを聴いて辰巳先輩は顔を伏せました。この質問は彼女にとってあまり触れて欲しくない内容のものなのでしょうか。

「……えぇ、……そう、そうよね。普通そう思うよね。でも助けなかった……その他クラスの友人の一人がわたしなのよ……」

「………。」

「これでもわたし、小・中と学校が彼女と同じで、ずっと親友だったつもりよ。この学校に入って疎遠になったけれど……」

「………。助けなかったのは何故ですか。何か理由が？」

　辰巳先輩にもいろいろ想おもうところはあるでしょう。でもわたしは構わず問いました。何故か妙にそこを知りたいと思ってしまったのです。

「……彼女は良いコだった。出来過ぎなくらいに良い人間だったの。努力家で控えめだけど誰にでも優しくて温かい性格で人当たりも良くて……、おまけに見た目も完かん璧ぺき──可愛くて清潔感もあった。男女問わず誰だれもが彼女に好感を持っていたに違いないわ。わたしも彼女に憧あこがれて、彼女のようになりたいと願った事もあった。……でもね、わたしには彼女を慕う気持ちと同じくらい──いえ、それ以上に、全まつたく逆の感情が心の何ど処こかにあったの。彼女がクラスで酷ひどい苛いじめにあっていると耳にした時、可か哀わい相そうと思う反面、『ざまぁみろ』と強く思っていた。小学校時代、わたしは片かた想おもいの男子に告白したけど彼は彼女の事が好きで、それでフラれた苦い思い出とかあったから。『わたしの方が絶対彼の事が好き。彼のためなら何でもしてあげられる』──って、そう思いさえしていたのにね。そういう想いをした女子は結構いると思う……」

　わたしは何な故ぜか胸の奥がざわついて、黒い何かが溜まっていくように感じていました。

「女子の支持を得られなければもう駄目よ。あなたも分かっていると思うけど同年代の男子って女子を敵に回したくない生き物だからね、役には立たないわ……」

　胸の何かは益ます々ますその黒さを色濃くして行きます……

「──つまり、あなたが彼女を助けなかったのは、たかが【嫉しつ妬と】が理由だと？」

　吐き出したそれは自分でも驚くほど冷ややかな口調でした。

「……そうね、たぶんそういう事だと思う。だからわたしは彼女に対して罪悪感を持っているの」

「反へ吐どが出そうです……」

　わたしは吐き捨てるように呟つぶやくと、立ち上がって辰たつ巳み先輩に背を向けました。

「もう結構です。ありがとうございました……」

　そのまま扉まで歩いて行って「失礼しました」と退室しようとしたところ、その背中が本日三度目、呼び止められました。

　わたしが振り返った時、顔を上げた辰巳先輩の表情には最初の落ち着いた大人の雰囲気がもう概おおむね戻って来ていました。

「噂うわさの真相を話した代わりといっては何だけど、あなたに聞いて貰もらいたいお願いが一つあるの」

　わたしの顔を真っ向から見詰めるその目から彼女がふざけていない事が分かります。わたし個人の感情は別として、確かに彼女にはその権利があります。等価交換、ギブ＆テイクとも言いますね、こういう状態は。

「もう、素もと草ぐさ君には近付かないで欲しいの」

　　…………。

「それはいったいどういう理由からでしょうか？」

　いろいろと勘違いされているのでしょうか。今日が特別で、いつもは決してわたしから彼に近寄って纏まとわり付ついているわけではないのですが……

「最近、彼が嬉うれしそうに話すのよ。面白い友達が出来たって、あなたの事を。でもね、わたしたちは今年受験でしょう。大事な時期だから厄やつ介かい事ごとには巻き込んであげて欲しくないのよ。それに詳しくは知らないけど、彼は家庭の事情で今は叔母さん夫婦の家に居い候そうろうさせて貰もらっている立場らしいの。その辺も考慮してあげてね、分かるでしょう？」

「なるほど……」

　確かにそれはそうです。大事な時期に鼻はな抓つまみ者ものに関わって、今後の順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生に綻ほころびが出てはいけませんし、立場の問題もあれば尚なお更さらです。本来わたしは自身の事を、誰だれにも関わってはいけない人間なのだと思っています。だから納得出来る理由でした。

「分かりました……」

　そして頭を下げて、わたしは彼女に背を向けます。今度は呼び止められる事も無なく退室出来ました。何な故ぜだか一秒でも長く辰たつ巳み先輩の顔を見ていたくなかったし、わたしも彼女に顔を見せたくない奇妙な気分で、自然と早足になりました。

　生徒会室や彼女から去り、離れても、胸の黒い何かは小さく淡くはなりそうにありませんでした……





※






「やぁ、どうも」

　翌日の放課後。ＨＲを終えて教室を出たところでわたしは素もと草ぐさ先輩に声を掛けられました。

「………。」

　わたしは無言でその前を通り過ぎます。

「ちょっ、ちょっと待ってよ」

　彼は慌てて追いかけて来て、わたしの隣となりに並んで廊下を歩き出しました。

「昨日、僕ぼくに会いに来てくれたんだろ？　生徒会室まで。辰巳さんから聞いたよ」

「用件はもう済みましたから。あなたに会う理由はありません。それに……」

「辰巳さんが言った事気にしてるの？　実はその事で謝りに来たんだよ、不快な思いをさせたんじゃないかと思って。彼女、しっかりしていて真ま面じ目めで思いやりのあるコなんだけど、少々心配性でお節介なところがあって……、でも決して悪いコじゃないんだ」

「分かっていますよ。あなたと水みず野の会長に挟まれて大変苦労されている事でしょうね」

「まぁ、だから。彼女の言う事は気にしないで。これは僕らの問題だよ。というより、僕が好きでやってる……」

「………。」

　一方的に喋しやべる彼に何も返さず、わたしはただ歩を進めました。階段を下り、昇降口へと向かいます。やがて昇降口に着いて、黒くろ焦こげのままの下駄箱を開ける時になっても、彼はわたしの隣に並んでいました。

「あれ？　もう帰るの。部活は？」

「サボります。今日は公きみ塚づか家に話を聴きに行こうと思っていますので」

「あぁ、例の女の子の……、うん、なるほど。じゃぁ僕ぼくも一緒に行くよ」

「──はぁっ？」

「訪ねた事の無ない家だろ？　それに帰る頃ころにはもう暗くなる。女の子一人じゃ心配だし」

「べつにそんな事、どうでも……」

「いや、駄目だよ。ここで僕を連れていかなきゃ、明日から休み時間毎ごとに君に逢いに教室を訪ねるから。僕の事、友達だって認めて貰もらえるまで……」

　それは地味に最悪な行為ですね……

「だから僕も一緒に行くよ」

　何がだからなのか分かりませんが、彼なら本当にそういう事をやり兼ねないと思ったわたしは、しぶしぶ彼の同行を許可する事にしました。

「ありがとう。じゃぁ、ちょっと待っててくれる？　帰り道に寄ろうと思ってた友達ん家ちに電話しなきゃ……」

　嬉うれしそうに笑って公衆電話のある玄関に向かおうとする彼に、わたしは自分の携帯電話を差し出しました。最近両親が心配性なもので持たされているのです。

　彼は「えっ、貸してくれるの？　僕、携帯電話持ってなくてさ。悪いね、ありがとう」とか言いながら、昇降口の隅っこの方へ行って電話を掛けていました。

　用事があるならそちらを優先したら良いのに……。相変わらず訳の分からない人です。







「ところでその何とかさんの住所ってどうやって調べたの？」

「図書室の倉庫に過去数年分の学級名簿が保管されているのです。しかも管理は杜ず撰さんで簡単に閲覧出来ます」

「うわ、適当なんだね」

　公塚家に向かう道中、素もと草ぐさ先輩と並んで歩きながら、そんな話になりました。

「──適当。」わたしは溜ため息いきをつきます。

「素草先輩って恋人カノジヨいます？」

「えッ！」

　唐突だったからでしょうか、わたしの質問に彼は過剰に驚いていました。

「ぇ……ぃや、いないけど。でも、それってまさか……、この質問、この展開って……」

「──いや、いたら可哀相だと思いまして。その人が、何となく……」

「………………………そう。」

　あたふたと浮ついて落ち着かない様子から一いつ瞬しゆんで肩を落とすほどの落胆ぶり。その高低差には目を見張るものがありました。そんな先輩の様子を傍そばで見ていて、わたしは改めて訳の分からない人だと思いました。

「そういえば前に片かた想おもいの女性がいたとか言っていませんでしたか？　腕輪ブレスレツトを貰もらったとか何とか。──ぁ、今日は着けていないのですね」

　ふと目をやると、先輩の左手首には以前に音楽室で見かけた腕輪が在ありませんでした。

「あぁ、腕輪ね。今はポケットに入れてるよ。いつも持ち歩いているけど、着けるのは大事な──特別な時だけなんだ。……ぁあ、いや。だからって【エーコ】ちゃんと一緒に居るこの時間が特別じゃないってわけではないんだよ。そういうんじゃなくて、僕ぼくにとって腕こ輪れは、その……」

　先輩は何な故ぜか取とり繕つくろうように言葉を紡つむごうとしましたけど、どうも旨うまく行かない様子でした。

「その人とはどうなったのです？」

　べつに大して興味があるわけでもありませんが一応聴いてみました。世間話程度のつもりだったのですが、その質問は先輩の表情に影を落としました。

「──フラれたよ、少し前に。長い間ずっと好きだったくせに、約束を破って彼女を悲しませてしまって。それで愛あい想そを尽かされて、捨てられた。まぁ悪いのは僕の方なんだけどね……」

　そう呟つぶやくような声で零こぼして、先輩は寂しく笑いました。

「あぁ、可愛いコだったなぁ。すごくさらさらで柔らかい髪をしていてね。触ると『きゃっ』とか言って恥ずかしがってさぁ……」

　先輩は横からわたしの顔をじっと見詰めます。

「君の髪にすごく似ていたよ……」

　そう言って手を伸ばして来たのを、わたしは身を翻ひるがえしてひらりとかわしました。

「だからといってわたしの髪に触れないで下さい」

　物欲しげな顔をしている先輩に、わたしは「誰だれにでもこんな事をしているのですか？」と冷たく質問を浴びせます。

「──なっ、誰にでもじゃないよ！　僕は自分が可愛いと思った女の子にしかしないよ」

「その可愛いと思った女の子はそこら中にいるのでしょう？　わたしの知人に似たような事を言う人がいますよ」

「……ぁ、それって先週保健室で会ったあの刑事さん？」と先輩が聞くので、わたしは「はい」と答えました。

「──やっぱり。あの人は僕と同じ臭いがすると思ったんだ」

「えぇ、そうかもしれませんね。最近のわたしに積極的に関わろうとする人間は、皆、変な人ばかりですから」

「じゃぁ、雪ゆき村むら先生も？」

「…………。」

　唐突に出て来たその名前に、わたしは思わず言葉を失いました。

「……どうしてそこで雪ゆき村むら先生の名前が？」

「いや、だって。前にお茶会とかして仲良さげだったじゃないか。だから……」

「あれは彼女が勝手にやっているだけですよ。勝手なのです、いつも押し付けがましい……」

「……ひょっとして、【エーコ】ちゃん。雪村先生の事嫌いなの？」

「えぇ、そうです。大嫌いですが。何か問題でも？」

　何な故ぜか少しムキになってわたしは肯定しました。棘とげの有ある口調でした。でも驚く先輩の顔を見てすぐに冷静に戻りました。彼に当たっても仕方ありません……

「……ぁ、その、すみません。実は昨日辰たつ巳み先輩に公きみ塚づか先輩の話を聴いて、その後で気付いてしまったのですよ。わたしがどうして雪村先生の事を以前からずっと気に食わなかったのかを。……彼女はわたしが持っていないものを沢山持っています。でもそれに無自覚で無む頓とん着ちやくで、自みずからの行動がそれらを危うくしている事実にまるで気付いていない、その迂う闊かつさに腹が立っていたのではと思うのです。まぁ簡単に言うと【嫉しつ妬と】の一種なのでしょうね。……格好悪い話です。わたしは彼女のようになりたくてもなれない、だから羨うらやましがる感情なんて持っていないつもりでした。それなのに心の何ど処こかにそんな気持ちがあって、そしてそれに踊らされていたとは……」

「悔しい……のだと思います、そして恥ずかしいのだと……」とわたしは吐と露ろしました。

「──いや、格好悪くなんかないよ。そんな感情誰だれでも持ってるし。それに雪村先生のようにだってなれるよ。【エーコ】ちゃんなら、そのうちきっと……」

　先輩は何故か取とり繕つくろうようにそう言ってくれました。

「ありがとうございます。でも……」

　わたしは首を横に振りました。

「ある人によればわたしのような人間は水槽から【零こぼれた水】なのだそうですよ。零れた水はもう二度と元通りにはならないそうです……」





※






　公きみ塚づか家はとある住宅地の一角に在ありました。玄関の呼よび鈴りんを鳴らすと白髪しらが頭あたまの女性が出て来ました。実のところ、いきなり押しかけて故人の事を尋たずねて、それで家の人は快く彼女の事を話してくれるだろうかと不安に思っていた部分もあったのですが、その点は素もと草ぐさ先輩が旨うまくやってくれました。わたしは公塚先輩の元後輩、素草先輩は元同級生という設定で、二人とも生前の彼女と仲が良く、今日は彼女に手を合わせに来たとか何とかいう出で鱈たら目めを彼は平然と話していました。

　そのお陰でわりとすんなりと家に上げて貰もらえて、そして通された仏間では位い牌はいに手を合わせました。その際に遺影でわたしは初めて【公塚円まどか】という女性の顔を知りました。白髪の女性──公きみ塚づか先輩の祖母──の話では、高校の入学式の時の写真だそうですが、今のわたしよりずっと大人びた顔立ちです。辰たつ巳み先輩が言っていた通り、確かに綺き麗れいで控えめな雰囲気でした。

　そこには他に公塚先輩の祖父も居て、二人で彼女の思い出話を語って聞かせてくれました。彼女は幼い頃ころに事故で両親を亡くし、祖父母の下で育てられていまして、一人っ子だったため、遺族は二人だけになるそうです。

　学校から呼び出しを受けるような事が度たび々たびあり、祖父母も公塚先輩が何か苛いじめのようなものを受けている事には気付いていたそうです。でも彼女自身が『大丈夫、何も無ない』と言い張って、毎日学校に通っていたし、家の中では常に明るく振ふる舞まっていたため、自みずから命を絶つまで彼女がどれほど追い詰められていたかを理解出来ていなかったようです。

「わたしたちはあの娘が小さい頃からずっと、『わたしたちはいつでもあなたの味方よ』と言い続けて来たのに……。それなのに言っているだけで、実際は味方にはなり切れていなかった。あの娘はわたしたちに心配を掛けまいとして、無理していたのよ………」

　祖母は目に涙を浮かべて声を震わせていました。

　公塚先輩は最期まで誰だれにも胸中を明かさず、そして祖母の話によると、苛めの証拠になるような物も何ど処こにも残していなかったそうです。

　だから結局───

「………最近事故に遭あった生徒というのは、円まどかを苛めていた生徒なのかい？」

「──えっ？」

　ふいに祖父のほうに尋たずねられ、わたしは思わず「事故？」と尋ね返してしまいました。

　彼はそれに「あぁ」と頷うなずきます……

「少し前にテレビのニュースで一度やっていたんだよ。詳しくは言っていなかったから良くは分からないが、文あや目め沢ざわ高校で事故が起きて生徒が巻き込まれて重傷だと。それから少し経って若い刑事が一人、『確認』だと言って円の自殺の件を聴きに訪ねて来たから、まさかそうなんじゃないかと二人で話していたんだが───違うのかい？」

　わたしは首を横に振り、「そのとおりです」と答えました。本当はだいぶ違うのですが……。

　テレビをあまり見ないし噂うわさ話ばなしも得意ではないわたしは、一般に流れている報道内容を詳しく知りませんでした。確かにあのカラクリを知らなければ、広い意味で『事故』のようなものと捉とらえられるかもしれませんね。──でも、事実に比べるとずいぶんと大人しめな報道だと思いました。わたしの事件の時は結構凄すごかったらしく、昨日の教頭先生のあの態度からもその程度が窺うかがい知しれるというものです。渦中のわたし自身はその時病院のベッドの上に居ましたので、当時の様子をあまりよく知らないのですが、それでも──

「──天てん罰ばつよ」

　祖母が突然低い声でぼそりと呟つぶやきました。

「きっとあの娘が空の上から見ているんだわ……」

「……………。」

　【呪のろい】の次は【天てん罰ばつ】……。第三者と遺族の違いはあっても公きみ塚づか先輩にやらせたい事はそんなに変わらないようですね……

　わたしは祖母の言葉に応こたえませんでした。何となく何も言いたくない気分だったのです。

　わたしは三年生の先輩方の罪悪感や遺族の悔しさに、理解も共感も出来ない人間です。だから妙な事を考えてしまうのかもしれません。

『生きているうちに出来なかった事が死んだからといって出来るようになるのか？』

　──と。死んだらそれだけで強気に打って出られるものなのか、と。

　【呪い】や【天罰】なんて、それは結局第三者の勝手な願いではないのか、とも。

　これでは彼女が生きていても死んでいても、状況は大して変わっていないのではないでしょうか……

　空の上で彼女はこの状況をどう想おもっているのでしょう……

　何とはなしに祖母から視線を横に逸そらすと、彼女の肩越しに公塚先輩の遺影が視界に入りました。

　わたしと目が合った彼女は、うっすらと柔らかな笑みを返してくれていました……







　公塚家を後にする頃ころには、辺りはもう街灯が点ともるくらいに薄暗くなっていました。「家まで送るよ」と言う素もと草ぐさ先輩を言い負かして、それを駅までに変更させました。

　二人で並んで住宅地の道を歩いていると、ふいに先輩が「ねぇ」と尋たずねます。

「【エーコ】ちゃんはどうして、その公塚さんの事を調べているの？」

「必要だからですよ」とわたしは答えました。

「彼女の自殺が人体発火事件に関係している可能性があります。そしてその犯人がわたしの下駄箱を燃やした奴やつと同一人物である可能性もあるのです。だから探り出してそれなりの制裁を与えます。放っておいたら調子付いて、また同じような事を仕出かすかもしれませんから。わたしの安息の日々のためです」

「なるほど……」先輩は頷うなずきました。

「つまり君はその下駄箱放火の犯人さえ押さえられれば満足なわけだね……」

「──えっ？」

「……ぇ、あぁっ、違うんだ。変な意味じゃないよ。ただ君が心配なだけ。今日は何かちょっと雰囲気が暗いかなぁ……って、思ってさ」

　妙に取とり繕つくろう態度を見せる素草先輩。彼の真意は図り兼ねますが、確かに今日のわたしが少々いつもと違うのは認めます。公塚円まどかという女性の境遇に対して、わたしとしても少なからず想おもうところがあるわけですから。

「……その。厄やつ介かい事ごとには首を突っ込まないほうが………とか、さ」

「ありがとうございます」

　わたしは素直に頭を下げました。

「でも心配は無用です。別に過去を掘り起こして、感情的に水みず野の会長と正面対決しようというわけではありませんよ。ただ自己防衛の努力をしているだけですので」

「そう……」と素もと草ぐさ先輩はほっとした様子で微ほほ笑えみました。

「──あっ！」

　でも次の瞬しゆん間かん、彼は何かを見付けたようで立ち止まり、二歩程先で彼に身体からだを向けたわたしの背後をじぃっと見ました。振り返って見ると、わたしたちが歩いている道の数十メートルほど先の交差点に、自転車に跨またがって、見覚えのある女性の横顔が在ありました。

　先輩は軽く息を吸うと、その顔に向かってそれを吐き出そうとします。

「おぉぉ──　っんぐぅっ」

　わたしは慌てて飛びつき、彼の口に手を当てて塞ふさぎます。そしてそのまま物陰に押し込みました。

　そしてそこから交差点の様子を覗のぞき見みます。彼女は進行方向から大きく左手奥に位置するわたしたちの存在には気付いていないようでした。しかも音楽でも聴いているようでヘッドホンをしているためか、幸いにして先輩の声も届かなかったようでした。

「ちょっと、【エーコ】ちゃん……」

　彼女──松まつ本もと友とも美みの姿が交差点の左に消えたのとほぼ同時に、先輩は自力でわたしの手を外しました。

「近いよ、距離が。凄すごく」

　彼の指摘どおりわたしたちはほぼ密着状態にありました。

「失礼しました」とわたしが身体を離すと彼は何な故ぜか妙にそわそわしていました。

「どうしたんだよ、いったい」

「馬ば鹿かですか、あなたは」

　状況が理解出来ていない彼に、わたしは思わず冷たい言葉を吐き捨てました。

「『厄介事には首を突っ込まないほうが……』と、さっきあなた自身が喋しやべったばかりじゃないですか。どういうつもりだったのです？」

「いや、ただ挨あい拶さつをしようと思っただけだよ。サッカー部員の一人として、マネージャーに」

「この脳のう筋きん野や郎ろう」

　昨日の辰たつ巳み先輩の話を聴いて気付いたのは、わたしの雪ゆき村むら先生への気持ちだけではありませんでした。素草先輩と一緒に居る時のわたしを見る松本さんの鋭い目付き……、その理由までも察しがついてしまったのです。だからトラブルを招き入れたくなければ、あぁするより他なかったのです。しかしそれにしても……

「オバァちゃんが言っていました。『体育会系は身体からだを鍛きたえ過すぎて、脳のう味み噌そまで筋肉になってしまっている。だから考え方が暑苦しく、古臭く、思考が単純化していて、思い込みが激しく、他人の話を聞かない』と……」

「酷ひどいな。何なんだよ、それ……」と、未いまだ状況が分かっていない素もと草ぐさ先輩は不満そうにそう零こぼしました。でも「あれっ？」とふいに何かに気が付いた様子を見せます。

「そういえば松まつ本もとさんはどうしてこんな時間にこんな場所にいるんだろう？　彼女の家は確かこの辺じゃ無なかったはずなんだけどなぁ。友達の家に寄った帰りかな？」

「彼女に友達はいませんよ」

　松本さんとわたしとはクラスが違いますが少しばかり因いん縁ねんのある間柄なので、その程度の情報なら耳に入って来るのです。それに金かな沢ざわ先輩でも知っていたように結構有名な話みたいです。

　正直彼女の事など気に掛けたくもありませんが、でも確かにこんな田舎いなか町まちの、それも昔から在ある住宅地のど真ん中で、取り立てて何かのお店が在るわけでもないのに夕暮れ時、地元民でもない少女が一人で居たのは妙といえば妙です。しかしこの先輩はどうしてこういう妙なところだけ鋭い（？）のでしょうね。

「──うん。確かに彼女評判が良くないね。話してみたら実は良いコなんだけど、どうしてだろう。……でも心配だなぁ、彼女、悪い噂うわさがあるんだよ。緋ひ守かみ北きた高校って知ってるだろ？　市内のあまり評判の良くない高校。そこの男子生徒数人と夜な夜な出歩いてるのを頻ひん繁ぱんに目撃されてるらしいんだ。何かトラブルに巻き込まれるような事になってなきゃいいけど………って考えてたら、何だか心配になって来た。今からでも追いかけて行って声を掛けない？」

「一人で行って下さい……」

　他人の事情に首を突っ込み過ぎでしょう。辰たつ巳み先輩の事は言えませんね、彼も概おおむねお節介な人です。それにだいたい、ここでわたしが一緒に行ったらまた誤解されるじゃないですか、何を考えているのでしょう。余計な厄やつ介かい事ごとには巻き込まれな……………

「───あっ！」

　わたしはふいに閃ひらめいてしまった──というか、全すべての事柄が頭の中で在るべき場所に嵌はまったというか──そんな感覚でした。

　──でもまさか、彼女が……。いやそこまでは……

　しかし何にしてみても確かめる必要はありますね。

「──先輩。松本さんを追いましょう。ただし声は掛けませんよ、見守るだけです」

　言うが早いかわたしは駆け出しました。




　交差点を左折して先に進むと、そこからは枝分かれの少ない比較的単純な道で、わたしたちは程なく松本さんの姿を遠くに捉とらえました。住宅地はすでに終わっていて、街灯の無い、暗くて静かな田園風景の一本道を、彼女の自転車のライトがまるで火の玉のようにゆらゆらと蠢うごめいていました。

　松まつ本もとさんは山際の、何かの倉庫だったような朽くちた感じの建物の手前に自転車を停めると、身一つで中へと入って行きました。わたしたちは物陰に隠れる事を意識しながら、音を立てないように素早く彼女の自転車が停められている場所へと移動します。そして見やるとそこには松本さんのとは別に自転車が三つ。貼はってあるステッカーから件くだんの緋ひ守かみ北きた高校の生徒の物だと判わかりました。……よし、まぁこれだけ判れば今日のところはもう良いでしょう……

「先輩、戻りますよ」

　やはり状況を理解出来ていない素もと草ぐさ先輩が、「えぇっ？」と驚きとも不満とも取れる声を上げましたが、わたしは半ば強引に彼を引っ張るようにして、元来た道を戻りました。




「どうしたんだよ、ほんとに」

「べつに焦る必要は無ないと思いまして」

　何の準備も無しに深く首を突っ込むのは危険だと判断しました。それに素草先輩を巻き込むのも好ましくないと思います。

「──先輩。さっきあそこで見た事全部、決して口外しないで貰もらえますか？」

「ぇっ……」

「すみません、お願いします。わたしに考えがあるので」

　そしてわたしは深く頭を下げました。

「わ、分かったよ……」と先輩は戸惑いながらも了解してくれました。

「でも、危ない事はしないって約束出来る？　もし何かのトラブルに巻き込まれるような事があったらすぐに相談して欲しいんだ」

「はい。危ない事はしません、絶対に」

「──うん、じゃぁ。もうそろそろ帰ろうか」

「はい。ぁあ、すみません、こんな時間まで付き合わせてしまって……」

「大丈夫だよ。今日叔母さんたち出掛けてて家に誰だれも居ないから、遅くなっても構わないんだ。その代わり夕飯は何ど処こかで済ませて帰る事になってるんだけどさ。……あぁ、そうだ。一緒にどう？　奢おごるよ」

「いえ、結構です」

「大丈夫だよ。今日は財布の中身が暖かいから……」

　そう言って笑顔でその財布が入っているらしい制服の尻しりポケットをポンっと叩たたく素草先輩。しかし次の瞬しゆん間かんその笑顔が固まります。そして目だけが泳いでいました。

「どうかしたのですか？　まさか財布が……」

「──いや、財布はある。でも一緒に入れてた家の玄関の鍵かぎが無い……」

「えっ！　じゃぁ家に入れないじゃないですか」

「うん……」

「落ち着いてよく思い出して下さい。最後に見たのはいつですか？」

「朝、家を出る時にキーホルダーに付けないで、財布と一緒にポケットに入れて、それから見てない。ぁ、でも。今日財布を取り出したのは公きみ塚づかさん家ちのトイレでの一回だけだ……」

「えっ？　どうしてそんな所で……」

「何な故ぜかトイレに行った時に、今日家に誰だれも居ない事を思い出して、財布の中身を確認したんだ。もし落としたんだとしたらその時だ。──きっとそうだっ！　取りに戻らなきゃ……」

「とりあえず電話して確認して貰もらいましょう。そこに無なかったら戻る時間の無駄になりますから……」

　わたしはポケットから携帯電話とメモを取り出しました。図書室で学級名簿の住所を書き写した際に電話番号も控えておいたのです。遺族と電話で旨うまく交渉出来る自信が無かったので結局運用はありませんでしたが。

　二つに折られたメモを開いて、次に携帯電話の画面を見るとそこに数件のメール着信済を知らせる印がある事に気付きました。

　気になったので中身を見てみると全すべて自宅の母親から、『帰りが遅いから心配している。連絡欲しい』という内容でした。時刻を確認してみると、帰宅門限と定められている時間にもう二分もありません。連絡せずに門限時刻を過ぎると母親から電話が掛かって来ます。彼女は元々心配性で、わたしが冬に事件を起こしてからというもの、それに更に拍車が掛かっていました。電話が掛かって来たら結構面倒です……

「すみません、先輩。少しだけ待って下さい」

　わたしはとりあえず我が家の事情を優先させる事にしました。数日前に自宅に電話した覚えがあるのでリダイヤルのメニューを開きました。すると……

「──あれっ？」

　思わず声が出ました。わたしの携帯電話に不思議な現象が起きていたのです……

「どうしたの？」

　様子に気が付いた素もと草ぐさ先輩が声を掛けて来ました。わたしは無言で顔を上げると彼の顔をじっと見詰めました。

「……え、何？」

「──ぁ…いえ。何でも……」

　わたしはそれを口に出さず、自宅の電話番号を選択しました……




　結局その後、家の鍵かぎは先輩の予想通り公塚家のトイレで発見され、彼は事こと無なきを得ました……





※






　部室である第二理科準備室の片隅には、片付けをした際に整理し切れなかった、まだ使える実験器材などが固めて置いてあります。でもその中には、ロープやプラスチックケースなどの用途の知れないガラクタとしか思えない物も混じっていて、そこは未いまだ混こん沌とんとした雰囲気の場所でした。

『おいっ！　お前、何してんだ……』

　わたしがそこを漁あさっていると、その背中に【トオル】君が声を掛けて来ました。

「古い知人に会う予定があるので、その準備です……」

　わたしは手を止めず振り向きもしないで、それに応こたえました。

『お前、この二日どうしてた。部活に顔も見せないで。俺おれも雪ゆき村むらも心配してたんだぞ。あんな事があった直後だから……』

「そうですか」と言葉だけで返すわたしに、彼は『──おまっ…』と言い掛けて、一いつ旦たんそれを飲み込みました。

『──お前さ。俺と雪村に何か言う事無ないか？』

「……五う月る蝿さいです。」

『──なぁっ！　てめぇっ……』と言い掛けて、しかし再びそれを飲み込んだ【トオル】君。

　本気で怒り出すかと思ったのですがそうはならず、何呼吸か置いた後にゆっくりと口を開きました。

『──なぁ、お前さ。やっぱり雪村の事嫌いなのか？　無理矢理美術部辞めさせられて、化学部に入部させられたの、不満なのか？』

「………。いいえ」

　わたしは手を止めて振り向きました。

「雪村先生の事は嫌いです。最近になってその理由が分かりましたが、それでもやっぱり好きにはなれません。でも、化学部への入部に関してはべつに不満はありません。今のわたしは化学は好きだと思いますから、たぶん」

『──そうか。……なら、それで良い』

　そう呟つぶやいた【トオル】君は、妙に穏やかな声でした。

『……でも意外だな。【エーコ】が化学好きだなんてよ。元美術部なら、芸術家志望の不思議ちゃんかと思っていたぜ。──良ければ聴かせてくれよ、どんなところが好きなんだ？』

「誰だれが不思議ちゃんですか、怪奇現象のあなたに言われたくはありません。──しかし、理由……。まぁ、一言で言えば『性しように合っている』のでしょうかね。化学の実験は、先の結果が予測や確定されていて、ほぼその通りになるじゃないですか。前のわたしはそういう事には興味が無なかったようです。答えが何か分からないまま、答えを探すような事を繰くり返かえしていましたから。でも彼女とは違い、今のわたしにはそういうのが出来ませんから……」

『──おいおい。【前のわたし】とか【彼女】とか、何だよ？　お前はお前じゃねぇのか？』

「いえ、違います。【前】と【今】のわたしは別人ですよ」

『──？　訳が分かんねぇ。どういう事だよ、俺おれにも分かるように説明してくれ』

　【トオル】君はどうも納得がいかない様子でした。

「去年の冬にわたしが起こした事件の事は【トオル】君も知っていますよね？　有名なので。【前】と【今】はその【以前】と【以後】という事です……」

　仕方がないので説明する事にします。べつに今更知られて困るような事はありませんし。

　わたしはゆっくりと久しぶりに──数ヶ月前の事ですが──昔を思い出してみました。







　わたしと、松まつ本もと友とも美みさんと、【渡わた部べ陽よう子こ】という女子生徒は、数ヶ月前まで美術部員でした。美術部は小規模な部でしたが、そのおかげか上級生は皆仲良しで、部員は皆対等な友人といった雰囲気の部でした。去年の新入部員はわたしたち三人のみで、わたしと他の二人は別々のクラスでした。最初は何事も無く時間が過ぎて行きました。

　わたしは元々絵を描くのが好きで、それなりに才能もあったらしく、中学生の頃ころは何度かコンクールで入賞などをしていました。上級生たちはわたしの才能を認めてくれて、可愛がってくれました。わたしも褒ほめられて嬉うれしかったのでどんどん絵を描きました。でも、渡部陽子という同級生はそれが気に食わなかったようです。実は彼女には同じ美術部員の三年に姉がいて、元々上級生たちとは顔見知りで可愛がられていた存在だったのです。だからわたしに居場所を奪われたような気持ちだったのでしょうか。彼女はやがて松本さんを取り込み、わたしに嫌がらせをし始めました。最初は陰に隠れて上級生たちに判わからないようにやっていましたが、そのうち堂々とやるようになりました。見掛けて、最初のうちは止めていた上級生たちもそのうち何人かはその苛いじめの輪に加わる者が出始めました。上級生たちの中にも内心わたしの存在を快く思っていない人がいたようなのです。明らかに理不尽な状況だというのに、わたしは怖くて何も出来ず、だからといって『仕方がない』とそれを諦あきらめられる素直さも無く、只ただ苦痛を強しいられる日々が過ぎて行きました。そして数ヶ月が経って、去年の十二月の冬休み前の事です。

　大病を患わずらって長らく入退院を繰り返していたごく近しい身内が亡なくなりました。

　事件が起きたのはその後。喪もに服すわたしがしばらく学校を休んでいて、明けて登校した初日の出来事でした。

　放課後部活に顔を出したわたしを渡部陽子は【ハゲ】という妙な渾あだ名なで呼びました。おそらくは【化あだし野の】というわたしの名字の読み方をかえてバケノ──からハゲと名付けたのだと思います。やがて彼女はわたしの頭に毛が生えているのはおかしいと言い始めました。ちょうど切り絵の制作用に被服室から借りて来ていた布用の裁さい断だん鋏ばさみが在あるのに気が付いた彼女はそれを手に取り、迫って来て、わたしの髪を大きく切り落としました。

　その時のわたしが何な故ぜそんな行動に出たのか……、今のわたしでは理解出来ないのですが、髪を切られたその瞬しゆん間かん、わたしの中で何かが弾はじけて飛とんだような感覚があった事だけは覚えているのです。

　わたしは裁断鋏を握ったままの彼女の手を、上から自分の両手でしっかりと握り込んで固定すると、それを迷う事無なく自分の喉のどへと突き刺しました。

　当然わたしの喉からは大量の鮮血が噴ふき出だしました。床や壁や窓や扉……とにかくそこらじゅうが、わたしの身体からだから出た、錆さびた鉄の臭いのする赤に染まったのでした。

　渡わた部べ陽よう子こも当然それを一番至近距離で大量に浴びました。でも最初ぽかんとしてただわたしの顔を眺めているだけでした。でも松まつ本もとさんが悲鳴を上げると、その後でやっと青ざめて叫び声を上げていました。

　その後すぐにわたしの意識は白くなって……消えてしまいました。




　気が付いた時、わたしは病院のベッドの上で、首を器具で固定され、腕には管くだを刺されて横たわっていました。事が起きてから数日が過ぎていました。わたしは喋しやべれませんでしたが、警察の追及を受け、松本さんや上級生たちがそこに至るまでの経緯を、隠さずある程度正直に話したらしく、特にその必要はありませんでした。

　渡部陽子は気を違えてしまったのか、当初訳の分からない事を叫んでいたらしいのですが、やがて口を閉ざして、そして言葉を失ったようです。今現在は失しつ声せい症しよう患者として何ど処こかの山奥の病院でひっそりと療養しているらしいです。事件の担当の軽かる部べ刑事にしばらくしてから聞いた話では、わたしは意識を失った後でもまだ彼女の手を強く握り続けていたらしく、それも相当効いたのではないかという話です。この事件はテレビのワイドショーで取り上げられ、そのせいで、彼女もわたしの【エーコＡ子】同様、【ビーコＢ子】という渾あだ名なを皆から頂ちよう戴だいしたようでした。

　そしてわたしはというと、数回の手術で何とか声は取り戻しましたが、声帯が傷付いているらしく、妙にハスキーな声になり、そして両親の強い要望によって学校側の許可が下りて、傷跡を隠すために一年中首に巻物をしなければならなくなってしまいました。

　しかしわたしの変化はそれだけでは治まりませんでした。感情が、感覚が、記憶が……、いろいろ変になってしまっていたのです。

　まず、何を見ても触れても特に喜べないし、怒れないし、哀かなしめないし、楽しめない……ようになってしまいました。自分で地面を蹴けって歩いているはずなのに、目の前を流れる風景や出来事がまるで映画やドラマの映像でも眺めているように感じる時さえあります。昔の事を思い出してみても今一つ実感が無いというか、それが本当に自分の体験なのか妄想なのかのはっきりとした区別が付きません。だから今さっき話した内容も実は怪しいものなのです。

　カウンセラーの人が言うには、事件のショック──つまり強いストレスのようなものが在あって、それがわたしの感情や感覚の多くを心の奥底へと深く追いやっているらしく、そのせいで物事の大半が他た人にん事ごとのように思えるのだと。

　それはいつか治るものかもしれないけれど、一生治らない可能性もあるらしいそうです………




「つまり現い在まのわたし【エーコ】は、生命こそ助かりましたが抜け殻みたいなものなのです。そして以ま前えのわたし【化あだし野の結ゆう果か】の事を別人として捉とらえています。何しろ現在のわたしの中には、以前のわたしの【人格】という【個性】を構成していた【感情や感覚パーツ】のほとんどが存在していないのですから。死んでしまったも同然だとさえ考えています。

　彼女の死はたぶん自殺という事になるのでしょう。でもわたしと同一人物でもあるので、彼女を殺したのは残った今のわたしだとも言えますね……」

『……………。』

　【トオル】君はただ黙って聴いていました。わたしは独白を終えて、そして一度、深い溜ため息いきをつきました。

「生きて行くのって何なに気げに難しいものですよね。化学の実験であれば、きちんとした素材や道具を揃そろえて正しい手順を踏めば、誰だれでも等しく予測した結果に辿たどり着つけるでしょう。化学法則に沿うので基本絶対に。でも人生や人間関係にはそういうのがありませんよね。……いや、実はあるのかも。あるけどわたしがそれに気が付いていなくて間違えただけかもしれません。つい最近、わたしと似たような目に遭あった人がいる事を知りました。その人もわたし同様間違っていたという事なのでしょうか。ではいったい何をどうすれば良かったのでしょうか。どんな素材・道具を用意して、どんな手順で行えば正しかったのでしょうか……」

『──それらはあるぜ。自慢げに自分のそれを語る奴やつだって世の中には五万といるさ……』

　わたしの独り言のような疑問に【トオル】君が口を開きました。

『……実際、俺おれの頭にも最良と思しき答もえのが浮かんだぜ。でもよ、それをお前には話したくねぇ。俺はそれが嫌いだし、お前にそんなふうに生きて欲しくねぇんだ。それにそういうのは誰に教わるものでもなく、自分で見付けるもんだからな。誰に何と言われようが、どんな方法だろうが、自分でそれを正しいと信じて実行し、その結果起こる良い事も悪い事も全すべて受け入れられる……。それは一人一人違うもので、他の誰のやり方も真似し切れるもんじゃねぇんだよ』

「……なるほど」

　わたしは小さく頷うなずきました。

「あなたらしい素晴らしい意見ですね。参考にさせていただきます……」

　そして鞄かばんの所まで歩いて行くと、器材漁あさりで得た戦利品を鞄に詰め込みました。拝借したのは──たぶん火に関係した実験で使用する品なのでしょう──薄手の耐火手袋と百円ライター。他にも揃そろえたい物があったのですがめぼしい物は見付からず、仕方が無ないので残りはホームセンターにでも行って調達する事にします。大型店なら玩がん具ぐ売場や園芸用品売場にあるでしょうから……

『お、おい、何だっ。もう帰んのか……』

「えぇ、準備がありますので。雪ゆき村むら先生には早退すると伝えておいて下さい」

　そして鞄かばんを持って出入口引戸に足を向けました。

　……でも、ふと足を止めます。雪村先生の机の傍そばに上着掛けが在あって、そこに白衣が掛けられているのが目に留まったのです。わたしはそれも拝借する事にしました。

「───ねぇ、【トオル】君……」

　その際にわたしは想おもうところあって、彼に振り返りました。

「……【トオル】君は【水槽】から【零こぼれた水】の事、どう思います？」
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「なぁ、俺おれのライター何ど処こ行ったか知らね？」

「知らねぇよ、そんなもん」

「いつから無ねぇんだよ」

「……今日。来てから。昨日の帰り際、確かにここに置いたんだ」

「じゃぁ、知らねぇわ。俺が借りたの昨日だし」

　一〇代後半の男子が三人、椅い子す代わりのオイル缶に腰を下ろし、だらだらと喋しやべっていました。

　廃倉庫──とでも言いましょうか、たぶん元は倉庫のようなものだと思います。学校の体育館の半分くらいの高さと広さの室内、周囲は断熱も防音も効果を望めない──成人男性の本気パンチで穴が開きそうな脆もろくて薄いコンクリート材質の壁でした。室内の至る処ところに粗大ゴミにしか見えないガラクタが無造作に置かれていて、埃ほこりを被かぶって、【荒廃】の二文字がとても似合う、廃はい墟きよマニアなら「心が深く沈み込んで落ち着く」とかそういう表現をしそうな、そんな雰囲気を醸かもし出だしていました。

　その空間の一角に少しだけ床が片付いた場所が在あって、そこに空からの一いつ斗と缶かんに火を入れた物が有ありました。昼間なら幾いくつかある窓から陽が差し込んで申し訳程度の明るさはあるのでしょうが、今は夜中と言える時間帯ですのでそれは無なく、棄すてられたこの場所ではこの炎だけが唯一の光源となっていました。今、男子三人と更にもう一人がそれを囲んでいます。炎の揺らめきに照らされて、彼らの姿が暗くら闇やみに浮かび上がっているように見えました……

「なぁ、次は何ど処こをやる？」

「次……って最近ヤバくねぇか？」

「何でよ？」

「何でってよぉ」と、男子の一人が三人以外のもう一人をチラ見しました。その人物は「はぁっ？」と顔を歪ゆがませます。

「何ビビってんのよ。あんなので捕まるわけないじゃん。それに、だいたいアンタがやれって言ったんじゃないのっ！」

「だってよ、本当にやるとは思わねぇし」と、その男子がぼやくと、別の男子が「ほんっとオマエってクレイジーだよなぁ」と笑い飛ばしました。

「普通さ、同級生の下駄箱とかやらねぇよ？　しかもその同級生ってあの……何だったっけ、学校で自殺未遂をやらかしたとかいう奴やつだろ？　マジでまた自殺とかされたらどうすんだ……ってぇ─────」

　その男子が途中から言葉を飲み込みました。そして酷ひどく強こわ張ばった顔でこちらを凝ぎよう視ししています。続いてそれに気が付いた他の二人ともう一人もこちらに振り向きました。

「──やれやれ。もう見付かってしまいましたか。わたしはどうやら隠れるのが下へ手たなようですねぇ」

　呟つぶやきながら、わたしは物陰から出て、彼らに姿を見せました。

「もう少し潜んでいられたら、知りたい事もはっきりしたかもしれないのに……」

　わたしはもう一人の人物──松本友美さんに視線を合わせて「どうも」と会え釈しやくをしました。

「テメェぇ、いったい何者だ？　妙な格好しやがって」

　男の一人がわたしの姿を見てそんな事を言いました。今夜のわたしは頭に水泳用のゴーグル、首に例のテロリスト風のマフラー、片手にプラスチックの野球用バット、そして身体からだには実験用の白衣を羽は織おっているといった格好です。まぁ確かに街中では見掛けないですね。

「ぇ、【エーコ】……」松まつ本もとさんが息を呑のむような声でそう呟つぶやきました。

　すると男たちはぎょっとした顔をしました。「こいつがあの……」と呟く声も聞こえます。

「──いつからここに……、俺おれらに何の用だよ」やがて一人がそう尋たずねました。

「最初から──今日あなたたちが廃倉庫ここにやって来るより前から来ていて、今までずっと潜んでいました。……いや、べつに大した用があるわけではありませんよ。少しお話を聞かせて貰もらいたいだけです。あぁ、逃げようとか思わないで下さいね。表に停めてある自転車から学校とか調べてありますから」

「──ははっ。一人で乗り込んで来るなんていい度胸じゃねぇか、なぁ？」

　男の一人が他の二人に目配せして、そしてわたしの方へ一歩足を踏み出しました。松まつ本もとさんは止めましたが、男は「ビビッてんじゃねぇよ、らしくねぇな」と鼻で笑いました。

「たとえコイツがどんなにイっちまってる奴やつでも、小学生みたいな女子高生一人が男子高生三人に敵かなうわけねぇだろ。『逃げようと思うな』は俺おれらの台詞せりふだ。実は俺も聴きたい事があんだよ、オマエの身体からだにな……」

　ずいぶんと陳ちん腐ぷな台詞を吐いて下げ卑びた笑みを浮かべた男は、またわたしとの距離を詰めます。なるほどそうなりますか……、そういう事なら──

「──そういう事なら、わたしも身体であなたのお相手をした後で、じっくりと話を伺う事にしましょうか……」

　わたしは白衣を脱ぎ捨てました。すると一気に薄着になります。首にマフラー、上半身はキャミソール風のタンクトップ一枚、下半身はジーンズ、スニーカーを履はいて、腰にはロッククライミング用のチョークバックをぶら下げていました。そこから更に頭のゴーグルを目元まで下げ、マフラーは鼻の辺りまで引き上げて、両手には白衣のポケットに入れていた耐火手袋を装着します。
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　男はわたしのその格好を見て笑いました。「ずいぶんな装備だな、でもさすがに寒くねぇか？」と。確かに五月ももう終盤ですが──異常気象は終わったようなので気温は例年並みに戻り──夜になると結構涼しいですね。だから白衣を羽は織おっていたわけですが、今からは肌の露ろ出しゆつが多いほど安全になるのです。

　わたしは片手でバットを構えて前方に突き出し、もう片方の手は腰の後ろへと回します。

　男は「おっとソイツには気を付けねぇとな」とバットを見て、からかいながら無造作に距離を詰めて来ました。「あなたは武器を持たないのですか？」と尋たずねると「俺の武器は俺自身の肉体だぜ。それに手に何か持っていたら、オマエをすぐに押し倒せないだろ？」と顔に余裕の笑みを浮かべ、着ている薄手のナイロンジャケットのジッパーを下ろしながら答えました。でもそれなら……

「こちらの方が間合いで少し有利になります………　よっ！」

　わたしは腰の後ろでチョークバックに突っ込んでいたほうの手を引き抜き、掴つかんだその中身を男目掛けて投げ付けました。中身は目の細かな白い粉です。宙に弧を描くようにしてそれが拡散して広がり、男に降り注ぎました。でもそれだけで何の効果もありません…………　ワケがありませんっ！




　　──ボォォォッ！




　最近妙に聞き慣れた音と共に一いつ瞬しゆんにして白い粉は炎の河に変わりました。

「ギャァァァァァァァァッ！　ァアっァアアアアっ───」

　彼の着ているナイロンジャケットにはファーをあしらったフードが付いていました。そこに炎が燃え移りました。首元に炎を纏まとった男は消火しようと必死に床を転げ回って、叫びました。

「ファーは起毛素材と同じで火が点つき易やすいです。運が悪かったですね」

「ナイロンは溶けるとへばり付くので厄やつ介かいです。早くそれを脱ぎ捨てたほうが良いですよ」と男にアドバイスをして、わたしは他の二人に向き直りました。

「──お、おまえぇ。何だそれは……」二人の内の一人が引ひき攣つった顔で尋たずねました。

「──魔ま法ほうではありませんよ」一応断っておきます。

「わたしが今放ったのは小麦粉です。そしてこの耐火手袋の指先の一つには遠心力で火花を散らせるように改造した百円ライターの発火装置が仕込んであります。早い話【粉ふん塵じん爆ばく発はつ】を起こしているわけですね。わたしはこれを【滅メ義ギ奴ド触フ麗レ畏イ夢ム・忌血業一号】と名付けました。どうです？　火炎魔法みたいで格好良いでしょう」

「──ふ、ふざけやがってぇっ！」

　男の一人が叫んで鉄パイプを片手にわたしに迫って来ました。わたしは充分に引きつけて、そしてさっきの男と同じように小麦粉を投げて炎を放ちます。

「──ッ！」

　しかし今度は身を屈かがめて避けられてしまいました。わたしは間髪入れず、再び迫り来る男にもう片方の手に持ったプラスチックバットで横よこ薙なぎの一いつ閃せんを入れました。

　──パァンッ！

　乾いた音を立てて、しかしそれは男の縦に構えた鉄パイプによって防がれてしまいました。が──

　わたしはそこから手首を捻ねじ込こむようにして、バットの先端を男の胸に向けました。




　　ボォンッ！




　バットの先端部分が噴ふき飛とび、そこから白い高熱ガスが一気に放出されました。

　それをまともに浴びた男は悲鳴を上げて、吹っ飛ぶようにして床に倒れてのたうち回りました。

「目がぁっ目がぁぁぁぁぁぁっ！」

「──ぁ、ひょっとして油断していましたか？　普通、ただの玩具おもちやバットを持って意い気き揚よう々ようと喧けん嘩かするわけがないでしょう。これは【論ロン疑ギ主ヌ巣ス・憎二業号】。補強した筒の中に入っていたのは硝しよう酸さんカリウム、麻灰、硫い黄おうの混合物──つまり黒こく色しよく火か薬やくと呼ばれる薬品です。それをバット表面に幾いくつか穴を開けて仕込んだ玩具花火の紙火薬を使って着火させました。当初は壁や床を叩たたいて破裂させようと考えていたのですが、その手間が省はぶけました。まぁこれは鉛なまり球だまの飛んで行かない種たね子が島しま銃じゆうみたいな物だと考えて下さい……」

　男が落とした鉄パイプを拾いながら、「家に帰ったら必ず目を洗って下さいね」と床を転げ回る彼に告げて、「さて……」とわたしは残る一人の男に向き直ります。

「さぁどうぞ、掛かって来なさい鶏肉チキン野や郎ろう。美お味いしいソテーにしてあげます」

　そして鉄パイプを構えるわたしに三人目の男はしばし躊ちゆう躇ちよしていましたが、やがて「ウァァァァァァッ！」と叫び声を上げて、壁に立て掛けてあった角材を掴つかむと、闇やみ雲くもに振り回して突進して来ました。

　なかなか凄すさまじい気迫です。わたしは防戦一方になりながら、一歩、二歩……と後退を余儀なくされました。

　やがて、退さがるわたしの靴の踵かかとが何かに当たって止まります。振り向くと、それはわたしがさっきまで潜む物陰として使用していた粗大ゴミの固まりでした。それは大小様々なガラクタの集合体です……

「ウァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　一際激しく叫んだ男が角材を振り上げて、渾こん身しんの力を込めて下ろします。わたしは横っ飛びにそれをかわし、距離を大きく取りました。わたしの代わりにガラクタたちが吹っ飛んでブチまけられました。

　その内の一つ──親指大のそれは床に落ちて、キンッ…と軽い金属音を立てます……

「──あっ」男はそれに気付いて驚いたようでした。

「……俺おれの、ライター？」

　それは白銀色のジッポ・ライターでした。でもそれは蓋ふたが開いていて、おまけに火までも点ともっていたのです。

「どうしてここに……」しかし呟つぶやいて男がそれを拾おうとした瞬しゆん間かん──

　──ボォッ！

　ライターの周りの床に火が点つきました。これまで暗くてよく見えてなかったようですが、実は彼のライターは床に広がった液体燃料の上に落ちていたのです。そしてその火は放射状に床を走って一気に広がります。そしてその先端が倉庫の片隅に置いてあったドラム缶に届きました。すると────

　ドォォォォォォォォォォォンッ！

　地じ響ひびきを錯覚させるほどの暴力的な轟ごう音おんが大気を打ち破り、噴ふき上あがった極ごく太ぶとの炎の柱は、破片なのか火の粉なのか判わからないようなものを爆ばく発はつ的てきに飛び散らせました。

「……………………………。」

　ライターの持主の男は惚ほうけたように口を開けたまま数歩後ずさり、そこで尻しり餅もちをついて床に座り込んでしまいました。呆ぼう然ぜんとした彼の目に、この景色はいったいどんなふうに見えているのでしょう。恐らくは地じ獄ごく絵え図ずのようなものだと思います。極太の火柱は勢いをそのままに、傍そばの壁や天井を舐なめ続つづけて燃え上がらせていますし、撒まかれた火種は倉庫内の至る処ところから芽を出してどんどん大きくなっています。同時に漂い出した黒煙は宙に充満して次第にその濃さを増して行きます。

「しっかりして下さい」

　ただそれを見詰めるだけの阿あ呆ほ男おとこの襟えり首くびをわたしは乱暴に掴つかみました。

「ここはもう駄目です、外に出ますよ！　それとも死にたいのですか？」

　そして強引に引っ張り上げつつ、他の三人にも同じ内容を叫びました。





※






　　　はぁ…　はぁ…　はぁ…




　物陰に隠していた自転車に跨またがったわたしと四人は必死にペダルを漕こいで、廃倉庫から二キロほど離れた場所に在ある河川かせん敷しきの大きな橋の高こう架か下したまで逃げて来ました。辿たどり着ついた時、皆は一いち様ように息を荒げていました。

　わたしは大きく息を吸って吐いてを繰くり返かえして、いち早く呼吸を整えると、その後で改めて小さく息を吐きました。

「しかしまぁ、大変な事をしでかしたものですね……」

　廃倉庫の方角に顔を向けました。ここから建物自体は遮しや蔽へい物ぶつが多いため見えませんでしたが、その方角の空が少し赤らんでいるような気がします。

「……オマエ、何、他た人にん事ごとみたいに言ってんだよ」

　男の一人がまだ少し息を切らしながらそう返しました。

「他人事ですよ。あなたたちの溜まり場で、あなたの友人のライターから引火したのですから、あなたたちの仕し業わざでしょう」

「──なっ！」

　平然と言い放ったわたしに愕がく然ぜんとした顔を向けて、彼は言葉を喉のどに詰まらせました。その時彼の横の男が、わたしの顔を見て何かに気付いたのか「ハッ！」とした顔をしました。

「まさか、あれ、オマエの仕業か……」

　他の二人は顔を見合わせ、そして次にわたしのほうへ顔を向けました。

「馬ば鹿か言わないで下さい」とわたしは否定しましたが、男たちはそれで納得出来ないようでした。例のライターの持主の男性が特にそうでしたね……

「そうだっ！　どうしてあんなところに俺おれのライターが……、しかも火が点ついた状態で置いてあんだよ。しかも床が液体燃料あんなもので濡れてたし……、絶対おかしいぜ！」

「では証拠を出して下さいよ」わたしは冷静に三人の顔を見回します。

「他人の所せ為いにしたい気持ちは分からないでもないですよ。でも、憶おく測そくでものを判断してはいけませんね。『高校生の男女四人が、無断使用していた廃倉庫溜まり場を失火により全焼させた。原因は倉庫内に残っていた液体燃料にライターの火が引火したため……』。これが現実です。受け入れて下さい」

「テメェぇっ」

　男の一人が胸倉を掴つかもうと手を伸ばして来ました。それを避けて、わたしはジーンズのポケットから口紅サイズの香水入れを取り出し、それを彼の顔に一ひと噴ふきしました。

「アァァァァァァァっ！　目がぁっ、目がぁぁぁっ！」

　香水入れには唐とう辛がら子しを煮詰めて、刺激物であるカプサイシンを抽ちゆう出しゆつした液体が入っています。お決まりの台詞せりふを吐いて、両手で顔を押さえてもがき苦しむ彼に「もうそのまま河に飛び込んで、頭も冷やしたらどうですか？」とアドバイスをして、わたしは他のメンバーに向き直り「さて、これからどうします？」と尋たずねました。

「河川敷ここまで逃げて来る間、通行人は見掛けませんでしたよね。小耳に挟んだ情報ですが、あの廃倉庫の土地建物は現在不動産会社の管理になっているようです。何と以前にあそこで首を吊つって自殺した人がいるそうで、そのせいか買手が全まつたくつかない状態らしいです。不動産会社にしてみたら建物は燃えて無なくなったほうが都合良いかもしれないですし、案外このまましばらくほとぼりを冷ましていたら、警察の捜査もすぐ終了するのではないでしょうか。まぁもっとも、部外者であるわたしが口を開かなければの話ですが……」

　当事者たちを見回すと彼らは一いち様ように、何か言いたそうで、でも言えずにいるようなそんな難しい表情をしていました。

「わたしは構いませんよ？　わたしは部外者ですし、それに例え仮に罪を被かぶせられたところで元々もう人生は終わっているも同然ですから。……でもあなたたちはどうでしょう。放火の罪は軽くはないですからね、逮捕は確実。その後は家裁を経て少年院送りでしょうか……」

「何が言いたいんだ……」

「──取引しましょうか」わたしは持ち掛けます。

「あなたたちにとっても特に不利な条件ではありません。わたしの質問に二、三答えてくれたらそれでチャラにしてあげます。どうですか？」

　しばしの逡しゆん巡じゆんこそしましたが、結局彼らは各々頷うなずいてくれました。では早速質問です……

「正直に答えて下さいね。あなたたちが最近巷ちまたで話題の【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】なのですよね？」

「ぁ、あぁ。」と一人が頷きました。これは廃倉庫での彼らの会話の内容から、尋たずねるまでもなくだいたい分かっていた事ですが、確認を取っておく必要がありました。

「では、わたしたちの高校で三年女子二人を燃やして病院送りにしたのはあなたたちですか？」

「まさかっ！」「誤解だっ！」と彼らは首を横に振って否定しました。

「殺人未遂と火遊びじゃレベルが違い過ぎるだろっ！　俺おれらは単に退屈な毎日が嫌だっただけなんだ。だからそんな……」

　一般には報道されていない事実を口にしたにも拘かかわらず、彼らから疑問が返って来ませんでしたが、それはグループ内に松まつ本もとさんが居るためだと思われるので問題無いでしょう。

「……分かりました、信じましょう」と応こたえました。主観的な意見ですが、太陽熱を利用して遠距離から対象者を焼き殺そうと計画し実行に移した犯人と目の前の彼ら三人………。とても同じ人物とは思えないのです。それに人を殺す覚悟のある人間がわたしの『警察に通報するぞ』程度の脅おどしに屈するはずがない。逆に『二人殺やるのも三人殺るのも同じ事だ』と月並みの台詞せりふを吐いて、飛び掛かって来てもおかしくないでしょうから。

「では次の質問です。学校でわたしの下駄箱を燃やしたのはあなたたちですよね？　『炎ほのおの魔ま術じゆつ師し参上』の落書きもありましたし」

「……あぁ」と男たちは素直に頷きました。しかし「でも……」と首を横に向けて一人に視線を集中させます。その先に居たのは松本友とも美み……

「こいつが一人でやったんだ。俺らは関係ねぇ……」

「───ッ！」

　松まつ本もとさんは逆に彼らを睨にらみ付つけていました。その歯は軋ぎしりの音が聞こえて来そうな表情の彼女にわたしは視線を移します。

「……では松本さん、答えて下さいね。わたしの下駄箱を燃やした理由は何ですか？」

「──さぁね？」

　彼女は反抗的な口調と嘲あざ笑わらうような態度で回答を拒み、黙りました。しかし数秒の沈黙の後、男の一人が「実は……」と勝手に喋しやべり出だそうとすると、「黙っててっ！」と叫びました。

「べつにそれが真実なら他の人からでも構わないのですが……」とわたしが言うと、彼女はようやく、「喋るわよ……」と、しぶしぶといったふうに語り始めました。

「──【エーコ】、アンタの所せ為いでわたしの人生は滅め茶ちや苦く茶ちや。クラスの皆からは罪人扱いで完全無視だし、両親とも折り合いが悪くなったし、美術部だって辞めさせられたわ。マネージャーとして入部したサッカー部で素もと草ぐさ君と出逢って、優しい彼を好きになった。でもその彼はアンタにご執心だったのよ。……こんな屈辱ってないと思った。でもどうにも出来ない……。そんな時、少し前から付き合いのあったこの連中にそれを愚ぐ痴ちったら、『だったら燃やしてしまえ』って言われた、だから燃やしたのっ！　どぉ、これで満足ぅ？」

「なるほど……」

　つまりこの件は松本さんのわたし個人に対する【怨うらみ】や【嫉しつ妬と】が犯行動機という事ですか、脅おどしや警告の意味は無なくて。これで完全に人体発火と別件という事になりますね。確かに松本さんにはあの二人の三年女子に怨みの感情があったでしょうから動機はあります。校内を歩いていても怪しまれない人物という条件にも合致します。でも彼女は一人で殺人という大それた事をしでかす度胸などありません。友達ではなかったにしても、以前のわたしと彼女は濃い時間を共有した仲ですから、それくらいは何となくうっすら分かる気がするのです。他の三人の協力があれば分かりませんが、彼らの様子を見る限り、そこまで彼女に尽くすつもりはないようです。

　つまり人体発火に関しては松本さんも彼らも無関係シロと思われます。そしてこの件は世間一般的には大した事ではないかもしれません。でもわたしはそれをこのままただ流すつもりはありませんでした……

「──ねぇ、松本さん。知っていますか？　ある人が言うには、火には浄化作用があるそうですよ。……あなたは滅せましたか？　わたしの上うわ履ばきを燃やして、それでこの世から消し去りたい何かは完全に消えましたか？」

「消えるわけないでしょうっ！」彼女は叫びました。

「アンタはべつに平気だって顔してるし、先輩は余計に気に掛け始めたしぃっ！　何でっ─────　　　　……何で？　こんな事になるのよぉ」

　何な故ぜか彼女の声はいきなり萎しぼんで震えました。しかしわたしを睨むその目はまだ死んではいませんでした。

「……おかしいわよぉ、おかしいじゃないっ！　あなたを苛いじめていたのは陽よう子こでしょう。なのにどうしてわたしが罰ばつを受けなきゃならないのよ？　こんな想おもいをしなくちゃいけないの？　だいたいアンタが陽子にあんな事さえしなければ、わたしは全部それなりに旨うまくやれていたのよ。……そうよ、そうだわ。全部アンタのせいじゃないのっ！　あんたさえいなければわたしはこんなに苦しむ事は無なかったんだからっ───」

　ひとしきり思いのたけを叫んで、彼女は顔を伏せました。そして両手で顔を覆おおいます……

「……もう嫌だ、こんな事ばっかり……。わたし……もう、死んでしまいたいぃ」

　後は静かに嗚お咽えつが聞こえるばかりでした。

　やれやれ……、ですね。

「──ハンカチ、持っています？」

　突如わたしに尋たずねられ、戸惑う男の一人。でも「持っているのかいないのか、どっちです？」とわたしが強い口調で更に尋ねると、彼は腰に下げた小さめの鞄かばんからタオルハンカチを取り出しました。「ありがとうございます」とわたしはそれを受け取ると、松まつ本もとさんに声を掛けました。

「……松本さん。もう顔を上げて……そしてその手を除どけて下さい……」

　そして彼女の傍そばまで寄ると左手で優しく彼女の髪に触れました。

「さぁ……」

　そうするとゆっくりとですが、彼女は顔を上げて、手を除けてくれました。

「ありがとうございまぁ……すゥッ──」

　──途端に。わたしは髪の毛を掴つかむ左手に力を込めて、巻き込んで顔の位置を固定すると、タオルハンカチをボクシングのバンテージ状に巻いた右の拳こぶしを、彼女の顔面──鼻の下から上唇の辺り──目掛けて渾こん身しんの力で撃うち込こみました。

　　ぼきっ…

　と何かが折れる感触がありましたが、当然わたしの指ではありません。

「ウぅバァぁぁぁぁぁぁッぁぁッ！」

　初めて耳にするような奇妙な悲鳴を上げて、彼女は膝ひざを折って蹲うずくまり、今度は両手で口を覆います。その指の間からは真っ赤な液体が染み出していました。

「どうも、ありがとうございました」

　わたしはタオルハンカチを解ほどいて、愕がく然ぜんとしている持主の男に返すと、少し歩いて川辺で右手を濯すすぎました。そして戻って来て、ジーンズのポケットから自分のハンカチを取り出して、手を拭ふきます。

「自分の、持ってんじゃねぇか……」

　男の呟つぶやきは無視して、そして未いまだ蹲る松本さんの傍に立つと、彼女を見下ろしながら「これで少しは被害者面っぽくなりましたね」と声を掛けました。

「──それでは反論させて貰もらいますよ。わたしの立場から言わせれば、何だかんだ言っても、あなたは苛いじめっ子こなのです。直接手を下す事は少なかったかもしれませんが、実際Ｂ子と一緒に笑って、彼女を止めていないのだから同罪ですよ。無自覚のようですがね。わたしはあなたに共感出来ません。自覚があろうと無なかろうと、他人を不幸にしたのなら、自分も同じようにそうされても文句は言えないはずです。それに全部わたしの所せ為いだとか笑わせないで下さい。わたしがいなければ本当に最悪の結末は避けられたと思いますか？　わたしがいなくてもいずれ他の誰かが同じような目に遭あっていたかもしれませんよ？　そしてその誰だれかが選んだ結末が現状より良いかどうかなんて誰にも分からないですよね？　わたしでなければＢ子もあなたも今いま頃ごろこの世に居なかった可能性だって有あり得えます。

　──もうはっきり言いますね。クラスで皆に無視されるのも、両親との不仲も、素もと草ぐさ先輩に相手にされないのも、……そしてあなたが胸を張って生きていけないのも、全部、あなた自身の所為です。だから責せき任にん転てん嫁かは止やめて下さい、反へ吐どが出そうなので！」

　わたしは一気に主張を浴びせ切りました。松まつ本もとさんは黙ってそれを聴いていて、そして今また、嗚お咽えつを漏らし出しています。

　やれやれ……本当に面倒臭い人ですね。

　わたしは乱れた呼吸を整えるべく一度大きく深呼吸をしました。そして再び彼女に向き直ります……

「──ある人の言葉を借りれば、わたしは水槽から溢あふれ出でて【零こぼれた水】なのだそうです。たぶん今のあなたにも当あて嵌はまる表現です。その【零れた水】というのは厄やつ介かいなもので、掬すくっても元に戻せるわけではないし、全すべて掬え切れるものでもありません……」

　松本さんからは何の反応もありません。でも構いません……

「……【零れた水】はもう拭ふき取とるしかありません。でも拭き取らなくてもいつの間にか消えて無くなってしまいますよね？　わたしはそれを──消滅した水の行先を──別の知人に尋たずねてみました。すると彼はこう言ったのです──




『消えて無くなったりしねぇよ。お前【水の状態変化】を知らねぇのか？　水は気体になろうが固体になろうが質量は変わらねぇ、ただ形状が変わるだけだ。気体になっていつか元の水槽に戻るか、それが嫌なら別の入れ物に移れば良い。自由なんだ、何ど処こへだって行けるんだぜ？』




　──と。わたしが更に『それでも間違って変な入れ物に入ってしまったら？』と尋ねると彼は『そん時はまた気体になっちまえば良いんだよ』と答えましたよ。まぁ、いつまで経っても消えて無くなってしまえないというのは少しゾッとする例えではありますけども」

　相変わらず松まつ本もとさんからは何の反応もありません。嗚お咽えつさえ聞こえず、静かです……

「──忘れて下さい。ただの独り言ですから」

　わたしは彼女に背を向けました。そして男三人に「お世話を掛けました、約束は守ります」と告げて、一足早くこの場を立ち去る事にしました。

　ちょうどその時、橋の上の道路をパトカーや消防車が騒がしく走って行くのが音で分かりました。あれから結構時間が経っていますが、やっと誰だれかが気付いて通報したようです。

「──あぁ、そうだ。忠告しておきます。今晩はどんなに気になっても廃倉庫に戻るのは止やめたほうが良いですよ。『放火犯は現場に戻って来る』という通説があるらしく、警察は野次馬の写真を撮とりますから」

　わたしは男たちに釘くぎを刺しておき、そして再び背を向けました。

　──でも、思い出した事があってすぐに振り返りました。

「あぁ、それから。抜けた上の歯は縁えんの下したに投げ込めば良いらしいです。昔、オバァちゃんが言っていました……」
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　日曜日の朝、午前九時過ぎ。抜けるような青空の下。わたしは文あや目め沢ざわ高校のグラウンドに居ました。

　今日は熱気球の搭乗会がある日です。実際に気球が上がるのは一〇時過ぎからのようですが、もう既すでに準備は始まっていました。グラウンドに広げた【球皮エンぺロープ】と呼ばれる巨大な風船状の布に【送風機インフレーター】で冷風を送っています。途中からそれを熱風に変えて球皮を持ち上げるわけですが、今はまだその段階ではないようです──と、実はこの日のために予備知識をある程度蓄えて来ました。

　球皮を支えている人たちの中に素もと草ぐさ先輩を見付けましたが、声は掛けませんでした。忙しそうに作業をしていたので邪じや魔ましては悪いと思ったのが少し、後の大半は関わると面倒臭いと思ったからでした。だから少しずつ集まり出した観客の後ろのほうに移動して、乗って来た自転車のスタンドを立て、その傍そばで邪魔にならないようにそれを眺めていました。すると……

「──おはよう。【エーコ】さん」

　ふいに背後から声を掛けられたので、わたしは思わず振り向きました。

「あぁ。おはようございます。【ダッコ】さん」

　そこに立っていたのは水みず野の透子生徒会長でした。自分から声を掛けたというのに頬ほおを引ひき攣つらせて目付きは鋭くて、何な故ぜか少し不ふ機き嫌げんな様子でした。

「意外ね。あなたはこんなイベントには興味が無ないように見えるんだけど？」

　わたしのほうこそ意外に思っています。以前に会った時は去り際に何故か怒り狂っていたので、まさか今日、彼女の方から声を掛けて来るとは思っていませんでした。

「まぁ一応。わたし化学部ですから」と適当に応こたえて、ジャージ姿の彼女に「先輩こそ、ここで何をしているのです？」と尋たずねました。勿もち論ろん、素もと草ぐさ先輩のように手伝わなくても良いのかを尋ねたつもりだったのですが、彼女はそれを少し違う意味に受け取ったようでした。

「あなた何も知らないのね。このイベントは我が生徒会の企画立案、提供は学校の後援会なのよ。だからわたし今日は気球に乗るのよ、一番最初にね。遥はるか高みから、わたしを見上げるあなたの間ま抜ぬけ面づらを拝みたいところだけど、豆粒みたいな大きさだろうから無理だと思うわ、残念ながら」

「『人がまるでゴミのようだ』とか本気で言いそうなタイプですね……」と思わず呟つぶやきましたが、それは彼女には聞こえていないようでした。「あぁ、楽しみだわ」と一人で悦えつに入いっています。彼女こそ意外にこういうイベントが好きな人だったようですね。あぁだからご機嫌で、浮かれているからわたしに声を掛ける気になったのかと納得出来ました。でも……

「良いのですか？　こんな人の多い場所に姿を晒さらして。噂うわさでは公きみ塚づか先輩に次に呪のろい殺ころされるのは水野先輩だと聞きましたけど」

　わたしの言葉を受けて、水野先輩の表情は固まりました。そしてゆっくりとですが目は吊つり上あがり、眉み間けんには深い皺しわが刻まれていきます。

「さっきも気になったんだけど、その噂、何ど処こで誰だれに聴いたの？」

「べつに何処の誰でも良いのでは？　三年生なら誰でも知っている噂なのでしょう」

　反転して真逆になった水野先輩のご機き嫌げんですが、構わず流して、わたしは「この前先輩が言っていた【金きん塊かい】とか【水槽】とか……、あれって【アルキメデスの原理】の話だったのですよね？」と、逆に別の質問を返しました。先輩は「えぇ、良く分かったわね」と答えました。

「つまり先輩は公塚先輩という【零こぼれた水】の大きな体積──その質量分の浮力を受けて、生徒会長という今の地位についたわけですよね？」

「あのコのお陰だなんて癪しやくだけど、まぁ法則に当あて嵌はめるならそういう事になるわね」

「でもそれ、インチキですよね？」

　その一言に先輩の目が更に吊り上がりました。でも構わず続けます……
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「わたしに噂の真相を話してくれた人は、水野先輩が公塚先輩をクラスの輪の外──つまり【水槽】から外へ追い出した後で更にその体積や質量が増すようインチキをした、と言っていました。でもわたしはそんな事は無ないと思っています……」

　わたしの言葉の真意を図り兼ねているのか、水みず野の先輩は少し訝いぶかしげな表情をしています。

「以前先輩は自分の事を【金塊】だと言いましたよね？　その主張は今でも変わりませんか？」

「──えぇ、わたしは金塊。人の集団は水を張った【水槽】。あなたや公きみ塚づかさんはそこから【零れた水】よ」

　わたしの問いの答えにそれを堂々と言い放つ先輩は格好良いとも言えなくはないのですが……

「……だったらインチキされていたのは【零れた水】ではなく、流体を押おし退のける【物体】のほうだとわたしは思います。元々【零れた水】にどうやっても細さい工くは出来ません、不正は不可能です。でも【物体】の方は違います。純金の比重は一九・三。つまり同じ体積の水と比べた場合、金は水の一九・三倍の質量があるというわけですから、普通に考えたらこれではどうやっても金が水の中で浮上する事はありません。だから無理矢理にでも浮上させようとするなら、不純物を混ぜるか中身を空くう洞どうにするとか、インチキをしなければいけなくなりますよね？」

「……。何が言いたいのかしら？」と押し殺した声で問う水野先輩の顔は、それはもう物もの凄すごい形ぎよう相そうでした。

「あぁ、すみません。べつに先輩を挑発して怒らせるつもりはありませんでした。少し話が逸それてしまいましたが、つまりわたしが言いたいのは『注意して下さい』という忠告なのです。【アルキメデスの原理】を応用してアルキメデス本人が金きん細ざい工く師しの不正を暴いた【ヒエロン王の王おう冠かん】のエピソードは先輩も知っていますよね？　その金細工師のその後も───」

　【ヒエロン王の王冠】を簡単に語ります。古代ギリシャ、シラクサのヒエロン王が金細工師に金きんを渡して純金の王冠を作らせましたが、その金細工師が金の一部を盗んだという噂うわさが広まりました。そこで王はその真偽を確かめるようアルキメデスに命じます。アルキメデスは王が金細工師に渡したのと同じ量の金きん塊かいを用意して天てん秤びん棒ぼうの片方の端に吊つるして、もう片方の端には疑惑の王冠を吊るしました。空気中では二つの重さは同じで吊り合っていました。でも水を張った容器にそれを沈めてみたところバランスが崩くずれたため、不正が明らかになりました。比重の違う物質を混ぜて金塊と同じ重さにしようとしたら体積は大きくなるか小さくなるかします。そうなると押おし退のける流体の体積も違い、当然その体積に見合って上方向に掛かる力である浮力の値も違ってくるわけです。不正が暴かれた後、その金細工師は王の命により処刑されたという話です。

「──わたしはあの二件の人体発火事件の犯人はアルキメデスではないかと思うのです」

　水みず野の先輩のわたしを見る顔が、頭のオカシイ人でも見るようなものに変わりました。まぁ否定は出来ませんけれど。

「正確には【アルキメデスのような人】という意味です。アルキメデスは自国に他国の兵が攻め込んで来た際に、敵兵が彼の目の前で彼の描いた図形を踏んだために、それに抗議して、怒った敵兵によって殺されてしまいました。彼は知らなかったと思いますが、敵兵の長はアルキメデスが優秀な科学者と知っていて、部下に彼を発見しても殺すなと命じていました。それにも拘かかわらず、彼は自分のプライドのために命を落としてしまったのです。この人体発火の犯人も何か強い意志や拘こだわりのようなものを心に秘めていて、それのためなら危険を省かえりみないのではないかと思えるのです。でなければあんな道具を自作してまで犯行には及ばないでしょう。……そしてたぶんその拘りは【アルキメデス】に関係しているのではないかと思うのです。公きみ塚づか先輩を自殺に追い込んだ水野先輩の持論には【アルキメデスの原理】、そして二人を焼いた兵器の正体は、実は【アルキメデスの熱光線】と呼ばれる代しろ物ものです。これはただの偶然では───」

「──だったら心配無ないじゃない」

　わたしの話が終わらないうちに、打ち消すように水野先輩は口を開きました。

「わたしの父は県警察の幹部なの。二人が焼かれたカラクリはお父様経由でわたしの耳にも届いてるし、アルキメデスの知識に関してはあなた以上に詳しいわ。だからこそ安心してるのよ。鬱うつ陶とうしいから護衛だって要いらないって言っちゃったわ。だってわたしの知る限り、彼アルキメデスが発明した兵器はたった二つ、【熱光線】と【鉤かぎ爪づめ】だけ。【熱光線】はもうネタバレしてるから使えないでしょうし、【鉤爪】は港に上陸して来る船を転てん覆ぷくさせる大掛かりな防御用の兵器よ、人殺しには向かないわ。他に兵器以外でも発明や発見はしているけどどれも人を傷付けるのには向かないものばかり。だから犯人の拘こだわりがアルキメデスだというのなら、わたしはネタバレしている【熱光線】の対策を一応練ねっておけば良いだけ。確かあれの有効射程距離は過去の実験結果だとそんなに長くないはずよね？　校舎からだとグラウンドの端──以前の陸上競技大会で棗なつめが燃やされた場所辺りがギリギリ射程圏けん内ないってところでしょう。気球を上げるのはグラウンドの真ん中で、その周囲に器材を隠せる場所は無ないし、大丈夫よ。──今日のわたしに校舎に近付く用事は無いしね……」

　そこまで話して水みず野の先輩はわたしの横をすり抜け、熱気球に足を向けました。

「じゃぁね。もうすぐ開会式が始まるから行くわ。気まぐれであなたに話し掛けてやったけど、下らない話を聴かされて気分が悪いわね。とんだ時間の無駄使いだわ、全まつたく」

　例によって自分の言いたい事だけ一方的に言って、彼女は熱気球に向かって歩き出しました。

　その背中をわたしはただ眺めています。実はまだ言い残した事があったのですが、追い駆けて行って話してもたぶん無駄だろうと思い、諦あきらめました。

　彼女は気付いていないのでしょうか。

　熱気球が空に浮かぶ理屈も、【アルキメデスの原理】で説明出来るという事を……





※






　熱気球というのは軽くなった空気の力を利用して空を飛ぶ乗物です。その空気を軽くするにはどうすれば良いのかというと、バーナーで袋状の球皮エンぺロープ内の空気を熱してやります。空気は熱すれば密度が小さくなり軽くなります。

　【アルキメデスの原理】が熱気球の浮遊にどう関係しているかというと、まず水槽を球皮、水を球皮内の空気、水を押おし退のける物体を熱した空気と変換して想おもい浮うかべると分わかり易やすいでしょうか。それから球皮内に元在あった空気を仮に（Ａ）、新しく入って来る空気を（Ｂ）としましょう。（Ｂ）は（Ａ）を押し出して換わりに球皮内に同体積分溜まります。この時（Ｂ）は（Ａ）の体積に掛かる質量＝重力分の浮力を得る事になります。でも熱せられている（Ｂ）は（Ａ）より軽いわけですからここで浮かび上がるという現象が起きます。（Ａ）の重さの値をゼロ、（Ｂ）の値をマイナスと考えればイメージし易いかと思います。そこからどんどん熱してどんどん（Ｂ）を軽く（マイナスの値を大きく）していって




　　『　　（Ａ）の重さ　＞　（Ｂ）の重さ　＋　気球の機体の重さ　　』




　となった時、気球は大気中に浮遊する状態となるわけです。




　そうやって空を飛ぶ事の出来る熱気球は現在、わたしの目の前で、今まさに飛び立とうとしています。

　ゴンドラと呼ばれる籠かごのような乗り物に入っているのは運転士の男性と水みず野の先輩。九時過ぎの段階よりも集まった、多くの観客の羨せん望ぼうの眼まな差ざしを一身に受けながら先輩は満足そうに微ほほ笑えんでいました。只ただ今いまの時刻は一〇時半過ぎ。開会式が終わり、第一の乗客として今から飛び立つところです。

　わたしは観客の中に不審な人物がいないかどうか周囲を見回しましたが、それらしい人物は見当たりませんでした。今日は消防車の他にパトカーも一台待機していまして、先ほど確認すると車内には警察官が二名座っていましたから、万が一の時にも対応に問題は無なさそうです。

　イベントの運営委員が数人で、気球から離れるように観客に呼び掛けていました。司会者のような人が合図をして、気球を地面に固定していたロープが外されました。

　その瞬しゆん間かんでした───




　　バァァンッ！




　何かが破裂するような大きな音がして、同時に硝子ガラスの割れる音が聞こえました。観客もイベントのスタッフも皆思わず校舎の方を見ました。すると西校舎の三階端っこの教室──たぶん図書室だと思います──から、細かく砕けた硝子の欠片かけらが陽の光を反射して煌きらめきながら落下して行くのが見えました。

「──爆ばく発はつ？」

　思わず呟つぶやいたその瞬間、わたしの脳裏を何かが掠かすめました。慌てて視線を熱気球に向けます。するとそこには、フードを目ま深ぶかに被かぶった赤外套コートの人物が運転士の男性を籠の外に引ひき摺ずり出だし、縁ふちに脚を掛け、籠内に身を乗り出している光景が在ありました。赤外套は顔に黒いマスクを着けていて素顔は判わかりません。奴やつがバーナーのバルブのような物を弄いじると、ＬＰＧの炎は太く激しく逞たくましく天に向かって柱を高く噴ふき上あげます。同時に赤外套は籠から地面へと身を投げて、そのまま人込みをすり抜けて、走り去って行きました。この間たったの数秒の出来事でした。

　籠の中に取り残されて狼ろう狽ばいする水野先輩を乗せたまま気球は急上昇を始めましたが、突然の想定外の出来事に事態を旨うまく飲み込めなかったのか、イベントのスタッフ一同、観客も、誰だれもそれを止める事が出来ません。逃走した赤外套に関しても、目の前を横切ろうとも、誰も奴を阻はばもうとはしませんでした。それは奴がどんな存在なのかの本質を知る人間がこの場に居ないためです。このわたしを除いて───

　自転車で来ていて良かったです。万が一に備えて傍そばに置いておいて間違いはありませんでした。わたしは愛車に飛び乗ると、遠くの方、グラウンドを縦断する形で走っている赤外套コート目指して、ペダルをいっきに踏み込みました。

　赤外套の脚はたぶん相当速いと思います。並みの成人男性では追いつけないのではと感じさせられました。進行方向から考えて、奴やつはグラウンドを真っ直ぐに突っ切って、テニスコートの金網とグラウンドの金網との隙すき間まから車道に出るつもりだと思います。そうすると徒歩では追いつけず、乗物で追おうとすると駐車場からはグラウンドの外周をぐるりと回り込まなければならず、当然間に合いません。ただ単純に走って逃げているようで実は相当考えられている行動です。公衆の面前に堂々と姿を晒さらす大胆さもさる事ながら、かなり頭も切れる人物だと思われます。

　だからこそ、ここで捕まえておく必要があります。逃げられるともう次は無ないかもしれません。車道に出る前に何とかする必要があります。わたしも必死でした。

　わたしの体力がいくら並以下だとはいえ、速度と持久力で自転車の有利は絶対です。何とかギリギリ……、テニスコートの金網二メートル程手前で赤外套の速度が落ちた瞬しゆん間かん、わたしは奴に追いつきました。追いついて、わたしはブレーキを掛けるつもりはありませんでした。

　勿もち論ろんそのまま自転車ごと、奴に体当たりです。が……

　奴が衝しよう突とつより一瞬早くわたしの特攻に勘付いたため、身を捻ひねってかわされてしまいました。

　しかしわたしは諦あきらめませんでした。赤外套の傍そばを通り過ぎる瞬間、目前に迫った金網に構わず手を伸ばして奴の腕を掴つかみました！　こうなれば死なば諸もろ共とも、道連れです───

　次の瞬間、わたしの全身をガツンと強い衝しよう撃げきが襲おそいました……





※






　　───　視界は霞かすみがかった白色から徐々に青に染まっていきます。

　　　　　　　何ど処こかから誰だれかの声が聞こえて来るような気がしました　──




「……おい、大丈夫か？」

　見知らぬ男性に顔を覗のぞき込こまれ、わたしはハッと我に返りました。そして視界の青は空の色なのだと気が付いて、そこから次に自分が地面に仰あお向むけに寝ているのが分かりました。

　そのままの体勢で「赤外套コートは？」と尋たずねると、男性は一瞬考えて「あぁ、アイツか。警察の人が追い駆けて行ったよ」と答えを返してくれました。残念です、どうやら取り逃がしたようでした。

　ゆっくりと上半身を起こして周囲を見回すと、ここは金網のすぐ近くで、傍そばには愛車が横たわっていました。わたし自身は砂まみれでしたが、身体からだを動かして確認してみると、多少痛みはあるけれど特に何処かが動かないとかそういうのはありませんでした。声を掛けてくれた男性の話だとわたしが意識を失っていたのは三分くらいだそうです。

　グラウンドのほうへ目を向けると、まだ空高く気球が浮遊していました。

「おい、まだ寝ていたほうが……」

　立ち上がろうとするわたしを止めようとする男性に「大丈夫です」と言って、両の手と足に力を込めて、そのまま一気に立ち上がります。

「……？」

　その際にわたしは、無意識に握り込んでいた手の中に何かが在あるのに気が付きました。指を開いてみると、掌てのひらには一センチ大の玉が一個乗っています。材質はたぶん硝子ガラスのようで濁にごった緑色をしていて真ん中に穴が空いていました。

「…………。」

　とりあえずそれは上着のポケットに入れて、わたしは気球の下へと向かいました。




　気球は地上より何十メートルか上空に在ありました。籠かごからは命綱のようなロープが三本伸びていて、それらの先が地上の大型乗用車の牽けん引いんフックに繋つながれているお陰で錘おもり代わりとなって、風に流されて何ど処こかへ行ってしまうといった最悪の事態は避けられているようです。先輩の安否ですが、豆粒ほどの顔が籠の縁ふちより下を覗のぞいているのが見えて、とりあえずは大丈夫のようでした。しかし問題なのはここからの着陸です。スタッフの人が上空の先輩にバーナーの操作方法を叫んでいるのですが、バーナーの音のせいか、彼女の耳にそれは届いていないようです。スタッフの人は次に身振り手振りを交まじえて「赤い紐を引け」と叫んでいます。赤い紐ひもというのはたぶん球皮エンぺロープ内側から籠ゴンドラに垂れ下がっている紐の事でしょう。確か【リップライン】とか言う名前で、球皮の上側にある排気弁を操作するためのものだったと思います。つまり熱せられた空気を少しずつ抜いていって気球を下降させようという作戦なのでしょう。

　それは何とか先輩に伝わったようでした。先輩は垂れ下がっている赤い紐を掴つかむと、言われた通り、ぐいっと引き下ろしました。

　　　ぱぁぁぁん……

　すると同時に何かが破裂するような音が遠くで鳴なり響ひびきました。気球を見守る皆の顔に「？」が浮かびます。その瞬しゆん間かんでした。

　上空の気球の球皮が細長く一気に縦に萎しぼみ込こんで、そしてそのまま籠の重さに引っ張られるような形で地面へ落下を開始したのです！

　真下にいた人たちは慌てて蜘く蛛もの子のように逃げ散りました。

　間一髪というタイミングで幸いにしてその人たちを巻き込む事はなく、でもまともに、気球は地面へと激突しました。

　先輩の安否は分かりません。倒れた籠の上に球皮の巨大な布が覆おおい被かぶさり、その姿を完全に包み隠してしまっているのです。




　　　……………




　誰だれもが固かた唾ずを飲んで一言も発せず、その場から動けませんでした。ほんの数秒、この世界の時間が停止したのではないかという錯覚すら覚えました。でもやがてスタッフの人が恐る恐るといった様子で球皮エンぺロープの端を持ち上げ、籠ゴンドラに近寄ろうとしました。その時でした……

　　　ぼぉっ！

　広がった球皮の一部盛り上がったところ──つまり籠の上の辺りから突然火の手が上がったのです。

「キャァァァァァァァァァァァッ！」

　誰かが鋭い悲鳴を上げると会場はすぐさまパニック状態に陥おちいりました。倣ならって悲鳴を上げる人や泣き出す人やその場に座り込んでしまう人などで大混乱です。

「とにかく、火をっ！　火を消すぞっ！」

　こういう時にも冷静な人というのはいるものですね。スタッフの男性の一人が叫びました。

　すると我が高校のジャージ姿の女子生徒が二人、一人一本ずつ、消火器を抱えて走って来ました。「使って下さい！」と、そして男性スタッフにそれを渡します。彼はそれの安全弁を外して籠の近くまで持って走り、そしてホースの先端を炎に向け、レバーを握りました。ぶしゅぅぅぅっ！と音がして、ホースの先端から勢い良く消しよう火か液えき剤ざいが噴ふき出だします……




　　ドォォォォォォォォッ！




　しかしその消火液剤を浴びた瞬しゆん間かん、炎は何な故ぜか急激に勢いを増して、爆ばく発はつ的てきに燃え広がったのです！

　一瞬、何が起こったか分からないといった顔を男性はしていましたが、すぐに状況を理解して、消火器を投げ捨てると、悲鳴を上げて、慌ててその場から逃げ出してしまいました。

　後はもう誰も、消防車が乗り込んで来て放水を始めるまで、勢いを増したその炎の海を眺めているだけしか出来ませんでした。












　　[image: ]　　　　それなりに







「それなりに、複雑ですね……」

　わたしは制服のポケットから、小さなナイロン袋に入れられた三つの硝子ガラス玉だまを取り出して眺めました。それはあの時、わたしが無意識の内に手の中に握り込んでいたものです。あの後あそこの地面を探してみると同じ物が二つばかり見付かりました。でも本当は三つだけではなくもっと沢山数があって、それは繋つながって何かになるのではないかと、わたしは考えています。ちなみにこれは警察に見せていませんし、話してもいません。わたし個人の判断で採取して持ち歩いています……




『おい、何してんだ？　早く帰れよ』

　熱気球の落下事件の翌日。朝登校して、その後すぐに体育館で全校集会。校長先生から事件の大まかな説明と「面白おかしく噂うわさを広めないように」という内容の釘くぎを刺すお達しがあり、そして本日は休校という事になりました。

　素直にそのまま下校せずに、部室の自分の席で硝子ガラス玉だまをぼぉ～と眺めていると、例によって【トオル】君が声を掛けて来ました。

『お前、校長の話、聞いてた？』

　続けてそんな言葉を発する彼に「じゃぁあなたは聞いていたのですか？　部こ室こから動けないはずなのに」と言い返そうかとも思いましたが、何とはなしに面倒臭い気がして止やめました。

「言われなくても帰ります。わたしこれから警察で事情聴取を受けなければならないのですから」

　代わりにそう返して、わたしは立ち上がり硝子玉をポケットに戻すと、彼に背を向けて出口に向かいました。

「さようなら」

　お別れの挨あい拶さつをして出入口引戸に手を掛けました。でもそこでふと思いついた事があり、振り返ります。

「──ねぇ、【トオル】君。男性が女性からのプレゼントを身に着ける時ってどんな時ですか？」

　どうせこれから警察署に行くのだから、こういう事なら軽かる部べ刑事にでも尋たずねれば良いのかもしれませんが、軽部刑事は刑事なので……

『何だよ？　いきなり妙な事を聞く奴やつだなぁ』と少々戸惑っているようでしたが、彼はきちんと答えてくれます。

『モノにもよると思うけど、気に入ってて、特に生活の邪じや魔まにならねぇようなら毎日でも着けるんじゃねぇか？　まぁ一番模範的な回答としては、そのプレゼントをくれた女性と会う時だろうな、社交辞令的な意味も含めて』

「──そうですか、なるほど。『その女性と会う時』ですか……」

『何だよ、お前。プレゼントを贈りてぇ男がいんのか？　ちぇっ、色気づきやが──』

「普通に生活していて『ピアノを弾く時』って『特別な時』に含まれますか？」

　【トオル】君の言葉を遮さえぎるようなかたちで重ねた質問に、彼は『何だよ、チクショウ……』と零こぼしながらも、やはり答えてくれました。

『それは個人によって違うと思うぞ。『ピアノを弾く』という行為に何かしらの思い入れがあればそれはそうなるだろうよ。そういうのって個人の儀式的な感覚だしな』

「──なるほど。ありがとうございました。それでは……」

『あぁ、オイ。ちょっと待て』

　聞きたい事が聞けて満足したわたしが戸を開けて廊下に出ようとすると、それを【トオル】君が呼び止めました。

『──寄り道とかすんじゃねぇぞ』

「………。しませんよ」

『本当だろうな』

「何ですか、疑り深いですね。大丈夫ですよ。ここから真まっ直すぐ警察署に向かって、事情聴取を終えたら、そのまま脇わき目めも振らずまっしぐらに帰宅しますよ。わたしだっていつも暇を持て余しているわけではありませんし」

『そうか、なら良いぜ。お前、何かふらふらしてて危なっかしいからそういうの疑いたくなっちまうんだよなぁ』

　何か言い返そうかとも思いましたが思い浮かばなかったので、わたしは代わりに「信用して下さい。ではさようなら」と別れの挨あい拶さつをして、廊下へ出て引戸を閉めました。戸の向こう側から『おう、またな！』と【トオル】君の返した声が微かすかに聞こえました。

「さて……」

　昇降口に向かって歩き出そうとしたわたしですが、ふと、足を止めます。

「寄り道、ですか……」

　そんな事言われたら、とある場所が頭に浮かんで来てしまったじゃないですか……





※






　放課後の音楽室は静かでした。上階の美術室と同じで、西にし陽びが深く室内に入り込んで来ていて、燈だいだい色いろの床には窓枠型の幾き何か学がく模様の影が描かれています。

　わたしはグランドピアノの前に立って、掌てのひらの上に在ある硝子ガラス玉だまの袋をただ呆ぼう然ぜんと見下ろしていました。

「──ちょっ……あなたっ、そこで何やってるのっ！」

　そんなわたしの背中にいきなりヒステリックな声が浴びせられました。少しだけ驚きましたが、それでもゆっくりと後ろを振り返ると、そこにはこの音楽室の主である宮みや里さと先生が立っていました。年齢はよく判わかりません。かなり若作りなメイクと格好をしていて、遠めに見たら二〇代にも見えなくはないのですが、間近で見るとその倍近くいっていそうです。元々そこそこ整った顔と体型をしているようで、それなりに綺き麗れいな女性です。吹奏楽部の顧問でもあります。

　その宮里先生はわたしの顔を見て、わエたーしコだと気付いたようで、目を大きく見開いたまま固まった顔をしていました。

「こ、ここで……何してるの？」

　教師の威厳なのか、大人の意地なのか……、努めて冷静を装いながら、彼女はやっとの事でその言葉を搾しぼり出だしたようでした。

「あぁ、すみません。いろいろ考え事をしていたら何とはなしに音楽室ここに来てしまっていて。べつに無断でピアノを弾こうとしていたわけではありません。わたしは【猫踏んじゃった】さえ弾けませんので……」

　さりげなく硝子ガラス玉だまをしまいつつ、わたしがそこそこ正直に理由を話すと、彼女は「そう……」と小さく息を吐き出しました。

「……ごめんなさいね、つい大声を出して。最近物騒な事が続いて起きているでしょう？　その少し前から、音楽室からピアノの音が聞こえるって噂うわさがまた流れ始めてね。誰だれかのタチの悪い悪戯いたずらなら叱しかってやらなきゃって思っていたところなのよ」

「ぇ、また……。　今、『また』って言いましたか？」

　宮みや里さと先生の口から零こぼれた何なに気げない一言。不思議と耳に引っ掛かったその単語を追及しようとわたしが彼女に一歩迫ると、彼女は一歩後あと退ずさり、「え……えぇ、そうよ」と少々硬い表情で返してくれました。

「もう、二年ほど前になるかしら、同じような噂が流れた時期があったの。お化けだ幽ゆう霊れいだって。でも前回のはお化けなんかじゃなかったわ、犯人はれっきとした人間。ただの女子生徒だったのよ」

「へぇ、今回の噂では確か、音楽室で自殺した女子の幽霊でしたよね、正体は」

　軽い気持ちで言ったのですが、その言葉に宮里先生の表情はおそろしく曇りました。さすがのわたしでも何かあると気付きます。そして『二年ほど前』という事実や、わたしが口に出した【自殺】という単語から、「もしかして」という気持ちが湧わいて来きました。

「まさか、その女子生徒というのは……。その人の名前は？」

　　………

「……それは、言えないわ」

　宮里先生はほんの一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんするような表情を見せましたが、そう答えました。

「どうしてです？」

「わ、わたしは教師よ。生徒の個人的な事情を、おいそれと第三者に話すわけにはいかないのよ……」

　最近何ど処こかで聞いた事のあるような理由でした。【プライバシーの保護】とか【無用な混乱】とか……。だから分からないわけでもないのですが、少し鬱うつ陶とうしいと思ってしまいました。

「わたしにとってたぶん大事な事なのだと思うのです。そこを何とかお願い出来ませんか？」

「……駄目よ」

「どうしても？」

「えぇ」

「………。そうですか。それならしかたありませんねぇ」

　そこまで拒絶されてしまってはもう駄目です。わたしは真っ向から彼女を説得出来るだけの至高の話術など、持ち合わせてはいないのですから。だから………

「でもそうなると……、良いのですか？【レッド・ブルマー】の事を皆に喋しやべってしまっても」

「────なッ！」

　もう邪よこしまな道を行くより他ありません。

　激しい不意打ちを食らったかたちの宮みや里さと先生は言葉が出ない様子でした。目を大きく見開き、口を大きく開けたまま、固まっています。

「まさか、あんな事。いつもは淑しゆく女じよである宮里先生があんな過あやまちを。それを皆が知ったらいったいどんな顔をするのでしょうね？」

「ぁ、あなた何な故ぜそれを……、ど、何ど処こで聞いたの？」

　そしてやっと搾しぼり出だせた言葉がそれのようでした。

「『何処で……』などと。何処でも良いじゃありませんか。何処で聞いても真実は一つのはずでしょう。……あぁでも、七年前のあの凄せい惨さんな出来事を耳にして、わたしの心は押おし潰つぶされてしまいそうでした。それがこれから皆に………」

　宮里先生は顔を青くして、小刻みに震えていました。良い反応です。

「何処で聞いたのか気になるでしょう。でも、それよりあなたが今気にすべきは、現在この学校に通う皆が知らないそれをわたしだけが知っていて、あなたの返答次第では公表するつもりだという事だと思います」

「ちょ……ちょっと待って。……止やめて。それは───」

「だったら話して下さいよ。その女子生徒の名前」

「それは……出来ないわ。これは凄すごくデリケートな問題なの。関係ない第三者に軽々と喋しやべるわけにはいかないのよ」

「関係なくなどありません。これはわたしの───」

　　…………………。ぁ、あれ？

　自分でも少し驚いています。不思議とそこから先は何故か言葉が出て来ませんでした。……ぁ、いえ、でも。これは正確には少し違っていて……、どうやら『見つけられない』みたいです。時たま、覚えているはずの語句を何故か忘れていて、思い出そうとするけど一向に思い出せずにいるような、あんなもやもやした気持ちの物凄く濃いものが、わたしの胸の内に巣す食くい出だしました。

「──ちっ……」

　言葉に詰まっただけなのにわたしは何故か舌打ちをして、ピアノの在ある場所から離れて窓へと向かいました。そして鍵かぎを開け、窓まど硝子ガラスの縁ふちに手を掛けると、それを思い切り横へと引きます。

　スパ──ン！　という音と共に、窓は勢いよく片側全開になりました。わたしは振り返り、宮里先生を睨にらみ付つけて叫ぶように言います。

「こうなってしまったからにはあなたの選択肢はもう二つしかありません。その女子生徒の名前を黙っていてわたしに【レッド・ブルマー】を公表されるか！　もしくは素直に女子生徒の名前をわたしに教えて体てい裁さいを保つか！　さぁどうします？　選択次第では、わたしは今ここで、真実を外の世界に向かって発信しますよ！」

　実のところわたしは【レッド・ブルマー】の真実を知り得ていません。【トオル】君が喋しやべってくれていないので当然。……つまりはハッタリです。公表など出来るはずがありません。でもわたしはここで黙って引き下がるわけにはいきませんでした。その女子生徒の名前をどうしても確認しておかなければならないのです。例え今のわたしのしている事が、駄々をこねる子供みたいな見苦しい行為だとしても。

　　…………………。

　宮みや里さと先生は固まってしまいました。でも目の玉などは目まぐるしく動いていて、口元などは相変わらず小刻みに震えていました。顔も先ほどよりも青ざめているような気がします。しかし口は開きません……

　───もう、いい加減に……

　わたしは再び開け放たれた窓の方を向くと、縁ふちに手を置いて身体からだを外に乗り出して、大きく息を吸い込みました。

「宮里先生はぁぁぁっ、【レッド・ブぅ──　】

「分かったわっ！　話す、話すからっ、止やめてぇぇぇぇっ！」

　吸い込んだ息と同時に言葉を吐き出そうとすると、彼女が背後でそう叫びました。

　わたしは再び振り返り、彼女に頭を下げました。

「ありがとうございます。わたし、先生の事信じていましたよ」




　とりあえずお互い少し落ち着こうとしてか、一分ほど二人の間に沈黙の時間が流れました。正直なところさっきまでのわたしは正気を保てていなかったと思います。自身の乱暴で強引な手法に後になって少し驚いています。

　でもそれと同時に、宮里先生の予想以上の好反応にも驚きました。おかげで今まで下らない事だとしか思っていなかった【レッド・ブルマー】に、ここに来て少し興味が湧わいて来きてしまいました。でも【トオル】君に頭を下げてまで聞こうと思う程度でもありませんでした。

「さて……」

　わたしは改めて二年前のお化け騒ぎの犯人の女子生徒の名前を尋たずねました。宮里先生もさすがに今度は素直に答えてくれました。

「【公きみ塚づか円まどか】さんよ……」

　──やっぱり。

「すみません、その当時の事をもう少し詳しく教えて下さい」

　彼女は目を伏せて、しばし逡しゆん巡じゆんします。でもやがて「あまり他人に話せるような内容ではないのだけど……」と口を開いてくれました。

「……当時ね。一年生のあるクラスで盗難事件が度たび々たび起きていたの。クラス内の生徒の持物がいつの間にか無なくなって、それが毎回同じ女子生徒の鞄かばんや机の中から見付かっていたわ。その女子生徒──犯人だと言われていたのが公きみ塚づかさんだった。事件が起こる度たびに担任の天あま本もと先生に呼び出されて生徒指導室に行って、そして泣きながらこの音楽室でピアノを弾いていたの。授業時間外でしかも吹奏楽部や関係者でもなく、許可も取っていないわけだから、当然わたしはそれを見付けたら叱しからなくてはいけなかった。──でも、出来なかったわ。だってあまりに悲痛な音色だったから……」

　宮みや里さと先生は当時を思い出しているのか微かすかに目を閉じて、苦いものを噛かみしめるような口調で言葉を紡つむいでいました。

「──本人から話を聴いた事もあった。彼女、『自分はやっていない』と必死に訴えていたわ……」

「先生はどう思っています？　彼女は犯人だったと思いますか？」

　わたしの問いに宮里先生は首を横に振りました。

「盗難品が彼女の鞄や机に入っていたのが証拠だとか言われてたみたいだけど、わたし個人の意見を言わせて貰もらえば彼女は無実だと思う。話してみたら分かるもの、彼女がそういう人間じゃないって。毎回同じ曲ばかり弾いているから、どうしてか尋たずねたら、『昔ピアノ教室に通っていた頃ころの、大切な人との再会の約束の曲だから』と答えてくれたわ。『その人はわたしの髪を触るのが好きだったから、今伸ばしている』とも言っていた。そんな大人しくて優しいコが、人の物を面白がって盗むなんてとても思えない……」

「…………。その、彼女が弾いていた曲とは何ですか？　題名とか判わかりますか？」

「──【放課後の音楽室】よ、間違いないわ。最近聞こえて来るという噂うわさの曲も同じらしいの。だからまさか彼女が……」

　宮里先生は小刻みに唇を震わせながら、ますます血の気の引いた青白い顔になり、まるで何かから必死に逃げているかのような、追い詰められた表情をしていました。それはたぶん……

「公塚さん、盗難事件のせいでクラスの皆から苛いじめられているらしかった。彼女、自殺する直前にクラスメイトに髪の毛を燃やされているの。きっとそれが引金になったのよ、大切だったに違いないもの。あぁ、わたしがもっとしっかり見守ってあげていたら、何かしてあげられていたら、支えになれていたら……　きっと……。でもわたしは一介の音楽教師で、何の権限もなくて、吹奏楽部も忙しくて、だから……　うぅ……」

　尻しり窄すぼみに声は小さくなり、やがてそれは嗚お咽えつに変わりました。

「………」

　わたしは宮里先生の口元に当てられていた彼女の手を掴つかむと、乱暴に引ひき剥はがしました。

「先生。もし知っていたら教えて欲しい事があります。公塚先輩の──」
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「──熱気球の排気弁のところに手製の小こ型がた爆ばく弾だんが仕掛けられていたんだ。それがあの赤い紐ひもの先に繋つながれていて、引くと爆発するようになっていた……」

　警察署の取調室、机を挟んでわたしの前に座る軽かる部べ刑事は、熱気球墜つい落らくのカラクリを話してくれました。

「校舎の爆発は消火器を改造した爆弾だった。解体して中に火薬とリモコン式発火装置を詰めて組み直した物だ。使用すると火の勢いが爆発的に増す増火器は、同じように解体して消火剤の代わりにガソリンと灯油を入れた代しろ物ものだった……」

　そこまで話して軽部刑事は「大丈夫かい？」と優しい声で尋たずねました。手元のファイリングされた紙の束に目を通していたわたしは、「何がですか？」と顔を上げました。

「いや、まぁ、やっぱり。ショックなんじゃないかと思ってね、水みず野のさんの事……」

「えぇ、まぁ……」

　わたしは曖あい昧まいな言葉を返します。正直どう答えたら正解なのかが分からないのです。

　彼女はわたしに対して良い感情は持っていませんでしたし、わたしも彼女に好意を持っていたわけではありません。でもだからといって嬉うれしいかといえばそうでもないし、逆に悲しいのかといえば、それはもう全然涙なみだの一滴さえも零こぼれ落おちる気がしないのです。

　ただ起きてしまった事件のその結果だけが目の前に無造作に置かれていて、わたしはそれに触れもせず、ただ眺めているだけのような……そんな不確かで不思議な気分です。

　唯一はっきりしているのは、わたしと彼女が顔を合わせて言葉を交わす事が、この先一生──二度と無ないという、その事実だけなのです。

「──気球に爆弾を仕掛けた人物の特定を急いではいるが、正直難しいと思う。気球を上げるのに不特定多数の人間が関わっていたようでね。大掛かりな物だからイベントの運営スタッフだけではなく、親切な近所のオジサンや、好奇心旺おう盛せいな若者や、野次馬なんかもスポット的に手伝っていたようだ……」

「ずいぶんと弱気じゃないですか。【県警のお偉いさんの娘】があんな事になったのですから、もっと気合を入れなくても良いのですか？　今学校では、『【ダッコちゃん】は【リング】に呪い殺されたんだ』って噂うわさが蔓まん延えんしていますよ。あまり芳かんばしい状況ではありませんよね？　警察あなたたちにとっては」

「…………。知っていたのか」

「えぇ、水野先輩本人から聞きましたので。でもそうなるとひょっとして……。この事件、軽部刑事が捜査の指揮を取っていないのでは？　わたしの勘では金かな沢ざわ先輩の事で、わたしと雪ゆき村むら先生がここを訪れた後くらいから……」

「良い勘をしているよ。だいたいそれくらいの時期かな。突然県警本部からエリートのボンクラが派遣されて来て、俺おれが一捜査員に格下げになったのは」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに軽かる部べ刑事は小さく肩を竦すくめました。

「事件が未いまだに解決していないのはそのボンクラさんのせいですか？」

「あぁ、そうかもしれない。捜査において大事な事の一つに『事件の【筋】を読む』というのがある。簡単に言うと無限にある可能性は全すべて追えないので、事件の全体像や犯人にだいたいの予測を立てて、それに沿うよう捜査をする事なんだ。たぶんボンクラさんはその【筋】を読み間違えたんだろう。そうなると結構悲ひ惨さんだ。その筋道を進んで最後まで行っても、そこには犯人も真相も居ないわけだから。まぁ万事休すという奴やつかな……」

　軽部刑事はそこで一いつ旦たん話すのを止やめると、机の上に出していた手の肘ひじを両方ともついて、左右の指を絡からませ、その上に軽く顎あごを乗せると、わたしの顔をじっと見詰めました。

「今更引き返せないし、その上欲しいものは何一つ手に入らない。とても悲しい事だと思う。途中で立ち止まって、周囲を見回し後ろを振り返って、いろいろ確認するべきだったんだよ、彼は。この道で──この方法で良かったのかを……」

「…………。」

「──どうかした？　【エーコ】ちゃん。そんな難しい顔して」

「いえ、べつに……」

　尋たずねながら、微ほほ笑えみ顔をこちらに向けた軽部刑事ですが、わたしは彼の態度に微かすかな違和感を覚えました。でもその原因が何なのかまでは分かりませんでした。

「──ただ、話を聞いていて何となく。すごく落ち着いているというか──まるで他た人にん事ごとみたいな口調だな、と思いまして。良いのですか？　全部ボンクラさんのせいにしているみたいにも聞こえましたけど」

　何ど処こかすっきりしないまま、とりあえず適当な言葉を返すと、知らず知らず、何だか誘ゆう導どう尋じん問もんしたみたいになっていました。しかし軽部刑事はその辺に一切触れずに、「まさかっ」とほんの少しおどけるような声を出しました。

「他人事だなんて思っていないし、ボンクラさんに全責任を押し付けてるつもりも無ない。だが今の俺は一捜査員だ。捜査の指揮も責任も取れる立場じゃない。ただ従うのみ、それだけさ」

「なるほど……」

　飄ひよう々ひようとそんな理屈を口に出す軽部刑事は、いつもどおりの彼のようでした。感じた違和感が何だか気のせいだったように思えて来ました。

「──つまり。あの日屋上で大事な情報を話してくれなかったのは、女子生徒たちの立場を心配したのでなく、ボンクラさんの方針だったという事ですね？　ボンクラさんが上の意向を汲くんで情報漏ろう洩えい防止を徹底させたのでしょう、偉い人の娘だから。……あぁ、見み損そこないましたよ、軽部刑事。まさかあなたが上役の顔色を窺うかがって保身に走るような人だとは思ってもみませんでした」

「はは、参ったなぁ。あまり大人を苛いじめないで欲しい。これでも今、結構辛つらい立場なんだ」

　軽かる部べ刑事の顔には一転して苦笑いが浮かんでいました。

「あの赤外套コートの奴やつが派手にやらかしてくれたお陰で、警察おれたちもいろいろと大変なんだ。報道関係なんかは上層部うえのほうが旨うまく押さえ込んでいるみたいだが、『人の口に戸は立てられない』とか言うだろ？　市民からの問い合わせが凄すごいんだ……」

「わたし、信じていたのに。軽部刑事は他の大人とは違うと……」

「悪かったよ、【エーコ】ちゃん。だからその埋め合わせに、何も聴かず、今こうして公きみ塚づか円まどかの自殺に関する捜査資料をこっそり見せてあげているだろ？」

「──はい」

　何な故ぜだか少し意地の悪い事を言ってしまいましたがこれ以上は止やめておこうと思い、適当に頷うなずいて返しました。そしてわたしは再び手元の捜査資料に目を落とします。樹じゆ脂し製せいの板と金属製の輪などで出来た頑丈なファイルの中に、様々な書類や写真などが綴とじられた警察にとって大切な代しろ物ものです。

　それのページを何枚か捲めくっていると、ふとある建物の写真が目に留まりました。

「この建物は……」

「あぁ、それは。公塚円の自殺現場の外観写真。彼女の家の近所に在あってね、当時は彼女の家が倉庫として所有していたみたいだ。でも彼女がそこで命を絶って以来、不動産屋に売却されて───ぁ、そういえば、最近不審火で全焼したとか聞いたな」

「………。そうですか」

　警察署で警察官相手にこの話題は良くありませんね。ボロが出ては困ります。

　極力さりげなく、急いでページを捲ると、わたしは次に彼女の遺体の写真を見付けました。

「…………。」

「どうしたんだい？」

　思わず手が止まって、視線が釘くぎ付づけになってしまっていたようです。気になったのか、軽部刑事は少し前まえ屈かがみになってわたしの顔を覗のぞき込こみました。

「──いえ。………ねぇ、軽部刑事。この写真はお借りする事は出来ますか？」

「いや、無理だよ。【エーコ】ちゃんだから特別に見せたけど、それは本来極秘資料だ」

「……ですよね」それくらいはわたしにも分かります。

　わたしはポケットから携帯電話を取り出すと……

　　　かしゃっ……

　カメラモードでその写真を撮とりました。そしてメモリーに記録します。

「いやいや、さすがにそれも──」

「ありがとうございます、軽部刑事。あなたはやっぱりわたしの尊敬する素晴らしい刑事です」

　彼の言葉を遮さえぎって、わたしは軽く頭を下げました。
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『──お前さ、こんなところでのんびりしてても良いのかよ？』

　翌日放課後、部室の自分の席に座って虫ル眼ー鏡ペを覗のぞいているわたしに、【トオル】君は不満そうに尋たずねました。

「何ですか？　事情聴取ならもう一生分受けましたよ。今では部こ室こより取調室の方が落ち着くくらいです」

『違ぇよ！　学校全体で当分部活は禁止、放課後は速すみやかに下校って事になってんだろうがっ！　犯人がまだ捕まってねぇんだぞ』

「犯人が捕まっていないどころか、捜査は大して進展していないようですよ。新たに判わかった事といったら、例の増火器が学校側の用意していた物で、使用された物以外にも校内で幾いくつか発見された事くらいです。本当の火災が発生していたらとんでもない事になっていましたね」

『──だったら分かんだろ？　犯人は凄すげぇ危険な奴やつなんだよ。だから外が暗くなる前に帰宅しなくちゃな。特にお前は犯人と接触してるんだ。奴が証拠隠いん滅めつのために何をして来るか分かったもんじゃねぇんだからよ』

「はいはい……」と適当な返事をして、わたしは虫眼鏡のレンズを通して、机の上に置いた例の硝子玉と、携帯電話の画面とを交互に見比べていました。

『真ま面じ目めに話を聴けよ、おいっ！　だいたいお前、今何やってんだよ。何で携帯電話に虫メ……』

　【携帯電話】の単語が【トオル】君の口から出た瞬しゆん間かん、わたしはその画面を手で覆おおいポケットにしまいました。

『──おいっ、何だよ。何で隠すんだよ』

「……べつに。【トオル】君には関係ない事ですよ」

　実は画面には例の写真が映し出されていました。それを彼が見たらきっと怒るでしょうからね、見せないに越した事はありません。

『関係ないとか言うなっ！　お前何か隠してんだろ。いったい何だよ。何を考えてんだ……』

　──何を考えてる……ですか。わたしは顔を上げ、彼を真正面から見詰めます……

「ねぇ、【トオル】君。……仮にですよ？　自分が死んで、その後で誰だれかが自分の為ために何かをしてくれていて、それを死んだ自分が知ったとしたら、何を想おもうのでしょうかね？」

『──はぁ？　何だよ、いきなり。訳分かんねぇ。ぁ……でも、まぁ、あれじゃねぇ？　嬉うれしいんじゃねぇの、一応は』

「──そうですか……」

　わたしは立ち上がり、机の上の片付けを始めました。

『──何だよ、それだけか？　聴くだけ聴いて放置か？　しかもさっさと帰ろうとしてんじゃねぇ！』

「すみませんね、わたしも忙しいのですよ。週末にデートの予定があるので、その準備を済ませなくてはいけないのです。あなたの相手はまた今度させて───」

『デェェェトォォォォォッ！』

　わたしの言葉がまだ終わらないうちに彼は絶叫に近い声を張り上げていました。

『何だよ、それ？　相手は誰だれだ？　まさか軽かる部べの野郎じゃねぇだろうな？　あのスケコマシめぇぇぇぇぇっ』

「いえ、軽部刑事ではありませんよ」

『じゃぁ素もと草ぐさか？　お前らいつの間にそんな関係になったんだよっ、俺おれの許可も無なくっ！』

「えぇまぁ、そうですけど。どうして【トオル】君に許可を取らなくてはいけないのですか？　ただのデートですよ。少し落ち着いて話がしたくてわたしから誘いました……」

『──な。わたしから誘った……。なんて破は廉れん恥ちなぁ』

　【トオル】君はそわそわしているようでわくわくしているような妙なテンションでした。わたしの話をちゃんと聴いているのかも怪しいものです。どうして関係ない彼のほうがそんなに興こう奮ふんしているのでしょうか……

『それで何ど処こ行くんだ？』

「まだ決めていませんよ」と答えるわたしに、彼は『じゃぁ準備って何だ？　服を買いに行くのか？　それとも美容院か？　それとも……』と矢や継つぎ早ばやに質問をして来ました。

　彼の相手をするのが少々面倒臭く感じ始めたわたしは、とりあえず鞄かばんを手に持って出入口引戸に向かいました。そしてそこで振り返って答えます。

「　ピアノ教室です……　」
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　今夜は満月のはずなのですが雲に隠れて今一つの夜空です。お陰で待合わせの場所へと向かうためにわたしが歩く、文あや目め沢ざわ高校西校舎の二階廊下は暗くら闇やみに包まれていて、懐かい中ちゆう電でん灯とうを忘れて来た事を後悔するほどに足元がとても心こころ許もと無ない状態でした。

　廊下の突き当たり、深夜の音楽室がわたしたちの待合わせ場所です。扉を開けて中に入ると、人影がグランドピアノ傍そばに在ありました。

「──すみません、お待たせしました。素もと草ぐさ先輩」

「あぁいや、僕ぼくも今来たところだよ」

　実はわたしは遅刻していません。指定した時間通りの到着です。だから謝らなくても良いかもしれないのですが、たぶんそれを分かっていながらお約束の応こたえを返す素草先輩。意外に期待を裏切らない人です。

　閉じられた空間である音楽室は、今さっき通って来た廊下よりも暗闇が濃いような気がしました。窓を背にするような位置で先輩は立っているのですが、月光がほとんど差し込まないためその姿は、顔はうっすら、シルエットは黒いコートのようなものを羽は織おっている事くらいしか分からず、正直声で彼だと判別出来る程度にしか見えていません。先輩は「でも驚いたよ」と暗くら闇やみに身を沈めたまま嬉うれしそうな声で喋しやべります。

「まさか僕ぼくの、こんな時間にこんな場所で会いたいだなんていう我儘リクエストをあっさりと聞いて貰もらえるだなんて。実はこういう状況で話がしたかったんだ、君と二人きりで」

「ずいぶんとまたロマンチックな言い回しですね。わたし今、知人の刑事の顔が頭に浮かびましたよ。でも生あい憎にく、わたしの話はそんなに浮ついたものではありませんけど」

「──あぁ、そういえば。『話がある』って、いったいどんな話？」

「話の前にまずこれを渡しておきますね……」

　わたしは先輩に近寄ると、上着のポケットの中に手を突っ込み、取り出した物を彼に手渡しました。

「──これは……」

「渡すと言うよりは返すと言ったほうが良かったでしょうか。それ、先輩のですよね？」

　わたしは先輩の掌てのひらの上に在あるナイロン袋に入った硝子ガラス玉だまを指差し、次にその指を彼の左手に向けました。

「この前より少し珠たまの数が減りましたよね？　でもこれで元通りになりますよ、その腕輪ブレスレツト……」

　先輩は思わず左手首に視線を落としました。そこには以前この音楽室でわたしと初めて話した時に、校則違反がどうこういう件でわたしが指摘した腕輪が、少しだけ貧相になった身体からだを晒さらしていました。

「……うん、そうだね。これは僕のだ。以前に君が予言したとおり革かわ紐ひもが切れて、珠が幾いくつか落ちちゃってさ。拾ってくれたんだね、ありがとう」

　先輩は平然とした態度でした。そしてその態度や口調そのままに尋たずねます……

「……ところでこれ、何ど処こに落ちてたの？」

「学校のグラウンドの隅です。水野先輩の落下事故があった熱気球搭乗会の際に拾いました」

　わたしがはっきりと答え返すと先輩は「えっ、そんなところに落ちていたのか」と目を丸くしたようです。「全然分からなかったよ」とも呟つぶやきました。

「大事な品だったんでしょう？　無なくしただなんて事になったら公塚先輩に顔向け出来ませんものね」

　　　…………。

　先輩の表情は暗くてよく読み取れません。でも一いつ瞬しゆん周りの空気が引き締まったような気配はありました。わたしは上着のポケットから携帯電話を取り出し、フォルダからある一枚の写真を呼び出して、彼に見せます。

　そこに写っているのはコンクリートらしき床に横たわる青白い肌の女性の姿……

「これは公きみ塚づか先輩の発見された直後の遺体の写真です。軽かる部べ刑事に頼み込んで事件資料を見せて貰もらった際に撮とらせて貰いました。この左手首のところを見て下さい、腕輪ブレスレツトをされています。そっくりですよね？　先輩の腕そ輪れと同じ薄緑色の珠たまです……」

　素もと草ぐさ先輩は何も言葉を返して来ませんでした。構わずわたしは話を続けます……

「わたし、公塚先輩が昔通っていたというピアノ教室に行って来ました。そこで当時同じように通って来ていたある少年の話を聞きました……」

　携帯電話をポケットに戻すと、わたしは更に話を続けます。

「その少年は元々ここから少し離れた地区に住んでいたのですが、小学校卒業時に父親の仕事の関係で更に遠くの町に引っ越してしまいました。でも一年ほど前に一人で戻って来て、この町の叔母さん夫婦の家に住まわせて貰って、この学校に通っているそうです。彼と公塚先輩はとても仲良しだったそうですよ」

「……それで？」

「連弾の練習で二人は【放課後の音楽室】を習ったそうです」

「ねぇ、先輩……」とわたしは彼を真正面から見詰めました。

「……全すべて話していただけませんか？」

「あはは」先輩は軽く笑ってわたしを見詰め返しました。「君の言う『全て』って何の事？　僕ぼくには皆かい目もく見当がつかないんだけどさ」

「──いや、先輩。『皆目見当が……』とか言っていますけど……」

　満月が雲間から顔を出したのか、室内は青白い光に徐々に照らされ出して来ました。窓を背にしている先輩の姿も暗くら闇やみから浮かび上がって、もうほとんどはっきりと確認出来ます……

「……最初から隠す気、無ゼしロですよね？」

　先輩が羽は織おっているのは黒いコートではありませんでした。暗闇に染まっていたからそう見えただけで、実際は真っ赤な外套だったのです……

「実は君がいつ気が付くのかなって、ずっとドキドキしてた。思ってたより遅かったかな……　ふふっ、そう、いかにも。僕が犯人だよ。金かな沢ざわさん・浮うき嶋しまさんを焼き、水みず野のさんの乗った気球を落としたのは僕だ」

　まるで事も無なげな様子で、彼はあっさりと白状してしまいました。

「──理由を聴かせて貰って良いですか？」

「少し長くなるけど良い？」

　わたしがそれに無言で頷うなずくと、先輩は「じゃぁ、話そうかな」と、とても穏やかな口調でした。

「──彼女とは小学生から習い始めたピアノ教室で知り合って、すぐに仲良くなったんだ。大人しいけど優しくて可愛い娘だった。学区が違うから普段学校で会えなくて、週末のレッスンがすごく楽しみで待ち遠しくて仕方なかったよ。彼女もきっと同じ気持ちだったと思う。連弾の練習で【放課後の音楽室】を習った時、彼女が『本当の音楽室でこれを弾いてみたいね』って言って、『でも今のわたしたちには実現不可能だね』って寂しそうに笑ったんだ。その当時僕ぼくが住んでた場所だと中学校さえも一緒のところには通えなかったからね。それで『高校は絶対同じ学校に通おう』って約束したんだよ。だけどちょうど小学校を卒業するタイミングで父親の転勤が決まって、僕はここから車で二時間ほど掛かる土地に引っ越す事になった。でも引越しの日にもう一度約束して、そして彼女は僕にこの腕輪ブレスレツトをくれたんだ。幼い頃ころ亡なくなった両親の形見の大切な品らしいけど、約束の証あかしだってさ。可愛い事言うコだろ？」

　わたしは無言で頷うなずきました。

「……だけど僕は彼女を裏切った。高校は自宅近くの有名進学校を選んだんだ。決して彼女の事が嫌いになったわけじゃないよ。三年間でいくらか大人になった僕は自分自身の将来の事も視野に入れたんだ。約束を反ほ故ごにした理由を正直に話して改めて約束を交わし直した。それで彼女も納得してくれた……と、そう思っていた。だけど彼女は僕と、僕たちの未来を捨てたんだ……」

　先輩は深く目を閉じ、息を大きく吸い込んで、吐きました。

「……自みずから命を絶って」

「えぇ……」

「……【炎の魔術師】が溜まり場にしていたあの廃倉庫で首を吊つったんだ……」

「えぇ、知っています。先輩は最初からそれを知っていて、公きみ塚づか家を訪ねた際にわたしを誘導して、松まつ本もとさんを見付けさせましたよね？　あの日、学校の昇降口で先輩は友達の家に電話を掛けるふりをして公塚家に電話を掛けています。自分と顔見知りである事実を伏ふせて貰もらうため、事前に公塚先輩の祖父母と連絡を取ったわけですよね」

「──気付いてたの？」

「掛けたのはわたしの携帯電話からですよ？　履歴が残っています。リダイヤル画面を開いた時に分かりました。初めて電話を掛けるはずの相手の番号が既すでに記録されていたので」

「なるほど。はは、結構ドジなんだな。僕って男は」

　先輩は自じ嘲ちよう的てきに笑いました。

「──そう、君の言う通りだ。僕は最初から全すべて知っていたんだ。あそこは円まどかが死んだ場所だから、僕は彼女を偲しのんで時々立ち寄っていたんだ。だから今年の春休みくらいから緋ひ守かみ北きた高生の男子三人と松本さんがあの時間帯から夜にかけて頻ひん繁ぱんに出入りしてたのも、奴やつ等らが【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】を名乗って火遊びを繰くり返かえしてる事も知っていたよ。そしてそれをどうにか計画に利用出来ないものかと考えたんだ……」

「──捜査の攪かく乱らんですね。教育関係の施設を狙ねらう放ほう火か魔まが出没しているのと同時期に似たような事を行えば、警察はどうしても関係性を疑うので、何ど処こか的まと外はずれな捜査になる。わたしに彼らの溜まり場を発見させたのも、わたしの口から警察に情報が届けられる事を期待したからですよね？　真犯人自みずから通報して注目を浴びるわけにはいかないので」

「あぁ、概おおむね、そうだよ。それにしても松まつ本もとさんは実に良いタイミングで君の下駄箱に放火してくれたなぁ。実はあれ偶然なんだよ。僕ぼくはずっと君を監視してたから、実況見分みたいなのをした事は何となく判わかってたんだけど、彼女は知らなかったはずなんだ、ミラクルだよ」

「確かにミラクルです。まったく紛まぎらわしい……。でもあなたは彼女に、わざとわたしに対する嫉しつ妬とを煽あおるような行動を取っていましたね？　だからある程度予測の範はん疇ちゆうの出来事だったのでしょう。……金かな沢ざわ先輩たち相手にも同じような事を？」

「──そうだよ。僕は元々事を旨うまく運ぶために、彼女たちを僕の虜とりこにしようと常に心を砕いていたから、その延長線上の努力だし、結構簡単だった。ちなみに金沢が黒のセーターを愛用していたのは僕が『似合ってる』とすごく褒ほめたからだし、浮うき嶋しまのシュシュは僕が大会前日にこっそりプレゼントしたものだよ。二人とも何も知らず嬉うれしそうにしていたなぁ」

「…………。」

「──でも、ほんと悪かったね、不快な思いをさせて。まず金沢たちと対立させる事で松本さんに警察の捜査の目を向けようと考えていた。その後で彼女に君を攻撃させて、更に【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】の一員である事が判れば、疑いは更に強くなる──と企たくらんでいたんだけど、意外に旨く行かなかったな。君の行動を読み切れなかった。君が彼らとの事やその結末を警察に話さなかったからね。──いや、話せなかったのかな？」

「何の事です？」

「……約束、破っただろ？」

「だから何の事です？　わたしには皆かい目もく見当が付きませんが」

　先輩の言わんとしている事は分かっていましたが、わたしは惚とぼけてみせました。すると彼は「ははっ、じゃぁ、そういう事でも良いよ」と笑いました。

「──先輩。意外に性格悪かったのですね……」

「そうだね、自分でもビックリだ。でも、君の嫌いな【脳のう筋きん野や郎ろう】とは違うだろ？」

「気にしていたのですか、意外です」

「運動系の部活をやっている人間全すべてがそういうタイプとは限らないよ」

「オバァちゃんが言っていました。『健全な肉体に健全な魂たましいの宿った人間が実は一番危ない』と。一見そうは見えなくても油断は出来ませんよ、体育会系というやつは」

「以前から思っていたんだけど、君のオバァちゃんて面白い人だね。一度会ってみたいよ、楽しいだろうなぁ」

「もう会えませんよ。去年の冬、わたしが事件を起こす少し前に他界しましたから……」

　「綺き麗れいな髪だね」と微ほほ笑えんで、いつでも頭を優しく撫なでてくれていたわたしの一番大切な人は、もうこの世に居ないのです。

「……そう、残念。じっくり話してみたかったなぁ」

「楽しい会談になっていたでしょうね、あなたもずいぶんと面白い人ですから──」

　話題がだいぶ逸それてしまったので、わたしはそれを元に戻します……

「──ところでその【赤外套コート】も【炎ほのおの魔ま術じゆつ師し】との関係を意識させるための演出ですか？　ずいぶん派手で目立ちますし、【炎】を連想させますから……」

　先輩は小さく首を横に振りました。

「それもあるけどそれだけじゃないよ。水みず野のたち三人が円まどかに与えた最後の屈辱である赤ペンキのエピソードを模す事で、水野たちや皆に【呪のろい】を印象付けて、円の事を想おもって貰もらおうと思ってさ」

「彼女を殺害する計画にアルキメデスを引用したのも？」

「あぁそうだよ。水野は【アルキメデスの原理】を世界の理ことわりみたいに信じていた。そのせいで円は死んだんだから、奴やつらもアルキメデスで死ねば良い……」

「でも、あれだけの道具を製作したり準備するのは大変だったでしょう」

「準備はかなり前から進めていたんだ。【熱光線】も消火器の仕掛けも。だからそれほどでもなかったよ、後はタイミングの問題だった……」

「タイミングの件はさっきのお話からだいたい分かります。……ですが、聴きたい事もあります。どうして毎回わたしの目の前で実行に移したのです？　まさかわたしも先輩の復ふく讐しゆうに何か関係が？」

　そのお陰で学校の皆や警察からもかなり疑いの目を向けられていましたから。

「……まぁ、関係があるのか無ないのか尋たずねられたら、直接ではないけど関係はあるよ。君の起こした事件でマスコミの注目を浴びている今なら事件は大々的に報道されると睨にらんでたからね。実際は県警のお偉いさんである水野の父親の権力で下火な報道になってしまってるけど、残念ながら。──でも、全すべての現場に君が居合わせた件に関しては半分は偶然、残り半分はワザとだ。運悪く君が彼女たちの傍そばに居るのに気付いていながら計画を実行したわけだからさ」

「有名人のわたしを巻き込む事で、世間の注目を集めようとした……」

「違うよ」素もと草ぐさ先輩は首を横に振りました。

「……どうせなら君に見て欲しいと思ったんだ。間近で、直接、僕ぼくのやっている事を」

　「どうしてですか？」と問おうとして止やめました。答えは分かります、たぶん……

「……でも。わたしのほうはあなたの復讐を見せられても嬉うれしくも楽しくもありませんよ。正直迷惑しています」

「まぁ──、そうだろうね」と先輩は自じ嘲ちよう的てきに呟つぶやきました。

「だけど。じゃぁ、どうする？　今から警察に駆け込む？」

「……いいえ」今度はわたしが首を横に振りました。

「わたしはただ知りたかったのです。あなたが何を考え、そのために何をしたのか、したかったのか。今日はそれをあなたの口から直接聴きたかっただけなのです。だからこれでわたしの話は──用件は終わりです。それから、今回知り得た先輩の極秘情報は警察には話していません。だから後の事はあなたの好きにして下さい──」

　わたしは思いのたけを先輩に伝えて、彼に背を向けました。




　　　　　あぁ…　　　意外に…遅かったな……




　出入口扉へと向けて歩き出そうとすると、素もと草ぐさ先輩が何かを呟つぶやいたような気がしたので、振り返ろうとした──その瞬しゆん間かんでした。




　──バンッ！




　と、勢い良く出入口扉が開いて、廊下から一いつ斉せいに数人の人間が流れ込んで来たのです！

　わたしは思わず足を止め、後ずさります。

「警察だ、動くなっ！」

　わたしたちに向けてそう叫んだ男は軽かる部べ刑事です。他は制服姿の警察官でした。

「軽部刑事、これはいった──　ぅあッ！」

　彼にこの状況を尋たずねようとしたわたしは突然襟えり首くびを摑つかまれ、後ろに引っ張られました。体勢を崩くずして倒れそうになりましたが実際は倒れませんでした。少し首を回して横目で後ろを見やると、素草先輩が片腕を身体からだの前に回して抱き抱えるようにしてわたしを支えていました。

「化あだし野のさん！」

　叫ぶ声が聞こえました。でもそれは軽部刑事ではありません。制服警官の後方から最前列に飛び出して来たのは一人の女性──雪ゆき村むら純白ましろ先生でした。

　そのままこちらに駆け寄ろうとする彼女を軽部刑事が腕を掴んで引き止めました。

　その隙すきに先輩はわたしに密着したまま器用に外套コートを脱ぎ捨てると、それを軽部刑事たちのほうへ投げました。そしてその行動の後、彼らのわたしたちを見る目が変わります。何か酷ひどく驚いているかのように見えるのですが……

「あの、すみません。状況の説明をして欲しいのですが、軽部刑事……」

「──俺おれ宛にさっき匿とく名めいの通報があったんだ。ここに事件の犯人が現れるっていう内容の……」軽部刑事は緊張した面おも持もちでわたしたちから視線を外さずに答えました。「……正直半はん信しん半はん疑ぎだったんだが」

　そのわりには素早く反応して行動出来ていますよね、まるで心構えがあったみたいに。

　でも、そんな事よりもいったい誰だれが？　わたし以外に素草先輩が犯人だと気付いた人間がいるという事でしょうか……。

「でも雪村先生が居るのは何な故ぜです？　まさか先生も何かやらかしたのですか？」

「いいや。事件の事で化学の知識のある人に聴きたい事があって、ちょうど署に来て貰もらっていたんだ。そこに通報があって───、まさかここまでついて来るとは思わなかったが」

　『聴きたい事があって……』などと。どうせそれを口実に雪ゆき村むら先生を口く説どこうというのが彼の魂こん胆たんだったのでしょう。

　まぁそれはともかく……

「ところで皆さん、どうしてそんな【達磨だるまさんが転ころんだ】みたいなポーズを取っているのですか？」

　しかし軽かる部べ刑事たちは何も答えてくれません。すると先輩がわたしの腹部辺りにあった左手を上げて、掲かかげていたらしい右手を下げて、両方目の前まで持って来てくれました。左手には加工された小振りのジュースの缶の先端から針金のような物が飛び出た何か、右手には火の点ついたターボライターが握られていました。

「先輩、これは──」

「無駄な抵抗は止やめて、大人しく投降してくれないか？」

　先輩からの返答を邪じや魔まするかのようなタイミングで軽部刑事の声が届きました。

「五う月る蝿さいっ、下がってろっ！」と先輩は叫び返していました。

「素もと草ぐさ君、こんなの間違ってる。どんな理由があろうと人を傷付けるなんて良くないわ」

　今度は雪村先生が説得を試みようとしましたが「黙れっ！」と一いつ蹴しゆうされました。

「僕ぼくが間違っている？　だったら円まどかを追い込んで自殺させた水みず野のたちが正しいのかよっ？　直接手を汚さなければ良いのか？　気に入らない奴やつが死にたくなるまで、いびり倒したアイツラが正解か？　ふざけるなっ！」

「そ、それは……」雪村先生は反論出来ないようで口くち籠ごもります。

「君は昔の俺おれによく似ている、純粋で真まっ直すぐだ。だがあえて言わせて貰う。何事にも分別は必要だ」

　軽部刑事が代わりに口を挟んで反論しましたが、でもそれが逆に先輩の燃え上がった怒りに油を注ぐ結果になったようです。

「何が分別だっ、糞くそだ、そんなもんっ！　警察オマエらがそんなだから、あんな水ク野ソみたいな奴らがのうのうと生きてて、また誰だれかが円みたいに苦しむ事になるんだよっ！」

　激げつ昂こうする先輩はライターの炎を空き缶の針金に近付けました。すると針金が眩まばゆい光を発し出しました。それは暗くら闇やみに残像を生じさせるほどの強いものです。彼はそれを下投げで軽部刑事たちの足元に投げ転がしました。すると




　　ドォンッ！




　爆ばく音おんと共に缶が破裂。中から真っ赤な火花が激しく噴ふき出だし、撒まき散ちらされました。

　軽かる部べ刑事が一いつ瞬しゆん早く雪ゆき村むら先生の手を引いて身を遠ざけたため二人は無事でしたが、缶の傍そばに居た一人の制服警官がその火花をまともに被かぶりました。

　　　　ボッ！

「ぅ…ヴぁああああああああああああああッ！」

　途端にその全身が炎に包まれて彼は悲鳴を上げて床をのたうち回ります。傍の数人が慌てて上着を脱ぎ、炎を消そうと叩たたき出だしました。

　わりとすぐに消し止められましたが、辺りには衣服や肌や髪が焼けたのが混ざり合った、むかつきを催すような嫌な臭いが充満していました。

「何ですか、あれ……」

　わたしは顔を少し上げて背後の先輩に尋たずねました。当初から背中に何か硬くて長い物が当たっているような感触がありましたが、どうやらそれがあれだったようです。それは幾いくつか在あるようで、彼は身体からだに装着しているらしいあれの一個を取り外して再び手に持ちました。

「【テルミット】爆ばく弾だんだよ」と先輩は答えてくれました。

「簡単に言うと、酸さん化か鉄てつとアルミニウムの粉末を八対三の割合で混合したものに、導火線代わりのマグネシウムリボンを突っ込んだだけの物だよ。でも威力はご覧の通りだ」

「──アルミニウムに熱を加えると身近な酸化鉄から酸素を奪って酸化アルミニウムになる。その際に生じる高熱は最大で二二〇〇度にもなるわ……」

　雪村先生が青い顔をして説明を補足していました。「本来溶接に使用されるものよ。それをこんな事に、人に向けるだなんて……」

「彼女には元々この件で話を伺っていたんだ」

　軽部刑事は雪村先生の肩を抱くと少し退さがらせました。

「二ヶ月ほど前、天あま本もと先生を事故らせたのは君か？　それを彼の車の後部座席に仕掛けたんだろう？」

「あぁ、そうだよ……」と素もと草ぐさ先輩はあっさりと認めました。

「この学校に編入して来てから生前の円まどかについて調べたんだ、自殺の真相から普段の生活態度や評判に至るまで徹底的に。そうしたら判わかったんだ。天本アイツは二年前、円や水みず野ののクラス担任で、盗難事件が冤えん罪ざいである事や、苛いじめの事実に気付いていながら見てみぬふりをし続け、おまけに円が自殺した後は『苛めの事実など無なかった』と主張していた事が。奴やつも同罪だ。【アルキメデスの熱光線】は多用すればバレるし、熱気球の仕掛けも絶対に旨うまく行く保障はないから、計画通りに行かなかった場合に直接奴らを仕留めるために爆こ弾れを作っておいた。それの実験を兼ねてリモコン式発火装置と組み合わせて仕掛けておいたんだ。正直あの程度の被害じゃ温ぬるいくらいだ……」

「何て事を……」

　軽部刑事は制服警官たちに火傷やけどを負った警官と雪村先生を室外に出すように指示を出しました。雪ゆき村むら先生は抵抗していましたが、両りよう脇わきを二人に抱えられて引ひき摺ずられるようにして無理矢理連れ出されていました。

　彼はそれを見届けると、次にわたしたちの方へ向き直りました。そして室内に残った警官と共に一歩一歩慎重にこちらに歩み寄り始めました。「くっ」と呻うめいて、先輩は無言で同じペースで後退して行きます……

　そしてやたら長く感じられる時間が過ぎて、やがてわたしたちは、ベランダへと繋つながる大窓まで後一歩という距離まで追い詰められました。

「大人しく投降してくれないか？　素もと草ぐさ君。しばらくしたら応援も来る。もう逃げられない」

　軽かる部べ刑事の呼び掛けに、しかし先輩は沈黙したままでした。

「それに、だいたいこんな事……。公きみ塚づか円まどかという女性は優しい人だったんだろう？　当時の捜査資料を読んだ限り、俺おれにはそう想おもえた。だから君がこんな事をしても彼女は喜ばないと思う───」

「──ッ！　僕の円に触れるなぁぁっ！」

　突然先輩は激げつ昂こうしました。軽部刑事の言葉が先輩の内側に土足で踏み込んだ──のでしょうか。わたしには旨うまく伝えられない状況です。

「オマエは何様だっ、円の古くからの知り合いか？　違うだろっ！　だったらどうしてそんな事が言える？　資料なんかで何が分かる？　会った事もないオマエに円の気持ちなんて分かるはずがないだろうがっ！　勝手な事を言うなぁっ！」

　畳み掛けるようにあらん限りの大声で叫ぶ素草先輩。さすがの軽部刑事も気け圧おされたのか何も反論出来ないようでした。でも……

「あの、すみません……」

　わたしは遠慮がちに会話に口を挟み入れました。

「わたし、分かりますよ。公塚先輩の気持ち、たぶん……」

　　　……………。

　二人が口を噤つぐんだのでそれを了承と解釈して、わたしはそれを語り始めます。

「──彼女はたぶん喜んでいません。同じ元苛いじめられっ子この立場から言わせて貰もらえば、可か哀わい相そうに思ったのなら、泣いているその時に手を差し伸べて欲しいです。全すべてが終わった後で『辛つらかったね』『大変だったね』と言われても逆に悲しくなったり人間不信に陥おちいるでしょう。その場に居合わせなかったという状況は関係ありません。その時何も出来なかったのならその後も何もして欲しくはないのです。詰まるところ全ては手遅れなのですよ。ましてや、死んだ人に何かをしてあげるなんて行為は生者の自己満足に過ぎないと思います……」

「──なんだとぉぉっ」

　素草先輩はわたしを抱える腕に力を込めました。激しく圧迫されてすごく腹部が苦しいのですが構わず続けます。

「苛いじめられっ子この成れの果ての意見です。だからたぶん、彼女も……」

「──黙れぇぇっ！」

　素もと草ぐさ先輩はライターを持つ右手を、爆ばく弾だんを持つ左手に近付けました。それはもう数センチで点火される距離です。

「オマエ、死にたいのかよぉっ！」

「えぇ、構いませんよ。あなたとなら……」

「───なっ」

　驚いたのか動揺したのか、先輩の左手の締める力が少し緩みました。

「……だってわたしはあなたにとって───　　　」

　その言葉を口に出そうとした時、わたしは視線を伏せていました。背中側は窓で、外から月光が差し込んでいて、床には重なり合うわたしたち二人のシルエットが影として浮かび上がっていました。が、その影の形が急に歪いびつに変化しました。刹せつ那な──




　　　ガシャァァァァァンッ！




　背後から突然硬い音がして、背中に重い衝しよう撃げき、そしてそれと共にわたしたち二人は前方へと突き飛ばされていました。

　いきなりなので受身も取れません。床に身体からだを派手に叩たたきつけられました。

「………………………………。」

　そしてそのまま──わたしはうつ伏せに倒れたまま声も出せませんでした。驚きと共に事態が全然飲み込めず、動けません……

『オッス、オラ【トオル】。ヨロシクナ！』

　そんなわたしの耳にふと、聞き覚えのある声が届きました。……隣となりからです。そちらに顔を向けると、わたしとは逆に仰あお向むけに倒れた彼の姿が在ありました。

「──【トオル】……君？」

　月光に浮かび上がったのは、テカった青白い肌につぶらな瞳ひとみに丸刈り頭に、何より全裸。姿を見る限り確かに彼のようです。というか喋しやべる人体模型など世界中探しても彼しかいません。

「どうしたのです？　こんなところでいったい何を……」と言い掛けて、そこでわたしは状況をだいたい理解しました。──彼は硝子ガラスの破片まみれの床に無造作に寝そべっています。たぶんさっきの音と衝しよう撃げきは彼の仕し業わざで、彼がどうやってか窓硝子を突き破ってこの部屋に飛び込んで来たという事なのでしょう。そしてそれはわたしを───

『オッス、オラ【トオル】。ヨロシクナ！』

「大丈夫ですか？【トオル】君……」

　わたしは散らばった硝子に気をつけながら身体を引ひき摺ずって彼の元に寄りました。そして更に呼び掛けたのですが、彼は同じ台詞せりふを連呼するばかりです。

「大丈夫ですか？　しっかりして下さい、【トオル】君……」

　彼の身体を揺さぶってみましたが反応は同じです。

「……そんな、【トオル】君。わたしのせいですか？　わたしのせいでこんな、壊こわれて、しま………　ぁ！」

　わたしはそこでようやく気付きました。何な故ぜだか少しばかり動揺してしまいましたが、よくよく考えると彼は傷を負ったり死んだりする事はありません。ただ壊れるだけです。しかも壊れても【中の人】は何ど処こかでぴんぴんしているはずですよね。

　急速に冷静さを取り戻したわたしは、身を起こして座ると、上着を脱いで彼の頭部に巻き付けました。これで一方的に繰くり返かえされている自己紹介の音量も少しはマシになるでしょう……

　わたしの様子を見ていた一人の警官が手を差し伸べてくれましたが、礼だけ述べて断って、自力で立ち上がります。

　素もと草ぐさ先輩はまだ拘こう束そくされていませんでした。周りを警官に取り囲まれていましたが、相変わらずライターを片手に窓際で、軽かる部べ刑事たちと睨にらみ合あいを続けているようです。

　そんな彼の姿を見てわたしは驚きました。傍そばにいた時は背後に立たれていて、しかも密着していたので分かりませんでしたが、彼は身体中に例の爆ばく弾だんを取り付けていたのです。テレビのドラマか何かで立たて籠こもり犯はんが全身にダイナマイトを巻き付けているような、そんな感じにです。わたしは彼が右手に掲かかげたライターが先ほどまでとは違う物だという事と、爆ばく弾だん同士が電線のような物で繋つなげられている事に気が付いて、それに何ど処こか気持ち悪さというか胸のざわつきを覚えました。

　わたしは警官たちの間を抜けて、彼の元へ顔を出しました。

「素草先輩……」

　声を掛けると彼はわたしに目を向け、微ほほ笑えみかけました。しかしそれは口元だけで、この場の空気が和なごむようなものではありませんでした。

「……やぁ、【エーコ】ちゃん。見ての通り、追い詰められたよ。まさか人体模型が窓を突き破ってダイブして来るなんて思わないからさ」

「……でしょうね。同感です」

「この状況でこの僕犯人はいったいどうすれば良いんだろうね？」

「投降すれば良いと思います。考える必要はありません。とりあえずその右手の物を捨ててこちらに来て下さい……」

「ははっ、なるほど」彼は自じ嘲ちよう的てきに笑います。

「……でも、それは出来ないかなぁ」

「どうしてですか？　復ふく讐しゆうは全すべて果たしたのでしょう。これ以上何もしなくて良いはずです。あなたが死ぬ必要なんて何処にあるのですか……」

　彼はリモコン式の発火装置や爆弾を作れる技術があります。だとしたらあれはたぶん……

　先輩は引ひき攣つった顔に無理矢理に笑みを作って首を横に振ります。彼の心は最も早はや理屈では動かないのかもしれません。だったら、わたしも……

「──ねぇ、先輩。これはお願いです。以前あなたはわたしの事を友達だと言ってくれました。今はわたしもあなたの事をそう思いたいのです。だからお願いします。死なないで下さい……」

　頭を下げてわたしは懇こん願がんしました。それはたぶん、いつかの答えです………

「　──うん…　」

　先輩の頷うなずく声が聞こえて、ほっとしたわたしが顔を上げると、彼はにこりと笑いました。それはさっきまでとは全まつたく別物の──以前に音楽室や部室で彼がわたしに見せてくれたあの笑顔でした。

「　先輩…　」

　　　かちっ…

　しかし笑顔そのままに先輩はそのスイッチを押しました。

「──なっ！」

　一いつ瞬しゆん息が詰まって、頭の中が真っ白になって、その後反射的にわたしは彼に飛び掛かろうとしました。しかしそれを軽かる部べ刑事が抱き止め、床に押し倒されました。




　　ドォンッ！　ドォンッ！　ドォンッ！　………




　倒されて真っ暗な床しか見えないわたしにはその音だけが状況を知る唯一の手段でした。身体からだの上には軽部刑事が覆おおい被かぶさっているので動こうにも動けず、ただ黙って聴くより他は何も出来ません。




　　　…………………………。




　やがて音が止み、軽部刑事の身体がわたしから離れます。

　わたしはゆっくりと身体を起こし、立ち上がりました。

　辺りには以前に燃やされた制服警官が発していたのと同じ臭いが充満していました。わたしは数人の警官が取り囲んで何かを叫んでいる、倒れた彼の傍そばに行こうと足を一歩前に出しました。何だか足元がおぼつかないような、ふわふわした感覚でした。

　しかしそこで歩みは止まりました。誰だれかがわたしの腕を掴つかんでいるのです。

　振り返るとそこには難しい顔をした軽部刑事が立っていて、そして首を横に振っていました。

「見ないほうが良い……」

「離して下さい……」

　わたしはその手を振ふり解ほどこうとしましたが、彼は逆に強く握り締めて離しません。再び「離して下さい」と頼みましたが彼は聞き入れてくれませんでした。

「──いいから離せぇっ！」

　わたしは思わず大声を張り上げると、軽かる部べ刑事の顔面目掛けて全力で拳こぶしを叩たたき込こみました。それを鼻っ柱にまともに受けた彼が怯ひるんだ隙すきにわたしは手を振り払い、警官を押おし退のけて素もと草ぐさ先輩の下へ辿たどり着つきました。

　床に仰あお向むけに寝ている彼にもう以前の面おも影かげはほとんどありませんでした。全すべてが見るも無残に変わり果てていました。そういうふうにしか表現出来ません……

「先輩………」

　見下ろすわたしが呟つぶやくと、その声が届いたのか、彼は右手を宙へと押し上げました。わたしが屈かがんで顔を近付けると、その手はわたしの頭の上にぽんっ…と置かれました。

　先輩は微かすかに笑っていました。

「　　…ぁあ…　まど…か　。これで…やっと、君の傍に行け…る……　」

　そして彼の手は、まるでピンと張った糸が切れたかのように頭から離れ、床に墜おちました……




「　………。やっぱりあなた…　脳のう筋きん野や郎ろうです……　　」












　　[image: ]　　　　わたしたちは







『──何か、元気の出る話をしてやろうか？』

　【トオル】君が唐突にそんな事を言い出しました。

「じゃぁ、【レッド・ブルマー】の真実を話して下さいよ」

　わたしがそう応こたえると、彼は『うッ！』と息を詰めました。

『……悪いが、それは言えねぇ。お前が余計な事したせいで、ここ最近学校の周りで小鳥のさえずりが聞こえなくなっちまったんぜ？　……それでも聞きてぇのか？　凄せい惨さんな真実に心をズタボロにされない覚悟がお前にあるのか？』

「じゃぁ、いらないです」

　宮みや里さと先生を震え上がらせていたのでそれなりに価値のある情報なのかもしれませんが、今となってはべつにどうでも良い事のように感じられたので、わたしはあっさりと引き下がりました。

『じゃぁ、代わりに俺おれの【素敵な人生の話】でも聞かせてやろうか？』

「工場から出荷されてここにやって来て、後は二〇年程ただ突っ立っていただけのあなたの人生にいったいどんな魅み力りよくがあるというのです？　誰が聴きたいと思うのです？　結構です……」

『何だよ、ノリ悪ぃなぁ……』とぼやく【トオル】君。彼とこういう下らない言葉のやりとりをしていると、何だか平穏ないつもの日常が戻って来たような気分です。でもたぶん錯覚です。最近いろいろあって感覚が麻ま痺ひしてしまっているせいでそう想おもうだけで、実際のところは、目の前で変な物が喋しやべっている異常な事態であるのですから……




　音楽室での一件から数日後。わたしも警察も関係者も一いち様ように口を噤つぐんだため事実は公表されていませんが、そのために校内では憶おく測そくが憶測を呼び、結構騒がしく落ち着けない状態になっています。未いまだ音楽室は立入禁止になったままですし、そこで亡なくなった素もと草ぐさ先輩の事も当然隠し通せるわけではないようでした。何ど処こからともなく彼が犯人だったという話が皆の間で広まっていました。意外にも先輩は慕われていたようで、時折彼の良い評判や、彼の事を偲しのんで泣いている女子も見掛けました。

　落ち着くのはもう少し先になるのでしょうか……




『──お前。大丈夫なのか？』

　放課後の部室の自分の席に座って、話し掛けてくる【トオル】君の声に耳を傾けていたわたしですが、いつの間にか呆ぼうと黙ってしまっていたらしく、彼のそんな言葉に我に返らせられました。

「えぇ、まぁ」と曖あい昧まいに返して、「この通りです」と彼の前で包帯を巻いた右手を軽く振って見せました。

「骨には異常は無ないそうです」

『いや、右手もそうだけど。そうじゃなくてな……』

「軽かる部べ刑事のほうは『気にしなくて良い。こんなの【行ってらっしゃいのチュー】と同じさ』と言ってくれましけど」

『意味が分かんねぇよ！　どんなバイオレンスなチューだ。お前、殴ったの本当に鼻なんだろうな？　アイツの頭の中が大丈夫か？　って話だぞ。まったくアイツは女子高生相手にどんな妄想してやがんだ───　って、いやいや。俺おれが言いたいのはそんな話じゃねぇ。軽部の鼻の骨の事や傷害罪がどうこうって話じゃなくてな。お前の内面っつうか、心のケア的な心配をしてんだよ、俺は。何だかぼぉっとしてるからよ』

「あぁ、それは……少し、素草先輩の事を考えていたもので」

『…………。そうか……』

「実はあの日、軽部刑事宛の匿とく名めいタレコミ電話の主は素草先輩本人だったそうで、わたしと会う寸前に掛けていたようです。番号を調べたら数日前に契約したばかりの先輩の携帯電話に行き着いて、更に録音音声の声せい紋もん判定でも彼と一致したので間違いないそうです。どうして自分から秘密を明かしたのでしょうか。まったく最後の最期まで訳の分からない人です……」

『まぁ、ある部分では凄すげぇ分わかり易やすい奴やつだっただろうな』

「………。ねぇ、【トオル】君……」

『ぁん？』

「わたしがもし心の正常な人間だったのなら、今回の事件、止められたと思います？」

『──いや、無理だね』

　その返事はほぼ即答でした。

『結局のところお前がどうにかしてやりたかったのは素もと草ぐさ有ゆう紀きただ一人だろ。だったら無理だ。本ほん懐かいを遂とげて笑って死ぬような奴は他人が何をやっても止まんねぇよ。下手に干渉したら余計な暴走を招くだけだ』

「………。そうですか……」呟つぶやくわたしの声は何な故ぜだか小さく萎しぼんでいました。

『お前は今、たぶん自己嫌悪と後悔の中に居るんだろうな……』と【トオル】君は呟きます。

『短い期間に幾いく度どか顔を合わせておきながら何も分かってなかったって、そう思って悔やんでんだよ。まぁ、そう感じるのも仕方ねぇだろうな。……でもな、他人の気持ちが【分からない】って事はそんなに悪い事じゃねぇんだ。良いんだよ、誰だれだって他人の本心なんて分かんねぇもんさ。本当に悪いのはな、【分からない】のが分からないままって事だ。分かろうとしない事なんだよ。だからお前は自分の意思でアイツの事を考えて、分かろうとしたって事こ実と、絶対に忘れんじゃねぇぞっ』

　力強くそう言い切って、その後で彼は『ガラじゃぁねぇか』と自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟きました。

「【トオル】君──」わたしは彼に改めて向き直りました。

『──ぁあ？』

「ありがとうございます。」

　わたしは深々と頭を下げました。

「今まで言いそびれていましたが、音楽室での一件ではお世話になりました。【トオル】君があそこで窓から飛び込んで来てくれたから、今、わたしは五体満足でここに居られると思っています。本当にありがとうございます」

『なっ、何だよ。気持ち悪ぃなぁ……』

「音楽室の真上──三階美術室のベランダで、手て摺すりに片端を括くくり付つけられたロープが発見されたと聞いています。たぶんそこか屋上から、【中の人】がロープで縛ったあなたを真横もしくは上に向けて、宙に思い切り放り出したのでしょう。手摺を支点に力の方向が円軌道に変わって二階音楽室の窓まど硝子ガラスを破る事になったのだと思います。ロープが外れてあなたが室内に入ったのは計算外だったかもしれませんね。本来は窓際に立つ先輩の気を一いつ瞬しゆんでも逸そらせれば良かったのかも。そうして軽かる部べ刑事たちが先輩を確保する好機を作り出そうとした……」

『あぁ、その通りだよ』

「……………。」

『何だよ、おい……』

「──【トオル】君。実はあなたに聴きたい事があるのですが……」

　改まってそう言ったわたしに【トオル】君からの返事はありませんでした。でもわたしは続けます……

「室内に入ったあなたは同じ台詞せりふばかり繰くり返かえしていましたよね？　以前雪ゆき村むら先生の前で喋しやべったのと全まつたく同じ台詞でした。もしかしてあなたには録音された音声を再生する装置が組み込まれているのではないですか？　それはリモコンのような物でＬＩＶＥと切り替えられて……。あの時はそれが窓を破った衝しよう撃げきで壊こわれて、勝手に録音内容をエンドレスに再生していたのではないでしょうか。もしわたしの推理通りだとすると、【中の人】があなたと会話するような芝しば居いだって打てるのではないでしょうか……」

　そして現場の状況がある程度分かっている事から、【中の人】の正体はあの時校内に居て、尚なお且かつ音楽室内に居なかった人物の可能性が高くなります。そうなると特定は容易です。それにその人が音楽室を出てから【トオル】君が飛び込んで来るまでの間、結構な時間がありました。第二理科準備室まで走って、【トオル】君とロープを抱えて美術室まで走って、準備をして実行に移すのも充分可能だと思われますし、そういう点でも得心がいきます。

『──あぁ、悪ぃ。あの時は俺おれもテンパっててな。実は何喋ったかとか覚えてねぇんだよ』

「…………。」

　今度はわたしが返事をしない番になってしまいました。

『………【エーコ】、お前さぁ』

　少し間を置いて、【トオル】君は低く落とした声を掛けて来ました。

『……俺の正体知りたいのか？』




　　　　……………




「──いいえ。べつにどうでも良いです」

　二人揃そろって重たい沈黙──しばしの逡しゆん巡じゆんを経て、それがわたしの選んだ答えでした。

「正体が例えお化けであろうと機械であろうと女性であろうと──わたしにとってあなたは厄やつ介かい者もののチンピラ人体模型ですよ。【中の人】の事なんて聞いても意味がありません、【トオル】君は【トオル】君です」

『──へっ、憎たらしい事と嬉うれしい事を堂々と同時に言ってくれるじゃねぇか！　怒るに怒れねぇ、さすが俺の【エーコ】だぜ』

「誰だれがあなたのわたしですか。第三者に聞かれたら誤解を招くような発言は止やめて下さい」

　でも何ど処こか嬉うれしそうな彼の口調に、わたしの気分も少しは軽くなったような気がしました。

『──そうだっ、友情の証あかしに俺おれの正体を教えてやんよ』

「いや、いいですよ、べつに……」どうせつまらない事を喋しやべるに決まっているのですから。

『まぁ聴けって。俺の正体はな、昔この第二理科準備室で謎なぞの死を遂とげた男性化学教師の霊れいなんだよ……』

「あーはいはい……」

『どうして俺がこうやって化けて出てるかっていうとな。当時、担任クラスの女子生徒でいつも独りの奴やつがいて、俺はそいつの事をいつも気に掛けてたんだ。でも結局、そいつが友達と馬ば鹿か言い合って笑ってる姿を拝おがめず終じまいになっちまった。それが心残りで、こうやってここに居座っちまってんだ……』

「…………。その女子生徒は今どうしているのですか？」

『まぁ、今じゃすっかり立派な大人の女性になっちまったよ』

「人形遊びが止やめられないのに、ですか」とわたしが呟つぶやいたのを【トオル】君は聞き逃さなかったようで『何か言ったか？』と尋たずねて来ました。「いいえ、何も。とっとと成じよう仏ぶつして下さい」と答えておきました。

『──それで。まぁ、何かいろいろ話が横に逸それちまったが、少しは気が晴れたかよ？』

「えぇ、少しは……」

「でも、実はまだ引っ掛かっている事があります……」と、わたしは小さく息を吐きました。

「どうして素もと草ぐさ先輩は死ななければならなかったかです。あの時も本人に言いましたけど、復ふく讐しゆうを果たし終えたのだから、後は捕まって罪を償つぐなえばそれで良かったはずです。わざわざ自殺する必要など無なかったと思います、本来なら」

『いや、だからそれはなぁ……』

「【トオル】君の言いたい事はだいたい分かります。でもわたしにはそれだけではないような気がするのです」

『───？　どういう事だ？』

「実はあれからいろいろ考えてみたのです……」と、わたしはその考えを語る事にしました。

「先輩の一連の言動には一貫性がありません。緻ち密みつな計画を立てて実行に移せたり、人じん心しん掌しよう握あく術じゆつに長たけていたりする切れ者のわりには、わたしの携帯電話に履歴を残すような初歩的なミスを犯し、おまけに、気付かれていないのに自みずから警察に電話して呼び寄せ、自分はわざわざ判わかり易やすい赤外套コートを着て現れたり……まるであべこべです。しかしそれらもわたしや警察の目を自分に向けさせようとする意図があったのではないかと考えれば得心がいくのです。つまりわたしが思うに彼は誰だれかを庇かばい、自分一人で全すべてを背負って墓穴に入り、【共犯者】の存在を闇やみに葬ほうむり去さろうとしていたのではないか、と……」

『……なぁ、それ。証拠とかあんのか？』

　恐る恐るといった感じで尋たずねる【トオル】君に、わたしは首を横に振りました。

「いいえ。でもたぶん合っている可能性は高いと思います」

　滞とどこおりなく終わって成功を収めたふうな素もと草ぐさ先輩の計画ですが、実のところ不確定要素はかなり多かったはずです。全すべてをクリア出来る可能性は決して高くないでしょう。それなのに彼を信じてリスクを横に置いて、身を投げ出せる他人がいるのか……という疑問は正直あります。それでもわたしは【共犯者】は存在しているような気がしてならないのです。

　それを想おもう理由の幾いくつかは、この数日で入手した新情報にありました。

「実は先輩はタレコミ電話の際に、犯人の居場所と併せて事件のあらましをごく簡単にですが話したそうです。その中で『犯人は単独犯である』という事を匂におわせたらしいのですが、実際にはそれは嘘うそでした。金かな沢ざわ先輩を焼いた時の公衆電話からの通話を、彼は『隣となり町まちのゲームセンターで知り合った男性に金を渡して頼んだ』と説明したらしいのですが、昨日、公きみ塚づか先輩の祖父母が警察署に自首して来ました。素草先輩に協力して自分たちが国道沿いのスーパーマーケットから掛けたと。──それから、先輩の腕には腕輪ブレスレツト以外に何も見当たりませんでした。屋上でわたしを襲おそった赤外套コートの腕にはピンポン球くらいの大きさの痣あざのようなものが在あったはずなのですが……」

『──おいおい、【テルミット】の高熱は最大で二二〇〇度だぞ。熔よう解かいした金属が腕に掛かればそんなもの簡単に上書きされちまうだろ』

「先輩の遺体を引き取りに来た遺族に直接聴きました。彼の腕にそんな痣は見た覚えが無ないそうです」

『マジでか……』

「そうなると祖父母と先輩を入れても、犯人は最低四人いた事になります。でも他にもいる可能性が高いと思います。それだといろいろ得心がいくからです。屋上からの撤てつ収しゆうの早さや、増火器の設置が広域である事。どちらも確かに先輩一人でも時間と手間を掛ければ出来なくはないかもしれませんが、あそこまで迅じん速そく・正確・目立たないように行おうとすると一人二人では苦しいのでは、と──」

　実はそれだけではありません。疑い出したらキリが無いような小さな謎なぞもまだ残っているのです。

「──それから浮うき嶋しま先輩を焼いた時の【財布の女子】の件も。先輩は金沢先輩の時の電話と同様に『金で雇やとった女性にやらせた』みたいな事を言っていたらしいですが、怪しいものです。今になってよくよく考えてみると、グラウンド内で生徒が競技出場まで休む陣地は保健室テントからはトラックを挟んで対岸のような位置。保健室テントが在るほうの岸に居るのは運営サイドの人間がほとんどのはず。あれくらいの数の女子生徒が固まって一気に集合場所に向かうなんて結構不自然だと思います。目撃者たちの証言があやふやな点も変ですし。そう考えたら熱気球搭乗会の際の、知らずに増火器を持って来た女子の事も偶然とは───」

『おいおい、冗談じゃねぇぞっ！』【トオル】君は声を荒げます。

『──じゃぁ、何か？　校内にはその【共犯者】がまだ捕まらずに大勢残っていて、そいつらの顔も名前も何も判わかっちゃいねぇってのか！　どうすんだ、それっ！』

「どうもしようがありませんよ、全まつたく正体不明なんですから。とりあえず様子を見ようかと考えています。素もと草ぐさ先輩には全すべての事件当時のアリバイが無なく、本人の証言や動機があります。それに委員集会・陸上競技大会・熱気球搭乗会の段取りや日時・スケジュール等の決定権は生徒会にあったわけですから、立場上仕込みも容易だったはずです。だから警察は彼の単独犯の線で被疑者死亡として解決したいようですし、わたしが情報を全く掴つかんでいない事と密告の意思が無い事が伝われば、その人たちもこちらの命まで奪おうとはしないのではないかと。──あくまでわたしの憶おく測そくと希望ですけれども」

『……おまえ、さすがにそれは楽観視し過ぎだろ。状況はもっと深刻だぜ。ここは学校なんだ、どれだけの人間が居ると思ってんだよ。正体が判ってなきゃ警けい戒かいのしようがねぇぞっ！　いつの間にかその【共犯者】に背後に立たれていて、ナイフでぶ──』




　　　　こん、こん……




『うおぉっ！』

　ふいに部室の出入口引戸が廊下側からノックされ、【トオル】君が大声を出したので、わたしも思わず釣られて少し驚いてしまいました。なので、わたしは軽く深呼吸をして息を整えました。そして

「開いていますよ」

　と、返事をしました。すると戸はがらがら……と音を立てて開きました。

「こんにちは。あれ、一人？　さっき誰だれかの声がしたような……」

　入室して来た人物は周囲を見回しながら少し首を傾かしげていました。

「──なんだ。辰たつ巳み先輩でしたか。──はい、わたし一人しか居ませんよ」

　姿を見せたのは生徒会の辰巳鈴りん花か先輩でした。六月に入っての衣替えで上半身が半はん袖そでブラウスに替わったせいか、先月に会った時以上に爽さわやかで清潔感のある雰囲気でした。でも彼女は「『──なんだ。』じゃないわよ」と少し尖とがった口調で言葉を返して来ました。

「今日はクラブの部長会議があったのよ。あなたは二年生だけど化学部唯一の部員だから出席の義務があるの。サボっておきながら部室で堂々とブレイクタイムだなんて大した度胸ね」

「あぁ、すみません、今日だったのですか……」

　数日前に連絡は受けた覚えはありますが、最近いろいろあって忙しかったために、すっかり忘れてしまっていました。

「そんな事より、辰巳先輩。生徒会長に就任されたそうですね、おめでとうございます」

　少しおべっかを言って説教気分を削そいでやろうという気は正直ありました……

「ありがとう──と言いたいところだけど、会長ともう一人の副会長があんな事になって、繰くり上あげになっただけで、あまり嬉うれしいとは思えないわ。むしろ貧乏クジを引いたような気分よ」

　生徒会もいろいろあったようです。「ご愁しゆう傷しようさまです」と言うより他ありません、もちろん心の中で。

「まぁ良いわ。次回からはサボらず出席して頂ちよう戴だいね。はい、これ資料……」

　彼女は手の中で何な故ぜか筒状に丸められた紙の束をわたしに向かって差し出しました。礼を述べつつ、あっさりと許して貰もらえた事を意外に感じながら、わたしも手を差し出しました。しかしその紙の束はわたしの手に触れる寸前で浮き上がり、真上から「ぽかっ」と愛あい嬌きようある音と共にわたしの頭頂部に打ち付けられました。

　そしてそれから、その紙束がわたしの手の上に置かれ、彼女の手がゆっくりと退ひいて行いく姿を、わたしはただぽかんと眺めていました。……意外な展開でした。ですがわたしよりも辰たつ巳み先輩の方が驚いているように見えました。

「こうやっていると普通の女の子なのにね……」

「───先輩。わたし何か先輩に怨うらまれるような事しましたか？」

　低く落としたわたしの声に、先輩は「何よ、そんなに強く叩たたいてないでしょう」と不満気に言い返して来ました。

「……今回は、そうですね。でも最近屋上でもやられましたよね？　あの時はもっとキツめでしたよ」

「───？　何の事を言ってるの？」

「……見えています」とわたしが先輩の右手を指差すと、彼女はハッとして、慌てて左手で右腕を隠していました。

「わたしその右腕の痣ものに見覚えがあります。先輩は【共犯者】なのですか？」

　その問いに彼女は答えてくれませんでした。

「そういえば公きみ塚づか先輩が通っていたピアノ教室で聞きましたよ。当時、辰たつ巳み先輩もそこに通っていたそうですね？　素もと草ぐさ先輩の引越しのすぐ後で辞められたとも……」

　彼女はそれからほんの少し黙った後、「素草君から何か聴いた？」と質問で返して来ました。わたしは「いいえ」と首を横に振ります。

「──だったら、わたしも話さないわ。それについては一切何も。あなたはどうする？」

「……わたしも、誰だれかに話す気はありません」

　わたしの返答に先輩は「そう……」と頷うなずき、そしてそのまま出入口に足を向けました。

　しかし引戸の前でわたしが呼び止めました。いつかとは逆ですね……

「でも、先輩に一つ質問があります」

　振り返らずに彼女は「何？」と返して来ました。

「辰たつ巳み先輩は素もと草ぐさ先輩の企たくらみ、全すべて旨うまく行くと思っていましたか？　わたしはかなり不確定要素の多い綱つな渡わたりのような計画だと感じています。成功したのは奇跡なのではと……」

　それは【共犯者】に出会う事があったら聴いてみたいと思っていた事でした。

「あなたの言っている事の意味は良く分からないのだけど……」

　先輩はその場でくるりと身体からだごと振り返りました。

「……例えば、どんなところが？」

　それはすごく平然とした態度と口調でした。

「全体的に、です。でも、特に【熱光線】の件が………」

　わたしは自分の【熱光線】の件に対する考えを簡単に語ります。先輩はただ黙ってそれを聴いていました。一通り聴き終えると、彼女は小さく息を吐くように感想を述べました。

「──大した事じゃないわね。どんなリスクがあろうと関係ないでしょう」

「…………え？」

「火には浄化作用があるとかいうらしいわ。悪いものを焼き消してくれるの。だから彼女たちには天てん罰ばつが下ったんじゃないかしら。きっと空の上のあのコがそれを望んだのよ……」

「………。先輩、何を──」

「あのコが望んで、彼はそれに応こたえた。……だから奇跡が起きた。それが全てで、それだけ。それで良いでしょう。それ以外、わたしたちが何を想おもえる？　あのコと彼──二人の間に、どうやって……………」

　先輩はその先を言葉にしませんでした。代わりに寂しそうに笑います……

「───厄やつ介かいなのに取とり憑つかれたものね……」

　呟つぶやいて彼女は目を伏せました。




　　…………………。




「──先輩？」

　少し様子が気になって声を掛けると、彼女は視線を上げてわたしを見ました。

「ねぇ、【エーコ】ちゃん……」

　彼女はわたしと目が合うと、うっすらと柔らかな笑みを返してくれました。

　そして静かに、でもはっきりと、よく澄んだ声こわ色いろでそれを口に出しました。




「　わたしたちはいつでもあなたの味方よ……　」




「…………………………。」




　しばし押し黙った後、わたしはたった一言、「──どうも。」とだけ、応こたえました。

　オバァちゃんが言っていたからです。




『人は世界の中心に居なくても生きて行ける。世界の外でだって、生きようと思えば生きて行ける』




　そして………







　───『友達は選べ』と。








《終わり》








　あとがき




　皆様はじめまして、柳やなぎ田だ狐こ狗く狸りと申します。

『エーコと【トオル】と部活の時間。』を手にとって頂き、ありがとうございます。

　自分の書いた文章・物語を投稿以外で人に読んで頂けるという幸福──実は人生初です。

　これまでの人生の中で『賞』というものに縁薄かった僕ぼくですが、この度電でん撃げき小しよう説せつ大たい賞しようで『金賞』という栄はえある賞を頂き、嬉うれしいのと同時に大きな不安や戸惑いに見み舞まわれ、しばらくの間ただオロオロとするばかりでした。

　受賞の知らせを受けても何ど処こか実感が無なかったせいか、それを周囲の誰だれにも打ち明けず、そして気が付けば、このあとがきを書いている今現在でも知人友人はおろか家族さえも僕の受賞を知らないという状況……。というか小説を書いていた事さえ知らないはずです、話していないので。完全に言い出すタイミングを見失ってしまい、おまけに生きつ粋すいの鶏肉チキン野や郎ろうである僕は、「もう、どうせなら……」とこの流れに身を任せ、「まぁ、いずれは自然にバレるだろう……」と、それまで黙っていようかと考えたりしています。

　作品に関する話を少し……

　元々この『エーコと【トオル】……』という作品は、前回の電撃小説大賞に短編で応募したものがベースになっています。最終選考に残れなかった悔しさと、短編と同時に長編の構想もあったため、主人公のエーコを含めたごく一部の人物と設定を残し、その他の人物・設定・骨組みを再構成、ストーリーを全まつたく新たにして、第十九回に挑いどみました。だから最終選考に残して頂いた事を知った時は、言葉に出来ない喜びがありました。

　本作はテレビアニメの『電でん脳のうコイル』を観て、「学校を舞台にした少年探偵団ものが書きたい！」と思って考え出したのがキッカケなのですが、自分の書かき易やすい方向へと進むうちに何な故ぜか『団』とは程遠い場所へと行き着いてしまいました。我ながらとんでもない迷走ぶりだと驚いております。

　作中に【化学部】なるものが出てきますが、僕自身はそういう部活に所属していた経験は無く、しかも物理法則や計算式は大の苦手です。おそらく読み苦しい点や「いやいや、これはちょっと……」と思うところもあるでしょうが、そこは『物語の中の事』として笑って頂けたら幸いです。正直、半分勢いだけで書いてしまった事を今になって後悔したり羞しゆう恥ちに悶もだえたりしています。

　最後に私事ではございますが謝辞を述べさせて下さい。

『エーコと【トオル】……』を推おして下さった第十九回電撃小説大賞選考委員の方々。至らない本作と僕に様々なご指導下さいました電撃文庫編集部の徳とく田だ編集長様、小こ原ばら様。受賞パーティーで緊張してろくな受け答えが出来ずに申し訳ありませんでした、推すい薦せん文ぶんを書いて下さった時し雨ぐ沢さわ先生。素敵なイラストで本作に彩りを与えて下さったＭＡＣＣＯ先生。この本の出版に関わって下さった全すべての方々。ありがとうございました。

　そして何より今この本を手にとって読んで下さっている皆様、本当にありがとうございます。若じやく輩はい者ものですが精一杯精しよう進じんします。もしよろしければ、次巻も手にとって頂けたら幸いです。





柳田狐狗狸
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柳やなぎ田だ狐こ狗く狸り

京都府在住。基本無神論者ですが、苦しい時は迷うこと無く神様に頼る骨無し野郎。最近は常時小説の神様に作品のネタをお願い中です……。
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MACCO

新進気鋭のイラストレーター。「ニコニコ動画」にVOCALOIDや歌ってみたのイラストを投稿し人気を博す。最近はししゃもにハマっているとか。

Pixiv　http://www.pixiv.net/member.php?id=383835
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エーコと【トオル】と部ぶ活かつの時じ間かん。








柳やなぎ田だ狐こ狗く狸り
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